
番 号

令和 7 年 10 月 1 日

殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○

（注）  1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

「神経内科」の内容は脳神経内科、「アレルギー疾患内科またはアレルギー科」、「リウマチ科」の診療内容は免疫内科、「内
分泌内科」、「代謝内科」の診療内容は糖尿病・内分泌・代謝内科、「血液内科」の診療内容は血液・腫瘍内科で提供してい
る。

〒565-0871　　大阪府吹田市山丘2番15号

電話（　　06　　）6879　－　5111　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和６年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒565-0871　大阪府吹田市山田丘1番1号

国立大学法人大阪大学

大阪大学医学部附属病院

大阪大学医学部附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

3阪大医病総

厚生労働大臣 開設者名 学長　熊ノ郷 淳

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

（単位：床）52 1034 1086

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

 　
 　

外科

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

「乳腺外科」、「内分泌外科」の診療内容は乳腺・内分泌外科で提供している。

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

リハビリテーション科

脳神経内科 糖尿病・内分泌・代謝内科 アレルギー疾患リウマチ科 血液・腫瘍内科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

老年内科

感染症内科 乳腺・内分泌外科 病理診断科 形成外科

神経・精神科



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

496 416.4 912.4 101 0

3 0 3 27 103

102 0 102 6 2

0 0 0 21 0

43 1 44 0 0

1072 17.4 1089.4 48 16

0 0 0 0 38

3 0 3 0 408

18 0 18 74 58

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 6 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

1120.5

220

829.9

2,306.44

0

18.82

829.9

2325.26

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　野々村　祝夫　　） 任命年月日

医療クオリティ審議委員会・3号委員(令和2年4月～令和4年3月)
高難度新規医療技術評価委員会・委員長(平成30年4月～令和6年3月)

歯科等以外 歯科等 合計

合計

28

16

38

19

30

24

21

551

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 22

127

130

16

41

15

24

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

助産師

看護師 医療社会事業従事者



人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

34 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

643 ㎡ （主な設備）

135 ㎡ （主な設備）

305 ㎡ （主な設備）

65 ㎡ （主な設備）

12121 ㎡ （主な設備）

1187 ㎡ 室数 室 人

3606 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

19281

18075

745

21341

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

算出
根拠

検査台、顕微鏡、ドラフトチャンバー

解剖台、保管庫、冷蔵庫

パソコン等ＯＡ機器、実験台、保管庫

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 93.8 逆紹介率 84.7

7

-

収容定員

蔵書数

953

352000

病床数 30420.22

15

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

55

検査台、遠心分離機、自動分析装置

検査台、顕微鏡、恒温器、安全キャビネット

床面積

共用する室名

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

床面積

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
847.38

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 人工呼吸装置

1

28

468

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条

算定 基づ 算

必要（准）看護師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

利害
関係

委員の要件
該当状況

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由



○ 無

無

無

無

有

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

倉智　博久
大阪府立病院機構　大
阪母子医療センター

総長

医療側・経営側の両知
識を有する者として選

定
1

橋本　重厚

福島県立医科大学
会津医療センター糖尿
病内分泌代謝・腎臓内

科学講座教授
同附属病院医療安全管

理部長

医療安全管理部長とし
て医療安全管理の専門

家として選定
1

水島　幸子
水島綜合法律事務所所

長

法律の専門家である
上、医療に精通してい

る者として選定
1

橋本　佐与子
認定NPO法人　ささえあ

い医療人権センター
COML　理事

患者・医療者双方のコ
ミュニケーション能力を
高める活動等に取り組
み、患者目線で医療に
ついて助言できる者とし

2

井上　惠嗣 大阪大学理事
リスク管理を担当する

理事として選定
3

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

大阪大学ホームページにて公開

有

有



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

97人

18人

1人

48人

7人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

6

177人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養

子宮内膜受容能検査１

二段階胚移植術

流死産検体を用いた遺伝子検査

膜構造を用いた生理学的精子選択術

抗ネオセルフβ2グリコプロテインⅠ複合体抗体検査

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

6人

15人

9人

1人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

5

36人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

術後のアスピリン経口投与療法　下部直腸を除く大腸がん（ステージがⅢ期であって、肉眼による観察及び
病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）

術前のゲムシタビン静脈内投与及びナブ－パクリタキセル静脈内投与の併用療法　切除可能な膵臓がん
（七十歳以上八十歳未満の患者に係るものに限る。）

着床前胚異数性検査　不妊症
（卵管性不妊、男性不妊、機能性不妊又は一般不妊治療が無効であるものであって、これまで反復して着
床若しくは妊娠に至っていない患者若しくは流産若しくは死産の既往歴を有する患者に係るもの又は患者
若しくはその配偶者（届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含む)が、染色体構造
異常を持つことが確認されているものに限る。）

アナモレリン塩酸塩経口投与　体重減少（食道がんに対する食道亜全摘胃管再建術又は胃がんに対する
噴門側胃切除術若しくは胃全摘術を実施したものに限る。）

脊髄髄膜瘤手術　脊髄髄膜瘤（胎児期の患者に係るものに限る。）

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 皮膚・軟部の脈管奇形に対するIVR治療 取扱患者数 51

当該医療技術の概要

医療技術名 神経内分泌腫瘍に対するラジオアイソトープ(RI)治療 取扱患者数 24

当該医療技術の概要

神経内分泌腫瘍（NET）に対するラジオアイソトープ治療（ルタテラ®）を実施できる。

医療技術名 褐色細胞腫・パラガングリオーマに対するラジオアイソトープ(RI)治療 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

褐色細胞腫・パラガングリオーマに対するラジオアイソトープ治療（ライアット®）を実施できる。

医療技術名 卵巣機能不全患者に対するDHEAを用いた卵巣機能改善 取扱患者数 7

当該医療技術の概要

早発卵巣機能不全（早発閉経）や、卵巣刺激におけるPoor responderなどの卵巣機能不全患者

に対し、DHEA（Dehydroepiandrosterone）の内服治療を行うことで、卵巣機能改善を図る。

医療技術名 腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術 取扱患者数 9

当該医療技術の概要

中・高リスクの子宮体癌に対して、一期的に傍大動脈リンパ節郭清術を腹腔鏡手術で

行うことで、低侵襲治療を提供する。

医療技術名 腹腔鏡下卵巣癌根治術 取扱患者数 0

当該医療技術の概要

卵巣癌に対する根治手術を腹腔鏡手術で行い、安全性を検討する。

医療技術名 腹腔鏡下骨盤除臓術 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

直腸や膀胱を子宮・腟と合併切除する拡大手術について、腹腔鏡手術で行い、

低侵襲化を図る手術である

医療技術名 十二指腸ESD 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

十二指腸に発生する腫瘍性病変に対して行う内視鏡的粘膜下層剥離術。

医療技術名 経カテーテル的三尖弁留置術 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

重度三尖弁閉鎖不全にて心不全症状を有する患者で開胸の手術リスクが高い患者に対して行っている

その他の高度医療の種類の合計数 9

取扱い患者数の合計（人） 103

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

頭頸部・四肢・体幹部等の脈管奇形（血管奇形・リンパ管奇形及びそれらの混合型）
に対して塞栓術や硬化療法などIVR (interventional radiology)治療を行う。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 5 56 ベーチェット病 126
2 筋萎縮性側索硬化症 46 57 特発性拡張型心筋症 337
3 脊髄性筋萎縮症 5 58 肥大型心筋症 76
4 原発性側索硬化症 0 59 拘束型心筋症 8
5 進行性核上性麻痺 46 60 再生不良性貧血 54
6 パーキンソン病 592 61 自己免疫性溶血性貧血 13
7 大脳皮質基底核変性症 14 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 25
8 ハンチントン病 4 63 特発性血小板減少性紫斑病 83
9 神経有棘赤血球症 4 64 血栓性血小板減少性紫斑病 0
10 シャルコー・マリー・トゥース病 8 65 原発性免疫不全症候群 39
11 重症筋無力症 260 66 IgＡ 腎症 69
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 116
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 242 68 黄色靱帯骨化症 2

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
30 69 後縦靱帯骨化症 67

15 封入体筋炎 3 70 広範脊柱管狭窄症 4
16 クロウ・深瀬症候群 2 71 特発性大腿骨頭壊死症 66
17 多系統萎縮症 27 72 下垂体性ADH分泌異常症 13
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 92 73 下垂体性TSH分泌亢進症 5
19 ライソゾーム病 79 74 下垂体性PRL分泌亢進症 17
20 副腎白質ジストロフィー 7 75 クッシング病 22
21 ミトコンドリア病 21 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 4
22 もやもや病 30 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 60
23 プリオン病 5 78 下垂体前葉機能低下症 206
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 5
25 進行性多巣性白質脳症 2 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 1 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 6
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 1
28 全身性アミロイドーシス 48 83 アジソン病 2
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 111
30 遠位型ミオパチー 5 85 特発性間質性肺炎 50
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 66
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 10
34 神経線維腫症 98 89 リンパ脈管筋腫症 40
35 天疱瘡 34 90 網膜色素変性症 80
36 表皮水疱症 48 91 バッド・キアリ症候群 2
37 膿疱性乾癬（汎発型） 11 92 特発性門脈圧亢進症 2

38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 3 93 原発性胆汁性胆管炎
旧病名（原発性胆汁性肝硬変）

50

39 中毒性表皮壊死症 3 94 原発性硬化性胆管炎 21
40 高安動脈炎 56 95 自己免疫性肝炎 31
41 巨細胞性動脈炎 21 96 クローン病 300
42 結節性多発動脈炎 18 97 潰瘍性大腸炎 312
43 顕微鏡的多発血管炎 54 98 好酸球性消化管疾患 9
44 多発血管炎性肉芽腫症 28 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 9
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 51 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 9 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 9 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 8 103 CFC症候群 1
49 全身性エリテマトーデス 486 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 164 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 224 106 クリオピリン関連周期熱症候群 1

52 混合性結合組織病 69 107 若年性特発性関節炎
旧病名（全身型若年性特発性関節炎）

3

53 シェーグレン症候群 85 108 TNF受容体関連周期性症候群 1
54 成人スチル病 19 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 19 110 ブラウ症候群 1

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）
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111 先天性ミオパチー 4 161 家族性良性慢性天疱瘡 1
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 20
113 筋ジストロフィー 46 163 特発性後天性全身性無汗症 22
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 1 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 1 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 4
117 脊髄空洞症 2 167 マルファン症候群 8
118 脊髄髄膜瘤 0 168 エーラス・ダンロス症候群 8
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 1
120 遺伝性ジストニア 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 16
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 1

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
3 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0

127 前頭側頭葉変性症 14 177 ジュベール症候群関連疾患
旧病名（有馬症候群）

2

128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 1 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 1 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 1
131 アレキサンダー病 1 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 1 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 1 188 多脾症候群 2
139 先天性大脳白質形成不全症 1 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 3
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 1 193 プラダー・ウィリ症候群 2
144 レノックス・ガストー症候群 1 194 ソトス症候群 1
145 ウエスト症候群 5 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 1
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 1
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 2 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 1 203 22q11.2欠失症候群 1

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 2 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 2 207 総動脈幹遺残症 1
158 結節性硬化症 59 208 修正大血管転位症 3
159 色素性乾皮症 1 209 完全大血管転位症 5
160 先天性魚鱗癬 3 210 単心室症 16
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211 左心低形成症候群 2 272 進行性骨化性線維異形成症 0
212 三尖弁閉鎖症 9 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 1 274 骨形成不全症 4
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 275 タナトフォリック骨異形成症 0
215 ファロー四徴症 13 276 軟骨無形成症 3
216 両大血管右室起始症 6 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 4
217 エプスタイン病 1 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 1

218 アルポート症候群 1 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
5

219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 6
220 急速進行性糸球体腎炎 2 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 3
221 抗糸球体基底膜腎炎 0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0
222 一次性ネフローゼ症候群 59 283 後天性赤芽球癆 1
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 4 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
224 紫斑病性腎炎 2 285 ファンコニ貧血 1
225 先天性腎性尿崩症 0 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 2 287 エプスタイン症候群 0
227 オスラー病 18 288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 2
228 閉塞性細気管支炎 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 0
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 1
230 肺胞低換気症候群 2 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 3
231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 292 総排泄腔外反症 1
232 カーニー複合 0 293 総排泄腔遺残 2
233 ウォルフラム症候群 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 2

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
1 295 乳幼児肝巨大血管腫 0

235 副甲状腺機能低下症 8 296 胆道閉鎖症 16
236 偽性副甲状腺機能低下症 1 297 アラジール症候群 3
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 298 遺伝性膵炎 1
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 6 299 嚢胞性線維症 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 49
240 フェニルケトン尿症 3 301 黄斑ジストロフィー 2
241 高チロシン血症1型 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
242 高チロシン血症2型 0 303 アッシャー症候群 0
243 高チロシン血症3型 0 304 若年発症型両側性感音難聴 1
244 メープルシロップ尿症 0 305 遅発性内リンパ水腫 0
245 プロピオン酸血症 0 306 好酸球性副鼻腔炎 66
246 メチルマロン酸血症 0 307 カナバン病 0
247 イソ吉草酸血症 0 308 進行性白質脳症 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 8 309 進行性ミオクローヌスてんかん 0
249 グルタル酸血症1型 0 310 先天異常症候群 2
250 グルタル酸血症2型 0 311 先天性三尖弁狭窄症 1
251 尿素サイクル異常症 3 312 先天性僧帽弁狭窄症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 313 先天性肺静脈狭窄症 0
253 先天性葉酸吸収不全 0 314 左肺動脈右肺動脈起始症 0

254 ポルフィリン症 1 315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0

255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 316 カルニチン回路異常症 0
256 筋型糖原病 0 317 三頭酵素欠損症 0
257 肝型糖原病 4 318 シトリン欠損症  0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0 320

先天性グリコシルホスファチジルイノシトー
ル（GPI）欠損症

0

260 シトステロール血症 3 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
261 タンジール病 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症   0
262 原発性高カイロミクロン血症 2 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
263 脳腱黄色腫症 2 324 メチルグルタコン酸尿症 0
264 無βリポタンパク血症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
265 脂肪萎縮症 0 326 大理石骨病 0

266 家族性地中海熱 3 327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
3

267 高ＩｇＤ症候群 0 328 前眼部形成異常 0
268 中條・西村症候群 0 329 無虹彩症 14



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0 330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症

旧病名（先天性気管狭窄症）
2

270 慢性再発性多発性骨髄炎 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 33
271 強直性脊椎炎 38 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 1

333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
334 脳クレアチン欠乏症候群 0
335 ネフロン癆 1

336
家族性低βリポタンパク血症１

（ホモ接合体）
0

337 ホモシスチン尿症 0
338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0
339 MECP2重複症候群 0

340
線毛機能不全症候群（カルタゲナー症候群

を含む。）
0

341 TRPV4異常症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 341
合計患者数（人） 6334



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

　・総合周産期特定集中治療室管理料

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・小児入院医療管理料１

　・短期滞在手術等基本料１

　・ 　・

　・医療安全対策加算１

　・精神科リエゾンチーム加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・栄養サポートチーム加算

　・精神科急性期医師配置加算

　・地域医療体制確保加算

　・救命救急入院料３

　・救命救急入院料４

　・特定集中治療室管理料１

　・ハイケアユニット入院医療管理料１

　・放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による
場合）

　・放射線治療病室管理加算（密封小線源による場合）

　・病棟薬剤業務実施加算１

　・病棟薬剤業務実施加算２

　・データ提出加算

　・入退院支援加算

　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・精神疾患診療体制加算

　・感染対策向上加算１

　・患者サポート体制充実加算

　・重症患者初期支援充実加算

　・報告書管理体制加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算

　・呼吸ケアチーム加算

　・術後疼痛管理チーム加算

　・緩和ケア診療加算

　・小児緩和ケア診療加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算１

　・無菌治療室管理加算２

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算１

　・医師事務作業補助体制加算２

　・急性期看護補助体制加算

　・看護職員夜間配置加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・情報通信機器を用いた診療に係る基準

　・医療ＤＸ推進体制整備加算

　・初診料（歯科）の注１に掲げる基準

　・歯科外来診療医療安全対策加算１

　・歯科外来診療感染対策加算１

　・特定機能病院入院基本料

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

輸血管理料Ⅰ
難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖尿
病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺
伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出
術）

移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法

医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺
伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

ストーマ合併症加算

手術時歯根面レーザー応用加算 導入期加算２及び腎代替療法実績加算

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 導入期加算３及び腎代替療法実績加算

コーディネート体制充実加算 透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

麻酔管理料（Ⅱ） 多血小板血漿処置

麻酔管理料（Ⅰ） 硬膜外自家血注入

レーザー機器加算 人工腎臓

高エネルギー放射線治療
抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症
治療指導管理料に限る。）

外来放射線治療加算 医療保護入院等診療料

放射線治療専任加算 静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）

画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）
通院・在宅精神療法の注４に規定する児童思春期精神科専
門管理加算

強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）
通院・在宅精神療法の注８に規定する療養生活継続支援加
算

一回線量増加加算
通院・在宅精神療法の注１０に規定する児童思春期支援指導
加算

画像誘導密封小線源治療加算
摂食機能療法の注３に規定する摂食嚥下機能回復体制加算
２

定位放射線治療呼吸性移動対策加算 がん患者リハビリテーション料

定位放射線治療 集団コミュニケーション療法料

看護職員処遇改善評価料６１ 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

悪性腫瘍病理組織標本加算 運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

病理診断管理加算２ 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

入院ベースアップ評価料８０ 外来化学療法加算１

歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 無菌製剤処理料

外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術 磁気による膀胱等刺激法

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

酸素の購入単価 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



がん性疼痛緩和指導管理料の注２に規定する難治性がん性
疼痛緩和指導管理加算

経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

がん患者指導管理料イ 人工中耳植込術

腎悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法
治療的角膜切除術（エキシマレーザーによるもの（角膜ジスト
ロフィー又は帯状角膜変性に係るものに限る。））

腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
もの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援
機器を用いるもの）

角膜移植術（内皮移植加算）

生体腎移植術 癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）

同種死体腎移植術
仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術（便
失禁）

腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

角結膜悪性腫瘍切除術

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道）
頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（７本以上の電極
による場合）に限る。）

精巣内精子採取術 椎間板内酵素注入療法

精巣温存手術 緊急穿頭血腫除去術

人工尿道括約筋植込・置換術 内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術

腹腔鏡下仙骨腟固定術
骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限
る。）

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

人工股関節置換術（手術支援装置を用いるもの）

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）
組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手
術用支援機器を用いる場合）

四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に掲
げる処理骨再建加算

腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

骨悪性腫瘍、類骨骨腫及び四肢軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法

胎児胸腔・羊水腔シャント術 皮膚悪性腫瘍センチネルリンパ節生検加算

腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 皮膚移植術（死体）

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。） 自家脂肪注入

体外式膜型人工肺管理料 口腔粘膜処置

胎児輸血術及び臍帯穿刺 う蝕歯無痛的窩洞形成加算

無心体双胎焼灼術 ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー

外来栄養食事指導料の注３に規定する基準
緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水晶
体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

心臓ペースメーカー指導管理料の注５に規定する遠隔モニタ
リング加算

緑内障手術（濾過胞再建術（needle法））

糖尿病合併症管理料 毛様体光凝固術（眼内内視鏡を用いるものに限る。）

がん性疼痛緩和指導管理料 網膜再建術

腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

羊膜移植術

入院時食事療養／生活療養（Ⅰ）
緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあ
るもの））



精神科退院時共同指導料１及び２ 経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

歯科治療時医療管理料 胸腔鏡下弁形成術

検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料
胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

医療機器安全管理料１
縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

医療機器安全管理料２
食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、
十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
等

ハイリスク妊産婦連携指導料２ 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

プログラム医療機器等指導管理料 同種死体肺移植術

薬剤管理指導料 生体部分肺移植術

療養・就労両立支援指導料の注３に規定する相談支援加算
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡手術用支援機
器を用いる場合）

ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合併
切除を伴うもの）に限る。）

がん治療連携計画策定料
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるもの
で内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

外来腫瘍化学療法診療料１
胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

連携充実加算
胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

外来腫瘍化学療法診療料の注９に規定するがん薬物療法体
制充実加算

胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び肺葉切除術又は１肺葉を
超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

下肢創傷処置管理料 ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

慢性腎臓病透析予防指導管理料 乳腺悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

外来放射線照射診療料
胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

腎代替療法指導管理料
乳癌センチネルリンパ節生検加算１及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

一般不妊治療管理料
乳癌センチネルリンパ節生検加算２及びセンチネルリンパ節
生検（単独）

生殖補助医療管理料１
乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わ
ないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

小児運動器疾患指導管理料
上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）、下顎骨形成術
（骨移動を伴う場合に限る。）

乳腺炎重症化予防ケア・指導料 乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（ＭＲＩによるもの）

婦人科特定疾患治療管理料 頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

移植後患者指導管理料（臓器移植後） 内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

糖尿病透析予防指導管理料 喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）

がん患者指導管理料ハ
内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻内
視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うもの
に限る。）

がん患者指導管理料ニ 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）

外来緩和ケア管理料
鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）
（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）及び鏡視下喉頭悪
性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

がん患者指導管理料ロ
植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込術、
植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術



遺伝学的検査の注２に規定する施設基準 経皮的中隔心筋焼灼術

染色体検査の注２に規定する基準 ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

骨髄微小残存病変量測定
ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレス
ペースメーカー）

持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持
続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

経皮的僧帽弁クリップ術

持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない
持続血糖測定器を用いる場合）

不整脈手術左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）

遺伝学的検査の注１に規定する施設基準 不整脈手術左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの）

在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料 胸腔鏡下弁置換術

在宅腫瘍治療電場療法指導管理料
経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮的
大動脈弁置換術）

在宅経肛門的自己洗腸指導管理料 経カテーテル弁置換術（経皮的肺動脈弁置換術）

救急搬送診療料の注４に規定する重症患者搬送加算 胸腔鏡下弁形成術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

人工膵臓検査、人工膵臓療法 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

長期継続頭蓋内脳波検査
腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開
後腹膜リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出
術、等

長期脳波ビデオ同時記録検査１ 骨盤内悪性腫瘍及び腹腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法

時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 骨格筋由来細胞シート心表面移植術

胎児心エコー法 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜）

ヘッドアップティルト試験 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

遺伝カウンセリング加算 植込型補助人工心臓（非拍動流型）

遺伝性腫瘍カウンセリング加算 同種心移植術

心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 同種心肺移植術

検体検査管理加算（Ⅰ） 経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

検体検査管理加算（Ⅳ） 補助人工心臓

国際標準検査管理加算 小児補助人工心臓

ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）
両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電極
の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換
術（心筋電極の場合）

ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（ＳＡＲＳ－ＣｏＶ－２核酸
検出を含まないもの）

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電
極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交
換術（経静脈電極の場合）

ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（髄液） 大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

がんゲノムプロファイリング検査
両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

先天性代謝異常症検査
植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植込
型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体特
異性同定検査）

植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下
植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その他
のもの）及び経静脈電極抜去術

ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査
両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心室
ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）



ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドＰＥＴ
イメージング剤を用いた場合に限る。）

腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

外傷全身ＣＴ加算 生体部分小腸移植術

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

冠動脈ＣＴ撮影加算 同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術

血流予備量比コンピューター断層撮影 同種死体膵島移植術

遠隔画像診断 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

ポジトロン断層撮影（アミロイドＰＥＴイメージング剤を用いた場
合を除く。）

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドＰＥＴ
イメージング剤を用いた場合を除く。）

腹腔鏡下膵中央切除術

前立腺針生検法（ＭＲＩ撮影及び超音波検査融合画像による
もの）

生体部分肝移植術

経気管支凍結生検法 同種死体肝移植術

画像診断管理加算４ 腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

コンタクトレンズ検査料１ 腹腔鏡下肝切除術

内服・点滴誘発試験 腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

経頸静脈的肝生検 移植用部分肝採取術（生体）（腹腔鏡によるもの）

中枢神経磁気刺激による誘発筋電図 内視鏡的逆流防止粘膜切除術

腹腔鏡下副腎摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）
及び腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出術（褐色細胞腫）（内視鏡手
術用支援機器を用いるもの）

心臓ＭＲＩ撮影加算 同種死体小腸移植術

腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

乳房ＭＲＩ撮影加算 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

頭部ＭＲＩ撮影加算

全身ＭＲＩ撮影加算

肝エラストグラフィ加算

黄斑局所網膜電図
腹腔鏡下総胆管拡張症手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

ロービジョン検査判断料
胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）
を伴うものに限る。）

全視野精密網膜電図 腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

脳磁図（その他のもの）
腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援
機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性腫
瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

脳波検査判断料１
腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内視
鏡手術用支援機器を用いるもの））

補聴器適合検査 バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

神経学的検査 腹腔鏡下胃縮小術

単線維筋電図 腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）

脳磁図（自発活動を測定するもの）
腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内視
鏡手術用支援機器を用いるもの））



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 21

剖検率（％） 8.9%

）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こ

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

255

　・

　・

剖　検　の　状　況

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・流産検体を用いた染色体検査（2022.4.1～） 　・

　・

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

9,999,000 補

400,000 補

100,000 補

200,000 補

3,400,000 補

750,000 補

100,000 補

400,000 補

200,000 補

7,800,000 補

3,510,000 補

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元
HIV陽性者に対する精神・
心理的支援方策の開発、
及びHIV医療 と精神科医
療の連携体制構築に資す
る研究

池田学 精神医学
厚生労働
省

データベースを活用した
慢性腎臓病（CKD）の診療
実態把握と最適化を目的
とした体制構築

猪阪善隆 腎臓内科学
厚生労働
省

血液製剤によるHIV/HCV
重複感染患者に対する外
科治療の標準化に関する
研究

江口英利 消化器外科学１
厚生労働
省

原発性脂質異常症に関す
る調査研究

小関正博 循環器内科学
厚生労働
省

中性脂肪蓄積心筋血管症
の診療、療養実態把握と
医療水準の向上に資する
研究

平野賢一
中性脂肪学共同研究
講座

厚生労働
省

高齢者の身体機能低下に
関する評価指標の検討、リ
スク要因の探索、ならびに
予防法の確立に資する研
究

山本浩一 老年・総合内科学
厚生労働
省

ダウン症候群における自
然歴調査とQOL向上のた
めの包括的支援体制構築
のための研究

北畠康司 小児科学
厚生労働
省

救急応需要率向上を目指
した効率的な救急医療提
供体制の構築に資する研
究

織田順 救急医学
厚生労働
省

早老症の医療水準向上と
予後改善を目指す集学的
研究

鷹見洋一 老年・総合内科学
厚生労働
省

エピゲノム制御によるプレ
シジョンエイジングを目指
す神経発達症の加齢研究

木村亮 生命情報学研究領域

独立行政
法人日本
学術振興
会

自己糖鎖認識機構の制御
によりがん認識能を増強し
たCAR-NK細胞の開発

保仙直毅
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

（様式第3）



4,810,000 補

130,000 補

130,000 補

11,050,000 補

4,030,000 補

130,000 補

3,380,000 補

3,835,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

650,000 補

910,000 補

がんエクソソーム抗原と内
部RNA情報の統合解析に
よる診断性能の最高精度
化と応用

石井秀始
疾患データサイエンス
学共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

がんエクソソーム抗原と内
部RNA情報の統合解析に
よる診断性能の最高精度
化と応用

土岐祐一郎
疾患データサイエンス
学共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

がんエクソソーム抗原と内
部RNA情報の統合解析に
よる診断性能の最高精度
化と応用

江口英利
疾患データサイエンス
学共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ブレインマシンインター
フェース駆動型機能的電
気刺激による完全体内埋
込機能再建

平田雅之
脳機能診断再建学共
同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

タウ病理の脳内進展過程
を標的とした認知症の層
別化・個別化治療に向け
た基盤的研究

武田朱公
臨床遺伝子治療学寄
附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

タウ病理の脳内進展過程
を標的とした認知症の層
別化・個別化治療に向け
た基盤的研究

中神啓徳
臨床遺伝子治療学寄
附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

自己抗体により規定される
「4つの皮膚筋炎」病型の
病態解明と特異的治療法
の開発

藤本学 皮膚科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

エピゲノム変化に着目した
ライフステージに応じた社
会認知特性の評価

木村亮 生命情報学研究領域

独立行政
法人日本
学術振興
会

睡眠啓発アプリのAI化お
よび睡眠習慣改善による
発達促進と脳基盤変化の
解明

下野九理子 小児発達神経学領域

独立行政
法人日本
学術振興
会

睡眠啓発アプリのAI化お
よび睡眠習慣改善による
発達促進と脳基盤変化の
解明

岩谷祥子 小児発達神経学領域

独立行政
法人日本
学術振興
会

睡眠啓発アプリのAI化お
よび睡眠習慣改善による
発達促進と脳基盤変化の
解明

毛利育子 小児発達神経学領域

独立行政
法人日本
学術振興
会

αシヌクレインが引き起こ
す凝集構造多型と疾患多
様性獲得機序の解明

角田渓太 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

αシヌクレインが引き起こ
す凝集構造多型と疾患多
様性獲得機序の解明

池中建介 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



2,470,000 補

130,000 補

2,470,000 補

3,900,000 補

260,000 補

2,990,000 補

5,330,000 補

2,990,000 補

130,000 補

130,000 補

5,590,000 補

1,300,000 補

3,705,000 補

認知症関連病的蛋白の翻
訳後修飾を標的としたワク
チン療法の開発

森下竜一
臨床遺伝子治療学寄
附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

認知症関連病的蛋白の翻
訳後修飾を標的としたワク
チン療法の開発

中神啓徳
臨床遺伝子治療学寄
附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

認知症関連病的蛋白の翻
訳後修飾を標的としたワク
チン療法の開発

武田朱公
臨床遺伝子治療学寄
附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

難治性癌に対する超高線
量率炭素イオン線照射を
用いた免疫放射線治療法
の開発

小川和彦 放射線治療学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

難治性癌に対する超高線
量率炭素イオン線照射を
用いた免疫放射線治療法
の開発

玉利慶介 放射線治療学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ゲノム・エピゲノム編集をも
ちいたダウン症候群の知
的障害に対する遺伝子治
療法開発

北畠康司 小児科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

全ゲノム解析基盤による機
能・情報統合解析と新規
心筋症遺伝子の同定およ
び機序解明

朝野仁裕 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

グレリン/グレリン経口アナ
ログによる外科的悪液質
の治療

土岐祐一郎 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

グレリン/グレリン経口アナ
ログによる外科的悪液質
の治療

黒川幸典 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

グレリン/グレリン経口アナ
ログによる外科的悪液質
の治療

山下公太郎 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

制御性T細胞を用いた移
植免疫制御方法の開発

宮川繁 心臓血管外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

制御性T細胞を用いた移
植免疫制御方法の開発

河村拓史 心臓血管外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

重症病態の腸内細菌を介
した新規腸管バリア・免疫
能の解析と腸内細菌叢再
構築法の確立

清水健太郎 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



13,000 補

611,000 補

13,000 補

13,000 補

650,000 補

4,810,000 補

1,040,000 補

520,000 補

3,770,000 補

65,000 補

65,000 補

3,770,000 補

130,000 補

HPVワクチン再普及のシ
ミュレーションと生まれ年
度別の子宮頸がん罹患リ
スク予測

中川慧 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

3次元変形矯正システムの
発展的開発と基礎研究、
それらを包括運用するクラ
ウドの構築

田中啓之 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

3次元変形矯正システムの
発展的開発と基礎研究、
それらを包括運用するクラ
ウドの構築

宮村聡 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

3次元変形矯正システムの
発展的開発と基礎研究、
それらを包括運用するクラ
ウドの構築

岡田潔 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

3次元変形矯正システムの
発展的開発と基礎研究、
それらを包括運用するクラ
ウドの構築

岩橋徹 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

3次元変形矯正システムの
発展的開発と基礎研究、
それらを包括運用するクラ
ウドの構築

岡久仁洋 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

慢性期脊髄損傷に対する
治療ストラテジーの確立

岡田誠司 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

遺伝的素因、生活習慣、
腸内細菌叢の多面的解析
に基づく前立腺癌の早期
診断戦略の構築

野々村祝夫 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

遺伝的素因、生活習慣、
腸内細菌叢の多面的解析
に基づく前立腺癌の早期
診断戦略の構築

波多野浩士 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

尿路性器癌における全身
循環細菌叢及び細菌関連
代謝が構築する癌局所免
疫状態の解明

河嶋厚成 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

尿路性器癌における全身
循環細菌叢及び細菌関連
代謝が構築する癌局所免
疫状態の解明

西塔拓郎 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

尿路性器癌における全身
循環細菌叢及び細菌関連
代謝が構築する癌局所免
疫状態の解明

野々村祝夫 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

HPVワクチン再普及のシ
ミュレーションと生まれ年
度別の子宮頸がん罹患リ
スク予測

上田豊 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



260,000 補

2,366,000 補

26,000 補

26,000 補

26,000 補

2,990,000 補

3,900,000 補

5,460,000 補

5,720,000 補

650,000 補

260,000 補

260,000 補

260,000 補

睡眠障害が発達脳に及ぼ
す影響の神経基盤の解
明ー神経発達症との関連
において

岩谷祥子
高次脳機能損傷学領
域

独立行政
法人日本
学術振興
会

炎症調節の破綻による細
胞間ネットワークを介した
胆膵癌エコシステム形成
機構の解明

小玉尚宏 消化器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肝癌発生微小環境として
の肝細胞死を起点とした
非実質細胞の細胞老化の
意義の解明

田畑優貴 消化器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

侵襲時再生治療に関する
新規制御因子の解明：ゲノ
ム・エピゲノム統合解析

入澤太郎
医病高度救命救急セ
ンター

独立行政
法人日本
学術振興
会

自己免疫性神経筋疾患の
発症機構解明と治療カタ
ログ化の試み

奥野龍禎 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肝癌発生微小環境として
の肝細胞死を起点とした
非実質細胞の細胞老化の
意義の解明

疋田隼人 消化器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

侵襲時再生治療に関する
新規制御因子の解明：ゲノ
ム・エピゲノム統合解析

蛯原健
医病高度救命救急セ
ンター

独立行政
法人日本
学術振興
会

侵襲時再生治療に関する
新規制御因子の解明：ゲノ
ム・エピゲノム統合解析

清水健太郎 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ポジティブ心理健康資源と
認知症発症の関連とメカ
ニズム解明に関する観察・
介入研究

武田朱公 公衆衛生学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

睡眠障害が発達脳に及ぼ
す影響の神経基盤の解
明ー神経発達症との関連
において

下野九理子
高次脳機能損傷学領
域

独立行政
法人日本
学術振興
会

睡眠障害が発達脳に及ぼ
す影響の神経基盤の解
明ー神経発達症との関連
において

橘雅弥
高次脳機能損傷学領
域

独立行政
法人日本
学術振興
会

高次脳機能損傷学領
域

独立行政
法人日本
学術振興
会

慢性炎症における
paligenosis過程の可視化と
分化破綻機構および腫瘍
化の解明

森井英一 病態病理学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

睡眠障害が発達脳に及ぼ
す影響の神経基盤の解
明ー神経発達症との関連
において

毛利育子



260,000 補

260,000 補

2,990,000 補

6,630,000 補

3,796,000 補

3,380,000 補

650,000 補

7,280,000 補

7,280,000 補

650,000 補

3,380,000 補

1,040,000 補

1,040,000 補循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

治療抵抗性心筋不全の層
別化・病態解明とゲノム医
療の創出

大谷朋仁

治療抵抗性心筋不全の層
別化・病態解明とゲノム医
療の創出

肥後修一朗 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

心臓ポンプ機能の制御メ
カニズムに係る心不全治
療標的の同定と介入法の
開発

木岡秀隆 医化学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

治療抵抗性心筋不全の層
別化・病態解明とゲノム医
療の創出

坂田泰史

前頭側頭型認知症におけ
る自然免疫とRNA分解系
のクロストーク

森康治 精神医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

癌関連線維芽細胞を標的
とした革新的アルファ線治
療薬の開発

渡部直史 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

患者組織由来RNA-seqの
統合的解析によるALS病
態関連因子の同定

長野清一
神経難病認知症探索
治療学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

患者組織由来RNA-seqの
統合的解析によるALS病
態関連因子の同定

小河浩太郎 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

リキッドバイオプシーに基
づくHPV関連中咽頭癌の
個別化治療

猪原秀典
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

シングルセル解析によるケ
ロイド原因細胞の発見と新
規治療法の開発

久保盾貴 形成外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

侵襲時再生治療に関する
新規制御因子の解明：ゲノ
ム・エピゲノム統合解析

松本寿健
医病高度救命救急セ
ンター

独立行政
法人日本
学術振興
会

人工呼吸器を使用せず呼
気陽圧を発生させる呼吸
回路用コネクタの開発

吉田健史
麻酔･集中治療医学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

侵襲時再生治療に関する
新規制御因子の解明：ゲノ
ム・エピゲノム統合解析

織田順 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



1,040,000 補

6,630,000 補

650,000 補

650,000 補

6,500,000 補

3,705,000 補

3,705,000 補

9,230,000 補

390,000 補

65,000 補

5,330,000 補

130,000 補

130,000 補泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

医病泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

Immunogenomicsを用いた
ネオアンチゲンの効率的
同定による新規個別化免
疫療法の開発

野々村祝夫

泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

Immunogenomicsを用いた
ネオアンチゲンの効率的
同定による新規個別化免
疫療法の開発

奥田洋平

医病集中治療部（西）

独立行政
法人日本
学術振興
会

Immunogenomicsを用いた
ネオアンチゲンの効率的
同定による新規個別化免
疫療法の開発

加藤大悟

麻酔･集中治療医学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

患者人工呼吸不同調に対
する人工呼吸器最適調節
システムの開発

橋本明佳

消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

患者人工呼吸不同調に対
する人工呼吸器最適調節
システムの開発

吉田健史

内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

膵癌の大規模単細胞解析
に基づく患者層別化と放
射線増感技術による集学
的治療の最適化

江口英利

内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

アディポネクチン/Tーカド
ヘリン/エクソソーム経路に
よる臓器保護機構の解明
と応用

西澤均

医病腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

アディポネクチン/Tーカド
ヘリン/エクソソーム経路に
よる臓器保護機構の解明
と応用

下村伊一郎

血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

AKI脆弱性に着目した高
齢者AKIを予防するための
シーズ探索

酒井晋介

AKI脆弱性に着目した高
齢者AKIを予防するための
シーズ探索

猪阪善隆

治療抵抗性心筋不全の層
別化・病態解明とゲノム医
療の創出

木岡秀隆 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

AKI脆弱性に着目した高
齢者AKIを予防するための
シーズ探索

山本毅士 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

血液がん患者体内で増殖
し長期間生存するCAR-T
細胞の単離とその制御分
子の同定

保仙直毅



1,820,000 補

9,880,000 補

130,000 補

910,000 補

1,040,000 補

715,000 補

1,560,000 補

780,000 補

91,000 補

91,000 補

780,000 補

13,000 補

13,000 補

清原英司 皮膚科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

敗血症性急性腎傷害の早
期発見-尿中酸素分圧を
用いての検討-

井口直也
麻酔･集中治療医学
講座

視覚情報制御学共同
研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

皮膚悪性リンパ腫におけ
るガングリオシドと腫瘍免
疫の解明

独立行政
法人日本
学術振興
会

視覚障害原因疾患の視機
能回復のための人工視覚
の低侵襲電気刺激法の開
発

西田健太郎

（医医）スポーツ医学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

リバーストランスレーショナ
ルリサーチによるぶどう膜
炎新規診断法の探索

丸山和一

（医医）スポーツ医学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

力学強度を有する細胞担
体-間葉系幹細胞複合体
を用いた生体軟組織機能
再建法の開発

金本隆司

救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

力学強度を有する細胞担
体-間葉系幹細胞複合体
を用いた生体軟組織機能
再建法の開発

中田研

救急医療と医療安全技能
のスマートフィードバック
(S-Feed)による教育システ
ムの構築

織田順

乳癌センチネルリンパ節に
おける転移診断および治
療を目的とした新規トレー
サーの開発

渡部直史
乳腺･内分泌外科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

髄膜腫における自然歴の
解明および予後予測アル
ゴリズムの構築

平山龍一 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

乳腺･内分泌外科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

乳癌センチネルリンパ節に
おける転移診断および治
療を目的とした新規トレー
サーの開発

島津研三

難治がんに有望ながん免
疫effectorT細胞特性の基
盤的解明と細胞治療開発

西田純幸
呼吸器・免疫内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

髄膜腫における自然歴の
解明および予後予測アル
ゴリズムの構築

貴島晴彦 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

先端デバイス再生学
共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

大腸癌におけるエピゲノム
を標的とした新規治療法
開発と免疫回避機構阻害
への応用

波多豪 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



13,000 補

715,000 補

260,000 補

117,000 補

91,000 補

130,000 補

130,000 補

130,000 補

1,040,000 補

780,000 補

130,000 補

65,000 補

65,000 補

環状RNAによるバイオマー
カーとしての有用性の検
討と新規核酸治療法の開
発

田中晃司 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

髄膜腫における自然歴の
解明および予後予測アル
ゴリズムの構築

木嶋教行 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

血漿及びエクソソームを用
いたメタボロミクス解析によ
るフレイルバイオマーカー
の探索

中神啓徳
老年･総合内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

アルツハイマー病超早期
診断・病態進行予測マー
カーの開発

森康治

老年･総合内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

血漿及びエクソソームを用
いたメタボロミクス解析によ
るフレイルバイオマーカー
の探索

山本浩一
老年･総合内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

精神医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

高齢者糖尿病のオートファ
ジー機能を反映するバイ
オマーカーの確立と標的
治療法の開発

山本浩一
老年･総合内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

高齢者のCOVID-19感染
リスクを安全に低下し得る
新規戦略の開発

山本浩一

細胞骨格動態制御による
ALS病態改善の試み

奥野龍禎 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

アルツハイマー病超早期
診断・病態進行予測マー
カーの開発

吉山顕次 精神医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

アルギニンジメチル化異常
が与えるALS病態の解明と
新規病態関連因子の同定

池中建介 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

老化に伴う認知・運動障害
における、嗜銀顆粒の総
合的研究

村山繁雄
（小児科・子ども）環境
関連

独立行政
法人日本
学術振興
会

血漿及びエクソソームを用
いたメタボロミクス解析によ
るフレイルバイオマーカー
の探索

鷹見洋一
老年･総合内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

老年･総合内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

高齢者のCOVID-19感染
リスクを安全に低下し得る
新規戦略の開発

中神啓徳



65,000 補

520,000 補

195,000 補

260,000 補

1,170,000 補

130,000 補

650,000 補

1,300,000 補

65,000 補

65,000 補

780,000 補

65,000 補

65,000 補

大腸癌進展における線維
芽細胞の促進化/抑制化
機能のスイッチ機構の解
明

辻井芳樹

独立行政
法人日本
学術振興
会

消化器内科学講座

腎移植患者における
SGLT2阻害薬の腎保護効
果

野々村祝夫 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

次世代プロテオミクスが紐
解く個別化医療に有用な
PF-ILDの新規BM開発

武田吉人
呼吸器・免疫内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腎移植患者における
SGLT2阻害薬の腎保護効
果

猪阪善隆 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂質異常症が高血圧や高
血圧性腎障害を増強する
新規メカニズムの解明

山本浩一
老年･総合内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

動脈硬化発症プロセスに
おける一酸化窒素修飾が
もたらすエンドセリン受容
体機能の検討

中神啓徳
健康発達医学寄附講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

NEDD化修飾を介した心
筋細胞ストレス耐性機構の
解明と創薬標的の同定

木岡秀隆 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

心筋細胞と心筋線維芽細
胞の相互作用に着目した
拘束型心筋症・心室拡張
障害の病態解明

石田秀和 小児科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

PETのFBPA集積と病理所
見での効果予測を併用し
た肉腫BNCTの基盤研究

礒橋佳也子 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

乳癌術前化学療法後病理
学的完全奏功の
Radiogenomics予測モデル
の構築

梁川雅弘 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

アルツハイマー病超早期
診断・病態進行予測マー
カーの開発

池田学 精神医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

乳癌術前化学療法後病理
学的完全奏功の
Radiogenomics予測モデル
の構築

富山憲幸 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

大腸癌進展における線維
芽細胞の促進化/抑制化
機能のスイッチ機構の解
明

林義人 消化器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



65,000 補

65,000 補

650,000 補

130,000 補

585,000 補

65,000 補

1,365,000 補

65,000 補

130,000 補

130,000 補

130,000 補

130,000 補

260,000 補

新しいアディポネクチン学
とその応用

福田士郎
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

シトステロール血症の若年
性動脈硬化惹起メカニズ
ムの解明

小関正博 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

新しいアディポネクチン学
とその応用

西澤均
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

新しいアディポネクチン学
とその応用

藤島裕也
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

血管・脂肪組織由来内分
泌因子Favineの機能解析

福原淳範
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

血管・脂肪組織由来内分
泌因子Favineの機能解析

加藤恒 医病輸血部

独立行政
法人日本
学術振興
会

PPARαをターゲットとした
リンパ球代謝リモデリング
による自己免疫疾患制御

増山慧 医病腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

血管・脂肪組織由来内分
泌因子Favineの機能解析

小林祥子
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規実験システムを用い
た血小板インテグリンシグ
ナル制御機構の解析とそ
の応用

加藤恒 医病輸血部

独立行政
法人日本
学術振興
会

PPARαをターゲットとした
リンパ球代謝リモデリング
による自己免疫疾患制御

水井理之 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腎移植患者における
SGLT2阻害薬の腎保護効
果

土井洋平 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

表皮の構造動態生物学 石塚洋典 皮膚科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腎移植患者における
SGLT2阻害薬の腎保護効
果

水井理之 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



1,339,000 補

1,170,000 補

65,000 補

65,000 補

390,000 補

780,000 補

1,690,000 補

130,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

130,000 補

炎症性腸疾患における腸
内細菌叢に対する腸管上
皮機能異常の研究

関戸悠紀 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

炎症性腸疾患における腸
内細菌叢に対する腸管上
皮機能異常の研究

荻野崇之 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

生細胞染色法を用いた乳
癌の乳房温存手術の切除
断端に対する術中迅速診
断の確立

多根井智紀
乳腺･内分泌外科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

神経芽腫に対する腫瘍溶
解ウイルスと抗GD2抗体を
併用した相補的治療法の
開発

野村元成 小児成育外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

大腸癌における特異的な
新規がん関連線維芽細胞
マーカーの同定

三吉範克 消化器外科学１講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

異化関連サイトカイン/受
容体を標的とした食道癌
の集学的周術期介入

山下公太郎 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

疾患特異的iPS細胞を用
いた肥大型心筋症の病態
解明と治療法の探索

河村愛 心臓血管外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

疾患特異的iPS細胞を用
いた肥大型心筋症の病態
解明と治療法の探索

河村拓史 心臓血管外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ペリオスチンを基軸とした
間質性肺炎合併肺癌に対
する包括的治療法の開発

大瀬尚子 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ペリオスチンを基軸とした
間質性肺炎合併肺癌に対
する包括的治療法の開発

狩野孝 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ペリオスチンを基軸とした
間質性肺炎合併肺癌に対
する包括的治療法の開発

新谷康 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ペリオスチンを基軸とした
間質性肺炎合併肺癌に対
する包括的治療法の開発

福井絵里子 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺がんにおける癌関連線
維芽細胞の機能解析と新
規治療戦略の提案

新谷康 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



130,000 補

130,000 補

130,000 補

130,000 補

1,300,000 補

130,000 補

39,000 補

39,000 補

780,000 補

39,000 補

65,000 補

39,000 補

39,000 補

肺がんにおける癌関連線
維芽細胞の機能解析と新
規治療戦略の提案

福井絵里子 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺がんにおける癌関連線
維芽細胞の機能解析と新
規治療戦略の提案

狩野孝 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺がんにおける癌関連線
維芽細胞の機能解析と新
規治療戦略の提案

大瀬尚子 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

Scaffold-free気管模倣組
織体で導かれた気管再生
のメカニズム解明

出口幸一 小児成育外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺癌の間質形成と肺線維
化における線維芽細胞を
標的とした新規免疫療法
の基盤確立

木村亨 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺癌の間質形成と肺線維
化における線維芽細胞を
標的とした新規免疫療法
の基盤確立

新谷康 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的生体分子情報に基
づく重症熱傷病態の中心
的分子解明と新規治療薬
開発

清水健太郎 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的生体分子情報に基
づく重症熱傷病態の中心
的分子解明と新規治療薬
開発

松本寿健
医病高度救命救急セ
ンター

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的分子生体情報を用
いた頭部外傷患者に対す
る新たな治療戦略の構築

中村洋平 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的分子生体情報を用
いた頭部外傷患者に対す
る新たな治療戦略の構築

清水健太郎 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的分子生体情報を用
いた頭部外傷患者に対す
る新たな治療戦略の構築

松本寿健
医病高度救命救急セ
ンター

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的分子生体情報を用
いた頭部外傷患者に対す
る新たな治療戦略の構築

伊藤弘 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的分子生体情報を用
いた頭部外傷患者に対す
る新たな治療戦略の構築

蛯原健
医病高度救命救急セ
ンター

独立行政
法人日本
学術振興
会



780,000 補

1,170,000 補

130,000 補

65,000 補

1,040,000 補

130,000 補

130,000 補

520,000 補

1,560,000 補

1,365,000 補

130,000 補

130,000 補

78,000 補

中枢性脳卒中後疼痛に対
する脊髄刺激療法の中枢
神経内除痛機序の解明

細見晃一 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

膠芽腫の腫瘍特異的抗原
の検索とCAR-T療法への
応用

木嶋教行 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

膠芽腫の腫瘍特異的抗原
の検索とCAR-T療法への
応用

保仙直毅 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脳血管内治療に対する
AdjuvantSynbioticsの開発

中村元 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

末梢神経損傷後にシュワ
ン細胞と血管内皮細胞間
で働く接着分子の解明

岩橋徹 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

末梢神経損傷後にシュワ
ン細胞と血管内皮細胞間
で働く接着分子の解明

田中啓之 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

末梢神経損傷後にシュワ
ン細胞と血管内皮細胞間
で働く接着分子の解明

岡久仁洋 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

人工知能による深層学習
を利用した特発性側弯症
の進行予測

藤森孝人 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

融合遺伝子のエピゲノム
制御メカニズムの解明と融
合遺伝子制御療法の開発

王谷英達 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

生活習慣による代謝物プ
ロファイル変化を介する前
立腺癌の増殖制御

波多野浩士 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

シリコン微細粒子経口投
与によるラット異系腎移植
モデルにおける免疫応答
への効果

野々村祝夫 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

シリコン微細粒子経口投
与によるラット異系腎移植
モデルにおける免疫応答
への効果

中澤成晃 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

Gut-kidneyaxisを介した夜
間多尿の新規治療法確立

竹澤健太郎 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



65,000 補

130,000 補

130,000 補

650,000 補

130,000 補

130,000 補

130,000 補

1,170,000 補

65,000 補

1,300,000 補

130,000 補

728,000 補

1,170,000 補

ヒト子宮着床能前方視的
評価メカニズム解明のため
の月経による内膜再生機
構の基礎検討

遠藤誠之 遠藤誠之

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒト子宮着床能前方視的
評価メカニズム解明のため
の月経による内膜再生機
構の基礎検討

味村和哉 医病産科婦人科

独立行政
法人日本
学術振興
会

尿中エクソソームの
Preeclampsia早期診断バイ
オマーカー有用性の検討

澤田健二郎 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的解析を通じた卵巣
癌特異的な環状RNAの同
定とその役割の解明

澤田健二郎 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的解析を通じた卵巣
癌特異的な環状RNAの同
定とその役割の解明

小玉美智子 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

PDXとドラッグスクリーニン
グによるARID1A変異婦人
科がんの個別化医療開発

澤田健二郎 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

PDXとドラッグスクリーニン
グによるARID1A変異婦人
科がんの個別化医療開発

小玉美智子 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的プロテオーム解析
から目指す子宮内膜癌新
規治療薬の開発

松崎慎哉 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

好酸球性副鼻腔炎におけ
るセマフォリンを介したステ
ロイド抵抗性の獲得に関
する研究

津田武
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

多光子励起顕微鏡を用い
た緑内障モデルのアストロ
サイト抗酸化システム生体
観察

臼井審一 眼科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

多光子励起顕微鏡を用い
た緑内障モデルのアストロ
サイト抗酸化システム生体
観察

松下賢治 眼科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

LIMK2に注目した、肥厚
性瘢痕・ケロイドのコント
ロール

黒田一也 形成外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

MELFpatternを有する類
内膜癌の中皮への分化に
関する研究

田原紳一郎 病態病理学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



1,560,000 補

1,560,000 補

481,000 補

39,000 補

260,000 補

2,080,000 補

1,690,000 補

1,300,000 補

65,000 補

65,000 補

1,170,000 補

65,000 補

1,300,000 補

自家蛍光による生体イメー
ジングを活用した腫瘍微
小環境の細胞機能解析

松井崇浩 病態病理学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

CCL1-CCR8経路を介した
腫瘍内Treg制御による治
療法の探索

中井慈人 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

造血細胞移植の予後およ
び合併症リスクを規定する
腸内細菌叢関連因子の探
索

福島健太郎
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

造血細胞移植の予後およ
び合併症リスクを規定する
腸内細菌叢関連因子の探
索

保仙直毅
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

造血細胞移植の予後およ
び合併症リスクを規定する
腸内細菌叢関連因子の探
索

草壁信輔
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

免疫療法の効果を予測す
る新規バイオマーカー及
び効果を増強する新規治
療法の開発

内藤祐二朗
呼吸器・免疫内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヘルパーエピトープを含
む新規WT1経口がんワク
チンの効果

皆川光 小児科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ClonalHematopoiesisによ
る放射線肺臓炎重症化機
序の解明

立川章太郎 放射線治療学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ClonalHematopoiesisによ
る放射線肺臓炎重症化機
序の解明

玉利慶介 放射線治療学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ClonalHematopoiesisによ
る放射線肺臓炎重症化機
序の解明

小川和彦 放射線治療学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

癌細胞の放射線感受性を
変化させるヒト血中エクソ
ソーム中のマイクロRNAの
解析

玉利慶介 放射線治療学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

癌細胞の放射線感受性を
変化させるヒト血中エクソ
ソーム中のマイクロRNAの
解析

小川和彦 放射線治療学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ダウン症候群に関連する
肺動脈性肺高血圧症の病
態解明と新規治療薬開発

石田秀和 小児科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



780,000 補

260,000 補

910,000 補

910,000 補

520,000 補

260,000 補

910,000 補

260,000 補

260,000 補

1,365,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

未分化マーカーを指標と
した新規癌幹細胞マー
カーの取得

山本浩文 山本浩文

独立行政
法人日本
学術振興
会

細胞除去ワクチンを用いた
新規心線維化抑制治療法
の開発

中神啓徳
健康発達医学寄附講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

空間マルチオミクス解析と
３Dイメージングによる移植
心管理の高精度化を目指
した研究

成田淳 小児科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

空間マルチオミクス解析と
３Dイメージングによる移植
心管理の高精度化を目指
した研究

石田秀和 小児科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

HFpEF発症進展機構にお
ける無菌性炎症の役割の
解明と新規治療法開発へ
の応用

村川智一 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

自己免疫性肺胞蛋白症の
末梢血B細胞シングルセ
ル解析による病態解明と
新規治療開発

武田吉人
呼吸器・免疫内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

リソソーム-フェロトーシス
軸に着目した肥満関連尿
細管症の病態解明と治療
への応用

山本毅士 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

リソソーム-フェロトーシス
軸に着目した肥満関連尿
細管症の病態解明と治療
への応用

猪阪善隆 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

リソソーム-フェロトーシス
軸に着目した肥満関連尿
細管症の病態解明と治療
への応用

松井翔 医病腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

傍細胞リン吸収メカニズム
に着目した高リン血症治
療法開発

松井功 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

傍細胞リン吸収メカニズム
に着目した高リン血症治
療法開発

猪阪善隆 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

傍細胞リン吸収メカニズム
に着目した高リン血症治
療法開発

井上和則 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

傍細胞リン吸収メカニズム
に着目した高リン血症治
療法開発

松本あゆみ 医病腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会



1,690,000 補

260,000 補

130,000 補

260,000 補

130,000 補

2,080,000 補

130,000 補

1,430,000 補

130,000 補

1,300,000 補

260,000 補

260,000 補

1,300,000 補

糸球体障害進展による尿
細管間質線維化発症機序
の解明

井上和則 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

糸球体障害進展による尿
細管間質線維化発症機序
の解明

猪阪善隆 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

糸球体障害進展による尿
細管間質線維化発症機序
の解明

松本あゆみ 医病腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

糸球体障害進展による尿
細管間質線維化発症機序
の解明

松井功 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

糸球体障害進展による尿
細管間質線維化発症機序
の解明

奥嶋拓樹 医病腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

多発性骨髄腫の炎症性微
小環境におけるSTAP蛋白
の役割

一井倫子
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

多発性骨髄腫の炎症性微
小環境におけるSTAP蛋白
の役割

保仙直毅
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

寒冷凝集素症に対する抗
補体薬反応不良機序の解
明

植田康敬
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

寒冷凝集素症に対する抗
補体薬反応不良機序の解
明

保仙直毅
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂肪細胞栄養シグナルの
解明と肥満病態への治療
応用

福原淳範
肥満脂肪病態学寄附
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂肪細胞栄養シグナルの
解明と肥満病態への治療
応用

奥野陽亮
肥満脂肪病態学寄附
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂肪細胞栄養シグナルの
解明と肥満病態への治療
応用

西谷重紀
肥満脂肪病態学寄附
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

PGRMC1による脂質受容
体、糖輸送体の輸送制御
を介した脂肪肝進展メカニ
ズムの解明

小関正博 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



130,000 補

130,000 補

130,000 補

910,000 補

130,000 補

130,000 補

780,000 補

1,430,000 補

130,000 補

1,430,000 補

1,820,000 補

1,690,000 補

1,820,000 補

アディポネクチンとその結
合蛋白T-カドヘリンに関
する病態解析と臨床的意
義の解明

西澤均
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

アディポネクチンとその結
合蛋白T-カドヘリンに関
する病態解析と臨床的意
義の解明

藤島裕也
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

アディポネクチンとその結
合蛋白T-カドヘリンに関
する病態解析と臨床的意
義の解明

福田士郎
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肝由来XORによる動脈硬
化進展作用の解明と新た
な治療戦略の確立

西澤均 代謝血管学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肝由来XORによる動脈硬
化進展作用の解明と新た
な治療戦略の確立

藤島裕也 代謝血管学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肝由来XORによる動脈硬
化進展作用の解明と新た
な治療戦略の確立

福田士郎 代謝血管学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腫瘍特異的に集積する
DDSを用いた転移性癌の
核酸治療

山本浩文 山本浩文

独立行政
法人日本
学術振興
会

大腸癌の悪性形質に対す
る低酸素ダイナミズムの統
合的解明

植村守 消化器外科学１講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

食道癌における腫瘍細菌
叢解析と悪性化の機序解
明

田中晃司 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

胃癌新規バイオマーカー
としての血中メチル化
ctDNA検出法の新規開発
と臨床応用

黒川幸典 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

炎症性発癌における自然
リンパ球の役割解明

荻野崇之 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ニボルマブ結合T細胞検
出法を用いた免疫チェック
ポイント阻害薬の治療効
果機序の解明

西塔拓郎 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

心不全に対するiPS細胞技
術を利用した次世代型セ
ルフリー再生医療の研究

河村拓史 心臓血管外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



1,430,000 補

520,000 補

260,000 補

130,000 補

130,000 補

130,000 補

1,755,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

動脈硬化進行メカニズム
の解明およびバイオマー
カーの確立

三宅啓介
医病心臓血管外科
(一外)

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂肪組織由来幹細胞の肺
再生メカニズムの解明によ
る新たな肺再生治療法の
開発

福井絵里子 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂肪組織由来幹細胞の肺
再生メカニズムの解明によ
る新たな肺再生治療法の
開発

新谷康 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂肪組織由来幹細胞の肺
再生メカニズムの解明によ
る新たな肺再生治療法の
開発

大瀬尚子 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂肪組織由来幹細胞の肺
再生メカニズムの解明によ
る新たな肺再生治療法の
開発

狩野孝 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂肪組織由来幹細胞の肺
再生メカニズムの解明によ
る新たな肺再生治療法の
開発

木村亨 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

本邦での心停止ドナー肺
移植開始を目指したネクロ
プトーシス制御による臓器
保護戦略

狩野孝 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

本邦での心停止ドナー肺
移植開始を目指したネクロ
プトーシス制御による臓器
保護戦略

大瀬尚子 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

本邦での心停止ドナー肺
移植開始を目指したネクロ
プトーシス制御による臓器
保護戦略

新谷康 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

本邦での心停止ドナー肺
移植開始を目指したネクロ
プトーシス制御による臓器
保護戦略

木村亨 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

本邦での心停止ドナー肺
移植開始を目指したネクロ
プトーシス制御による臓器
保護戦略

福井絵里子 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

免疫応答バランスからみた
熱傷後の免疫不全メカニ
ズムに関する統合的解析

清水健太郎 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

免疫応答バランスからみた
熱傷後の免疫不全メカニ
ズムに関する統合的解析

松本寿健
医病高度救命救急セ
ンター

独立行政
法人日本
学術振興
会



650,000 補

130,000 補

1,170,000 補

1,235,000 補

65,000 補

1,378,000 補

13,000 補

13,000 補

13,000 補

1,365,000 補

130,000 補

130,000 補

130,000 補

免疫応答バランスからみた
熱傷後の免疫不全メカニ
ズムに関する統合的解析

米田和弘
医病高度救命救急セ
ンター

独立行政
法人日本
学術振興
会

簡便・低費用・短時間で可
能な新たな腸内細菌叢の
評価方法の開発と指標化

清水健太郎 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

closed-loopsystemを応用
した脳深部刺激療法の長
期効果研究

谷直樹 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

膠芽腫における腫瘍内細
菌叢プロファイリングと生
理機能の解明

梅原徹 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

膠芽腫における腫瘍内細
菌叢プロファイリングと生
理機能の解明

木嶋教行 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

生体内骨密度分布および
関節軟骨モデル化による
新規関節画像評価システ
ムの構築

岡久仁洋
運動器バイオマテリア
ル学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

生体内骨密度分布および
関節軟骨モデル化による
新規関節画像評価システ
ムの構築

田中啓之
運動器バイオマテリア
ル学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

生体内骨密度分布および
関節軟骨モデル化による
新規関節画像評価システ
ムの構築

宮村聡
運動器バイオマテリア
ル学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

生体内骨密度分布および
関節軟骨モデル化による
新規関節画像評価システ
ムの構築

塩出亮哉 医病整形外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

Microglia-
HealingPeptides1（MHP1）
による新規骨粗鬆症治療
法の開発

蛯名耕介 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

カリウムによる新規ナトリウ
ム・クロライド共輸送体の
制御機構に基づいた夜間
多尿治療

辻村剛 医病泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

カリウムによる新規ナトリウ
ム・クロライド共輸送体の
制御機構に基づいた夜間
多尿治療

上田倫央 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

カリウムによる新規ナトリウ
ム・クロライド共輸送体の
制御機構に基づいた夜間
多尿治療

竹澤健太郎 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



1,300,000 補

65,000 補

1,300,000 補

1,430,000 補

130,000 補

130,000 補

130,000 補

130,000 補

936,000 補

351,000 補

130,000 補

910,000 補

260,000 補

運動が夜間多尿を改善さ
せる分子病態メカニズムの
解明と新規治療薬の創薬

上田倫央 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

運動が夜間多尿を改善さ
せる分子病態メカニズムの
解明と新規治療薬の創薬

竹澤健太郎 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

尿路上皮癌のRNA修飾に
よるエピトランスクリプトム
の解明と新規治療戦略創
成

山本致之 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

KIF4AとCDC25を介した子
宮平滑筋肉腫の新規治療
法の開発

中川慧 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

卵巣高異型度漿液性腺癌
における特異的に発現上
昇する環状RNAの同定と
その役割の解明

澤田健二郎 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

卵巣高異型度漿液性腺癌
における特異的に発現上
昇する環状RNAの同定と
その役割の解明

小玉美智子 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

CRISPR-Cas9によるスピー
ディかつ汎用性の高い卵
巣がんモデルマウスの樹
立

澤田健二郎 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

CRISPR-Cas9によるスピー
ディかつ汎用性の高い卵
巣がんモデルマウスの樹
立

小玉美智子 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

プロゲスチンが卵子に及
ぼす作用機序の解明と
PPOS法の最適な治療プロ
トコルの確立

伴田美佳 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

プロゲスチンが卵子に及
ぼす作用機序の解明と
PPOS法の最適な治療プロ
トコルの確立

瀧内剛 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

エクソソーム表面糖鎖を標
的とした新規子宮内膜症
バイオマーカーの開発

澤田健二郎 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的ゲノム解析・微小環
境空間的解析による子宮
頸部胃型腺癌の発症・治
療戦略の樹立

小玉美智子 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的ゲノム解析・微小環
境空間的解析による子宮
頸部胃型腺癌の発症・治
療戦略の樹立

澤田健二郎 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



260,000 補

650,000 補

780,000 補

65,000 補

260,000 補

195,000 補

39,000 補

130,000 補

1,560,000 補

65,000 補

130,000 補

13,000 補

13,000 補

CES1による細胞内トリグリ
セリド蓄積の改善：カプリン
酸治療の標的となりうるか

平野賢一
中性脂肪学共同研究
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

"架け橋期"の睡眠習慣を
支援するオンライン・リコメ
ンドシステム開発の実践的
研究

毛利育子
（小児科・子ども）環境
関連

独立行政
法人日本
学術振興
会

線維化におけるペリオスチ
ンのスプライスシングアイソ
フォームの機能的差異

谷山義明
先端分子治療学共同
研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

膀胱癌組織中の細菌叢形
成が及ぼす遺伝子発現変
化に着目した新規バイオ
マーカーの開発

藤井智美
変革的医療情報ｼｽﾃ
ﾑ（日本財団）寄附講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

膀胱癌組織中の細菌叢形
成が及ぼす遺伝子発現変
化に着目した新規バイオ
マーカーの開発

清川博貴
変革的医療情報ｼｽﾃ
ﾑ（日本財団）寄附講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

前転移ニッチ形成解析を
応用した非手術的な乳癌
センチネルリンパ節転移
診断法の開発

島津研三
乳腺･内分泌外科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

癌微小転移の早期発見と
治療戦略の構築

植村守 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

癌微小転移の早期発見と
治療戦略の構築

三吉範克 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

眼科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

難治性副鼻腔炎における
局所自己反応性抗体の産
生機序と炎症難治化メカ
ニズムの解明

津田武
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

全ゲノム解析を用いた
HPV16関連中咽頭癌にお
けるHPVの亜系統の分布
解明と予後との相関

岸川敏博
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

神経障害性疼痛に関与す
る体性感覚神経回路の解
明

細見晃一 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ラマン分光法による網膜組
織の測定法の開発とその
応用

森本壮
視覚機能形成学寄附
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

重症複合免疫不全ウサギ
を用いたヒト角膜上皮幹細
胞の長期生体内挙動の解
明

相馬剛至



13,000 補

1,365,000 補

65,000 補

390,000 補

1,430,000 補

1,690,000 補

130,000 補

130,000 補

1,040,000 補

1,300,000 補

260,000 補

260,000 補

1,560,000 補

癌微小転移の早期発見と
治療戦略の構築

林理絵
医病消化器外科(二
外)

独立行政
法人日本
学術振興
会

デジタルPCRを用いた造
血幹細胞移植後新規キメ
リズム解析法の開発

上田智朗
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

デジタルPCRを用いた造
血幹細胞移植後新規キメ
リズム解析法の開発

保仙直毅
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

デジタルPCRを用いた造
血幹細胞移植後新規キメ
リズム解析法の開発

福島健太郎
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

アルツハイマー病発症メカ
ニズムを標的とした、降圧
薬の新たな作用を証明す
る基礎研究

山本浩一
老年･総合内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

老化による脳血管内皮で
のαシヌクレインの発現低
下に伴う認知機能障害の
病態への関与

鷹見洋一
老年･総合内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

老化による脳血管内皮で
のαシヌクレインの発現低
下に伴う認知機能障害の
病態への関与

中神啓徳
老年･総合内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

老化による脳血管内皮で
のαシヌクレインの発現低
下に伴う認知機能障害の
病態への関与

武田朱公
老年･総合内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ANCA関連血管炎の新規
モデルマウス構築を通じた
病態解明と治療応用

水野裕美子
呼吸器・免疫内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

嗅球組織に着目したパー
キンソン病発症機序の解
明

別宮豪一 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

嗅球組織に着目したパー
キンソン病発症機序の解
明

木村康義 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

嗅球組織に着目したパー
キンソン病発症機序の解
明

小河浩太郎 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

自己抗体介在性神経免疫
疾患における
immuneflaresignatureの同
定

木下允 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



910,000 補

130,000 補

130,000 補

1,560,000 補

1,560,000 補

1,430,000 補

130,000 補

1,040,000 補

130,000 補

910,000 補

130,000 補

130,000 補

1,560,000 補

革新的なAVM治療として
の血管新生阻害剤徐放性
ゲルの開発

田中会秀 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

革新的なAVM治療として
の血管新生阻害剤徐放性
ゲルの開発

是恒悠司
医病放射線診断科・
IVR科

独立行政
法人日本
学術振興
会

革新的なAVM治療として
の血管新生阻害剤徐放性
ゲルの開発

木村廉 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

超高精細CTおよびフォト
ンカウンティングCTによる
間質性肺異常影の早期線
維化検出

梁川雅弘 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

超高精細CTおよびフォト
ンカウンティングCTによる
間質性肺異常影の早期線
維化検出

秦明典 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

人工知能画像診断システ
ムおよびラジオミクスの信
頼性：日常臨床への普及
を目指して

堀雅敏
人工知能画像診断学
共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

人工知能画像診断システ
ムおよびラジオミクスの信
頼性：日常臨床への普及
を目指して

大西裕満 大西裕満

独立行政
法人日本
学術振興
会

免疫細胞のグルタミン代謝
を標的とした革新的なDDS
の開発

小野祐介 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

免疫細胞のグルタミン代謝
を標的とした革新的なDDS
の開発

木村廉 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒアルロン酸ナノゲルを応
用した次世代液体塞栓物
質の開発

東原大樹
高精度画像下穿刺治
療学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒアルロン酸ナノゲルを応
用した次世代液体塞栓物
質の開発

是恒悠司
医病放射線診断科・
IVR科

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒアルロン酸ナノゲルを応
用した次世代液体塞栓物
質の開発

木村廉
高精度画像下穿刺治
療学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

エクソソーム中のマイクロ
RNAを用いた、前立腺癌
に対する個別化定位放射
線治療の開発

平田岳郎 放射線治療学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



455,000 補

65,000 補

1,690,000 補

65,000 補

910,000 補

1,430,000 補

65,000 補

780,000 補

650,000 補

1,040,000 補

650,000 補

1,430,000 補

2,080,000 補

エクソソーム中のマイクロ
RNAを用いた、前立腺癌
に対する個別化定位放射
線治療の開発

玉利慶介 放射線治療学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

エクソソーム中のマイクロ
RNAを用いた、前立腺癌
に対する個別化定位放射
線治療の開発

小川和彦 放射線治療学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

Radiogenomicsと空間的遺
伝子解析による腎癌免疫
療法の効果予測

中本篤
次世代画像診断学共
同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

Radiogenomicsと空間的遺
伝子解析による腎癌免疫
療法の効果予測

大西裕満 大西裕満

独立行政
法人日本
学術振興
会

Radiogenomicsと空間的遺
伝子解析による腎癌免疫
療法の効果予測

木村廉
次世代画像診断学共
同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

マウスモデルを用いた小
児閉塞性睡眠時無呼吸に
おけるADHD症状の病態
解明

毛利育子 小児発達神経学領域

独立行政
法人日本
学術振興
会

マウスモデルを用いた小
児閉塞性睡眠時無呼吸に
おけるADHD症状の病態
解明

橘雅弥 小児発達神経学領域

独立行政
法人日本
学術振興
会

TNNI3変異ノックインモデ
ルマウスを用いた拘束型
心筋症の病態解明

石井良 小児科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

TNNI3変異ノックインモデ
ルマウスを用いた拘束型
心筋症の病態解明

石田秀和 小児科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

多層オミクスを起点とした
肝代謝異常と再生不全を
つなぐ分子機序の解明

巽智秀 消化器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

多層オミクスを起点とした
肝代謝異常と再生不全を
つなぐ分子機序の解明

小玉尚宏 消化器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

IPMNサーベイランス時の
背景膵CT値に着目した発
癌リスク層別化とバイオ
マーカー探索

重川稔 消化器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

マイトファジー活性化機構
の解明と心不全治療薬開
発への基礎的検討

村川智一 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



1,430,000 補

130,000 補

780,000 補

1,170,000 補

650,000 補

130,000 補

130,000 補

1,690,000 補

2,340,000 補

1,560,000 補

2,080,000 補

1,430,000 補

130,000 補

デスモゾーム心筋症に対
する介入治療法の開発

肥後修一朗 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

マイトファジー関連蛋白質
の虚血心における役割の
解明及び創薬への基礎的
検討

村川智一 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

非虚血性心筋症における
心筋障害因子に着目した
微小循環障害の病態解明

大谷朋仁 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

エクソソームのマルチオミ
クスが紐解く気管支喘息の
新規BM開発と病態解明

平田陽彦
呼吸器・免疫内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

エクソソームのマルチオミ
クスが紐解く気管支喘息の
新規BM開発と病態解明

武田吉人
呼吸器・免疫内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規遺伝子変異による菲
薄基底膜病の分子病態学
的研究

猪阪善隆 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規遺伝子変異による菲
薄基底膜病の分子病態学
的研究

坂口悠介 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ポドサイトのGIT2に着目し
たネフローゼ症候群の病
態解明

松田潤 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

白斑真皮線維芽細胞によ
る抗酸化及び免疫調節機
構の解明

種村篤 皮膚科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

皮膚筋炎におけるT細胞
の標的自己抗原の解析

荒瀬規子 皮膚科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

シングルセル解析で紐解く
免疫難病の臓器障害進展
メカニズムとその治療

西出真之
呼吸器・免疫内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

アディポネクチンの臓器保
護作用における血管組
織・T-cadherinの意義の解
明

藤島裕也
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

アディポネクチンの臓器保
護作用における血管組
織・T-cadherinの意義の解
明

西澤均
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



130,000 補

3,770,000 補

1,430,000 補

130,000 補

1,430,000 補

1,170,000 補

1,560,000 補

780,000 補

1,300,000 補

390,000 補

650,000 補

65,000 補

1,365,000 補

アディポネクチンの臓器保
護作用における血管組
織・T-cadherinの意義の解
明

福田士郎
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

免疫チェックポイント阻害
薬による1型糖尿病の発症
予測と病態解明

小澤純二
糖尿病病態医療学寄
附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ARMC5によるインスリン抵
抗性・分泌の両面制御機
構の解明

奥野陽亮
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ARMC5によるインスリン抵
抗性・分泌の両面制御機
構の解明

福原淳範
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

病的ペリオスチン・バリアン
トの機能と細胞間輸送の
解明

谷山義明
先端分子治療学共同
研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腫瘍微小環境モデルの構
築と治療抵抗性メカニズム
の解析

三吉範克 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

好酸球モニタリングによる
上部消化管がん抗腫瘍免
疫応答機序の解明

牧野知紀 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

難治性がん患者由来腫瘍
オルガノイドを用いた
drugrepositioningの促進

長谷川慎一郎 消化器外科学１講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

AI技術を用いた大動脈瘤
破裂リスクモデルの構築に
関する総合的研究

島村和男 心臓血管外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

デザイナー細胞による重
症心不全に対する次世代
型細胞治療の開発

福田士郎
最先端再生医療学共
同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

機械学習アルゴリズムを用
いた敗血症性凝固線溶障
害の早期予測モデルの開
発

梅村穣 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

機械学習アルゴリズムを用
いた敗血症性凝固線溶障
害の早期予測モデルの開
発

織田順 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

頭部外傷患者に対する新
規抗酸化物質を用いた神
経機能回復に関する研究

伊藤弘 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



65,000 補

39,000 補

6,500 補

39,000 補

6,500 補

13,000 補

26,000 補

26,000 補

26,000 補

26,000 補

26,000 補

65,000 補

260,000 補

頭部外傷患者に対する新
規抗酸化物質を用いた神
経機能回復に関する研究

織田順 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

頭部外傷患者に対する新
規抗酸化物質を用いた神
経機能回復に関する研究

渡部直史 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ミトコンドリア移植による外
傷性脳損傷後の神経機能
回復に関する研究

竹川良介
医病高度救命救急セ
ンター

独立行政
法人日本
学術振興
会

ミトコンドリア移植による外
傷性脳損傷後の神経機能
回復に関する研究

織田順 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ミトコンドリア移植による外
傷性脳損傷後の神経機能
回復に関する研究

伊藤弘 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脳梗塞後炎症免疫機構お
よび神経再生における
FAPの機能解明と治療応
用への検討

中神啓徳
遺伝子幹細胞再生治
療学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

機能的てんかんネットワー
クにおける構造的変化の
同定

貴島晴彦 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

機能的てんかんネットワー
クにおける構造的変化の
同定

谷直樹 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

機能的てんかんネットワー
クにおける構造的変化の
同定

押野悟 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

機能的てんかんネットワー
クにおける構造的変化の
同定

細見晃一 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

機能的てんかんネットワー
クにおける構造的変化の
同定

藤永貴大 医病脳神経外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

NETs除去によるくも膜下
出血後脳微小循環障害に
対する新規治療法の開発

中村元 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

膠芽腫におけるシングル
セルラマン分光法の確立
による腫瘍細胞特性の解
明

川本有輝 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



2,015,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

260,000 補

1,820,000 補

260,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

2,730,000 補

振戦の外科治療後に生じ
る上肢筋の機能変化と補
助療法の開発

押野悟 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

振戦の外科治療後に生じ
る上肢筋の機能変化と補
助療法の開発

谷直樹 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

振戦の外科治療後に生じ
る上肢筋の機能変化と補
助療法の開発

根岸克行 医病脳神経外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

振戦の外科治療後に生じ
る上肢筋の機能変化と補
助療法の開発

細見晃一 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

振戦の外科治療後に生じ
る上肢筋の機能変化と補
助療法の開発

末松拓也 医病脳神経外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

振戦の外科治療後に生じ
る上肢筋の機能変化と補
助療法の開発

藤永貴大 医病脳神経外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

前立腺癌における腸内細
菌叢が制御する免疫療法
関連RNA修飾の解明と治
療標的の探索

河嶋厚成 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

時空間的トランスクリプトー
ム解析による上部尿路上
皮癌の進展・薬剤耐性機
序の解明

石津谷祐 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

時空間的トランスクリプトー
ム解析による上部尿路上
皮癌の進展・薬剤耐性機
序の解明

河嶋厚成 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

精巣上体での精子成熟機
構のメカニズムの解明とそ
れに基づく治療基盤の創
出

辻村剛 医病泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

精巣上体での精子成熟機
構のメカニズムの解明とそ
れに基づく治療基盤の創
出

上田倫央 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

精巣上体での精子成熟機
構のメカニズムの解明とそ
れに基づく治療基盤の創
出

竹澤健太郎 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

夜間多尿の病態における
腎交感神経および脳交感
神経中枢の役割解明

竹澤健太郎 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



65,000 補

65,000 補

130,000 補

130,000 補

1,040,000 補

130,000 補

130,000 補

130,000 補

1,040,000 補

325,000 補

26,000 補

26,000 補

13,000 補

夜間多尿の病態における
腎交感神経および脳交感
神経中枢の役割解明

辻村剛 医病泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

夜間多尿の病態における
腎交感神経および脳交感
神経中枢の役割解明

上田倫央 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

胚の体外培養環境の酸素
濃度がトロホブラスト細胞
の分化と機能に影響

遠藤誠之 遠藤誠之

独立行政
法人日本
学術振興
会

胚の体外培養環境の酸素
濃度がトロホブラスト細胞
の分化と機能に影響

味村和哉 医病産科婦人科

独立行政
法人日本
学術振興
会

AuroraKinaseを標的とし
た、卵巣癌の免疫療法抵
抗性解除の可能性の探索

中塚えりか 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

AuroraKinaseを標的とし
た、卵巣癌の免疫療法抵
抗性解除の可能性の探索

澤田健二郎 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

AuroraKinaseを標的とし
た、卵巣癌の免疫療法抵
抗性解除の可能性の探索

小玉美智子 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

子宮体がんの各種登録
データベースの評価とそ
れを活用した臨床・疫学的
分析

上田豊 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規内因性NF-kB直接阻
害因子による着床制御機
構の解明

瀧内剛
先端ゲノム医療学共
同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規内因性NF-kB直接阻
害因子による着床制御機
構の解明

伴田美佳
先端ゲノム医療学共
同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

極少の特殊体液「内耳内リ
ンパ液」のタンパク質の同
定とその機能・病態連関の
解明

大薗芳之
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

極少の特殊体液「内耳内リ
ンパ液」のタンパク質の同
定とその機能・病態連関の
解明

佐藤崇
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

極少の特殊体液「内耳内リ
ンパ液」のタンパク質の同
定とその機能・病態連関の
解明

真貝佳代子
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



1,820,000 補

130,000 補

130,000 補

390,000 補

1,300,000 補

2,210,000 補

130,000 補

1,430,000 補

468,000 補

1,820,000 補

910,000 補

5,330,000 補

10,010,000 補

HPV関連中咽頭癌の前癌
病変の同定と自然史の解
明に基づくバイオマーカー
の探索

鈴木基之
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

HPV関連中咽頭癌の前癌
病変の同定と自然史の解
明に基づくバイオマーカー
の探索

鈴木雅美
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

HPV関連中咽頭癌の前癌
病変の同定と自然史の解
明に基づくバイオマーカー
の探索

森将史
医病耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

HPV関連・非関連中咽頭
癌におけるp16発現の意
義とその関連遺伝子の機
能解析

林計企
医病耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

病的鼻腔上皮細胞をター
ゲットとした好酸球性副鼻
腔炎根治治療の開発

津田武
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

視神経乳頭アストロサイト
のPreconditioning制御機
構の解明と治療開発

松下賢治 眼科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

視神経乳頭アストロサイト
のPreconditioning制御機
構の解明と治療開発

臼井審一 眼科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂肪移植におけるオート
ファジーの意義の解明と生
着率向上への試み

大谷直矢 形成外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

注視点分布計測装置を用
いた自閉スペクトラム症の
支援ニーズ重症度の評価
指標の開発

間宮由真 精神医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

透析患者の身体活動に関
する前向きコホート研究

坂口悠介 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒトiPS細胞から作製した水
晶体嚢の眼科用生体適合
性キャリアとしての検討

小林礼子 眼科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

癌転移に関与するRNA修
飾メカニズムの解明と新規
治療法の開発

河嶋厚成 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

糖尿病性腎臓病治療薬開
発に資する老化尿細管誘
導因子の探索とその病態
解明

猪阪善隆 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



650,000 補

650,000 補

1,950,000 補

2,340,000 補

1,170,000 補

130,000 補

130,000 補

325,000 補

1,625,000 補

130,000 補

130,000 補

260,000 補

1,950,000 補

糖尿病性腎臓病治療薬開
発に資する老化尿細管誘
導因子の探索とその病態
解明

山本毅士 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

糖尿病性腎臓病治療薬開
発に資する老化尿細管誘
導因子の探索とその病態
解明

酒井晋介 医病腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

Adiposeshrinkageの慢性
炎症制御機構の解明

森井英一 病態病理学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

自閉スペクトラム症におけ
る異常伸長リピート翻訳の
病的意義

森康治 精神医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒト肺由来気道上皮肺オ
ルガノイドを用いた難治性
呼吸器疾患の病態解明

新谷康 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒト肺由来気道上皮肺オ
ルガノイドを用いた難治性
呼吸器疾患の病態解明

大瀬尚子 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒト肺由来気道上皮肺オ
ルガノイドを用いた難治性
呼吸器疾患の病態解明

狩野孝 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒト肺由来気道上皮肺オ
ルガノイドを用いた難治性
呼吸器疾患の病態解明

福井絵里子 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

スポーツ運動器疾患への
臍帯由来間葉系幹細胞活
用の検討

中田研
（医医）スポーツ医学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

スポーツ運動器疾患への
臍帯由来間葉系幹細胞活
用の検討

金本隆司
（医医）スポーツ医学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

αシヌクレインアミロイド線
維がもたらす生理活性と病
態の二面性

角田渓太 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

αシヌクレインアミロイド線
維がもたらす生理活性と病
態の二面性

池中建介 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

細胞種特異的スプライシン
グ変化を介したALS発症
機序の解明

長野清一
神経難病認知症探索
治療学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



3,250,000 補

780,000 補

130,000 補

780,000 補

1,235,000 補

1,820,000 補

1,430,000 補

1,560,000 補

260,000 補

1,950,000 補

256,208 補

1,170,000 補

1,170,000 補

免疫チェックポイント阻害
剤の免疫関連副作用回避
を目指した新規自己抗原
同定法の開発

加藤大悟

運動器ｽﾎﾟｰﾂﾊﾞｲｵﾒｶ
ﾆｸｽ学共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

老化に伴うコラーゲン架橋
形成に着目した半月板の
老化メカニズム解明

辻井聡

軟骨無形成症における特
異的肥満の耐糖能機序の
解明

藤原誠 小児科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脳血管から回収した血栓
を用いてがん関連脳梗塞
の病態を解明する

北野貴也 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

膵がん間質標的mRNA-
CAR-T「デザイナー細胞」
の安全性と有効性の最適
化

石井秀始
疾患データサイエンス
学共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

膵がん間質標的mRNA-
CAR-T「デザイナー細胞」
の安全性と有効性の最適
化

江口英利
疾患データサイエンス
学共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

希少心筋症における心筋
細胞自律的線維化亢進機
序の解明とゲノム医療体
制構築

肥後修一朗 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

免疫監視能強化CAR-NK
細胞を用いたがんの再発
予防法の開発

保仙直毅
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

エクソソーム内の「RNAパ
ターン」による膵がん治療
応答予測制御法の開発

石井秀始
疾患データサイエンス
学共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

エクソソーム内の「RNAパ
ターン」による膵がん治療
応答予測制御法の開発

江口英利
疾患データサイエンス
学共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

空間的遺伝子発現解析を
用いた先天性嚢胞性肺疾
患の発生機構の解明と診
断治療への応用

出口幸一 小児成育外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

自閉症児のかんしゃくを予
防するストレス検知システ
ムの開発

橘雅弥 小児発達神経学領域

独立行政
法人日本
学術振興
会

希少心筋症における心筋
細胞自律的線維化亢進機
序の解明とゲノム医療体
制構築

坂田泰史 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



1,690,000 補

1,430,000 補

780,000 補

1,170,000 補

910,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

1,820,000 補

1,690,000 補

1,690,000 補

1,300,000 補

650,000 補

食道癌症例での間質性肺
異常陰影(ILA)：意義・病
態解明と自動診断用AI開
発

秦明典 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

COVID-19時代の「かぜ診
療ブラッシュアップコース」
アップデートと有効性検証

山本舜悟
変革的感染制御ｼｽﾃ
ﾑ（日本財団）寄附講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

右優位萎縮型意味性認知
症の背景病理の内訳と病
理ごとの臨床特徴の解明

佐藤俊介 精神医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

クローン病特有の変化を
伴う腸管膜内の自然免疫
細胞内の細菌群に着目し
た病態解明研究

関戸悠紀

CIC-DUX4陽性肉腫にお
ける抗がん剤耐性機序の
解明

中井翔 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

悪性骨軟部腫瘍における
EZH2阻害剤の抗腫瘍メカ
ニズムの解明

伊村慶紀 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

膵β細胞内脂肪酸代謝を
切り口としたDOHaD学説
の検証と糖尿病再生医療
への応用

佐々木周伍
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

心房細動患者に対する抗
凝固療法の最適化：複数
のレジストリデータの大規
模統合解析

外海洋平 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

骨形成不全症特異的破骨
細胞機能亢進を標的とし
た新規治療法の開発

大幡泰久 小児科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

HMGB1ペプチドによる胆
道閉鎖症の新規内科的治
療薬に基づいた再生医療
の開発

福岡智哉 小児科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

HLAクラスII分子によるα
シヌクレインの細胞外輸送

大薗達彦 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

髄液中の凝集抑制因子に
よる新規パーキンソン病治
療開発

角田渓太 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒト骨髄線維症において造
血幹細胞移植により骨髄
の造血支持能が回復する
機序の解明

倉重真沙子 病態病理学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



1,690,000 補

2,080,000 補

2,340,000 補

1,950,000 補

390,000 補

2,600,000 補

2,210,000 補

2,340,000 補

1,170,000 補

1,560,000 補

1,820,000 補

1,430,000 補

2,210,000 補

GH奇異反応及び下垂体
転写因子の発現による
Somatotroph腫瘍の形質
の解明

向井康祐
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

難治性BRAF変異大腸癌：
がん細胞の"食事"を制御
する新戦略

竹田充伸 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

効果的かつ副作用の少な
い老化細胞除去療法を光
で実現する

三宅浩太郎
呼吸器・免疫内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

黄斑様構造(Visualstreak)
を持つマウスの視機能解
析

後藤聡 眼科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

半月板損傷に対する新た
な縫合法の有効性および
新規生物学的製剤の治癒
促進効果の検証

大堀智毅 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

味覚に着目した新たな糖
尿病治療法の開発と有効
性評価

馬殿恵
ライフスタイル医学寄
附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

Microglia-
HealingPeptides1（MHP1）
による新規変形性関節症
治療法の開発

野口貴明 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規NuclearfactorkappaB
（NF-κB）阻害ペプチドに
よる新規骨粗鬆症治療法
の開発

惠谷悠紀 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

横断的オミクス解析による
間質性肺疾患における線
維化病態の解明

白井雄也
呼吸器・免疫内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ハイブリッドポリマーを用い
た耐久性・抗血栓性に優
れた次世代型人工弁の開
発

前田孝一 心臓血管外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

免疫チェックポイント阻害
剤徐放性DDSの新規開発

木村廉
高精度画像下穿刺治
療学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

疾患iPS細胞由来分化心
筋細胞を用いたホスホラン
バン心筋症の病態解明

田端智香 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

エクソソームのプロテオミク
スによる悪性胸膜中皮腫
における新規バイオマー
カーの開発

白山敬之
呼吸器・免疫内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



1,820,000 補

2,210,000 補

3,380,000 補

2,730,000 補

2,080,000 補

1,560,000 補

2,210,000 補

1,170,000 補

2,600,000 補

1,170,000 補

1,820,000 補

1,820,000 補

1,560,000 補
脂肪細胞由来ケトン体によ
る代謝制御機構の解明

西谷重紀
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

可溶型T-カドヘリンの生
成・分泌制御および生理
作用メカニズムの解明

福田士郎
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

内分泌因子としてのエクソ
ソームによる代謝恒常性
維持と新規アディポネクチ
ン作用機構

長尾博文 代謝血管学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

全身性強皮症における表
皮・真皮Regnase-1の役割
解明

森坂広行 皮膚科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規骨髄単球系幹細胞因
子による急性骨髄性白血
病の病態解明と特異的治
療の開発

笠原秀範
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺非結核性抗酸菌症の感
染成立、病状進行に関わ
る免疫学的プロファイルの
解明

内藤真依子
呼吸器・免疫内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

局所急性炎症反応におけ
る制御性B細胞の時空間
的動態の解析

松村裕 皮膚科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

慢性肝疾患の病態進展に
おけるDfna5の意義につい
ての検討

齋藤義修 消化器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肝細胞癌に対する免疫
チェックポイント阻害剤治
療時における抗腫瘍免疫
機序の解明

西尾啓 消化器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

造影CTを用いたヨード洗
い出し率による膵癌及び
線維化の評価：細胞外容
積分画との比較

福井秀行 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒト肝細胞キメラマウスを用
いたC型肝炎ウイルス排除
後肝病態の解明

白井久美子 消化器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

フレイルの簡易評価と周術
期合併症・長期予後予測
のためのツール開発

藤本拓
老年･総合内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

視神経脊髄炎の層別化
PRS解析と臨床応用

小河浩太郎 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



2,470,000 補

1,820,000 補

2,340,000 補

2,210,000 補

1,950,000 補

910,000 補

3,510,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,040,000 補

1,430,000 補

1,690,000 補

1,300,000 補

腸内微生物と宿主免疫を
つなぐGPCR代謝物リガン
ドによる腸管恒常性維持
機構の解明

猪頭英里 免疫制御学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

Cancerinsituvaccineによる
細胞治療への相乗効果に
関する研究

木村賢二 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

アトピー性皮膚炎予防法
開発のための、黄色ブドウ
球菌脂質関連遺伝子の役
割の解明

中川誠太郎
皮膚免疫微生物学共
同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

化学療法による卵巣機能
不全におけるマクロファー
ジの役割の検討

河野まひる 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

筋萎縮性側索硬化症アス
トロサイトのマイトファジー
による病原性制御に関す
る研究

門脇淳 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

各組織由来エクソソームに
よる代謝制御機構と新規
アディポネクチンシグナル
の解明

長尾博文 代謝血管学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

病理組織とAIを用いた口
腔がんの予後予測と新規
病理学的因子の解明

清川博貴
変革的ヒト検体解析
学（日本財団）寄附講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

実社会でのスポーツ中の
ウェアラブルデバイスを用
いた熱中症の早期発見お
よび予測

横山光樹
（医医）スポーツ医学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腰椎骨密度の新たな計測
体系の構築

上村圭亮
運動器医工学治療学
寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

極早期緑内障における網
膜内層シナプスリモデリン
グの病態解明

河嶋瑠美 眼科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

AR（拡張現実）技術による
高難易度整形外科手術の
標準化・低侵襲化を目指
して

宮村聡
運動器バイオマテリア
ル学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

細胞間接触を介した破骨
細胞・骨芽細胞連関による
骨代謝制御の解明

古家雅之 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

自発呼吸関連横隔膜障害 岩田博文
麻酔･集中治療医学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



1,430,000 補

1,430,000 補

1,170,000 補

2,990,000 補

1,950,000 補

650,000 補

800,000 補

1,000,000 補

8,195,200 補

234,000 補

5,980,000 補

1,560,000 補

130,000 補

リアルワールドデータを用
いた子宮頸癌診療におけ
る低侵襲手術のインパクト
の検証

上田豊 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規AUG非依存性RAN翻
訳の分子機構とその神経
変性病態における役割

森康治 精神医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

EphA2標的抗体を用い
た、がんラジオセラノスティ
クス薬の開発研究

渡部直史 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

コホート・生体試料支援プ
ラットフォーム

村山繁雄
（小児科・子ども）環境
関連

独立行政
法人日本
学術振興
会

生命科学連携推進協議会 村山繁雄
（小児科・子ども）環境
関連

独立行政
法人日本
学術振興
会

血管内皮幹細胞を用いた
肺の新規再生療法の構築

野田成美
呼吸器・免疫内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

重症心不全に対する次世
代mRNA医薬品の開発

伴田一真 心臓血管外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

パーキンソン病霊長類モ
デルを用いた一過性血液
脳関門開放による非侵襲
的治療法の開発

馬場孝輔 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

パーキンソン病霊長類モ
デルを用いた一過性血液
脳関門開放による非侵襲
的治療法の開発

角田渓太 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

アジアの神経発達症～表
現型・背景因子・重症度と
予後に関する共同レジスト
リ研究

橘雅弥 小児発達神経学領域

独立行政
法人日本
学術振興
会

国際連携強化による「膵が
ん幹細胞」由来エクソソー
ムRNA診断の最高精度化

石井秀始
疾患データサイエンス
学共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂肪細胞、前駆脂肪細胞
における線維化シグナル
の役割の解明

小野寺俊晴
肥満脂肪病態学寄附
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

空間的トランスクリプトミク
スを用いた低分化漿液性
腺癌における発癌機序の
解明

清水亜麻 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



65,000 補

260,000 補

26,000 補

65,000 補

520,000 補

650,000 補

65,000 補

130,000 補

130,000 補

650,000 補

130,000 補

650,000 補

260,000 補

干渉波脳刺激法による脳
卒中からの回復促進

馬場孝輔 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

小児てんかんQOL評価尺
度QOLCE-J超短縮版の
開発とICTへの適応

下野九理子
高次脳機能損傷学領
域

独立行政
法人日本
学術振興
会

フレイル予防のための歩
容見守りエッジAIの開発に
よる「緩視」システムの実現

武田理宏 医療情報学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺移植後の在宅呼吸機能
モニタリング・解析と予測
モデル開発：多施設共同
研究

新谷康 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

悪性黒色腫の標的α線治
療を指向するAt-211標識
薬剤開発

渡部直史 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

異分野連携によるα線核
医学治療の効果予測に向
けた線量評価システムの
開発

渡部直史 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

感性インタラクション時の
音声・触覚モダリティ融合
による多様な認知症の早
期検出

池田学 精神医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

在外教育施設におけるデ
ジタルコンテンツによるメン
タルヘルス支援

橘雅弥 小児発達神経学領域

独立行政
法人日本
学術振興
会

IoT機器を活用した在宅腎
臓リハビリテーションの遠
隔支援システムの構築

猪阪善隆 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

劇症１型糖尿病の総合的
解析―プロインスリンに注
目した検討

小澤純二
糖尿病病態医療学寄
附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

血液／尿中キラルアミノ酸
の網羅的定量を基盤とす
る腎不全の早期低侵襲診
断鑑別法開発

猪阪善隆 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

I型CRISPRを利用した新規
エピゲノム型トリソミックレス
キュー誘導法の開発

北畠康司 小児科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

精子を介して受精卵（胚）
発生能に関わる精漿内細
菌叢の探索

瀧内剛
先端ゲノム医療学共
同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



65,000 補

1,170,000 補

1,950,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

390,000 補

1,170,000 補

2,210,000 補

390,000 補

65,000 補

130,000 補

195,000 補
栄養療法による小児がん
患者の健康保持増進と晩
期合併症予防効果の検討

橘真紀子 小児科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

PNHクローンの起源と変遷 保仙直毅
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

PNHクローンの起源と変遷 植田康敬
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

長期安定性と情報解読性
能を両立する次世代脳活
動センサの研究開発

平田雅之
脳機能診断再建学共
同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

自治体3歳児健診におけ
る統一発達スクリーニング
の開発及び社会実装

毛利育子 小児発達神経学領域

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒトの社会性が異なる集団
における社会的認知特性
の環境要因の解明

木村亮 生命情報学研究領域

独立行政
法人日本
学術振興
会

社会的動機づけ理論は自
閉スペクトラム症児者の社
会的認知特性を説明可能
か？

木村亮 生命情報学研究領域

独立行政
法人日本
学術振興
会

末梢血・門脈血中
microRNA解析による臓器
別転移機序の解明と個別
化治療の開発

山田大作 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

末梢血・門脈血中
microRNA解析による臓器
別転移機序の解明と個別
化治療の開発

秋田裕史 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

日常生活の持続的視覚支
援のための眼を見守るス
マートグラスの開発

森本壮
視覚機能形成学寄附
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

末梢血・門脈血中
microRNA解析による臓器
別転移機序の解明と個別
化治療の開発

冨丸慶人 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

移植腎長期生着に向けた
新規空間的遺伝子発現解
析による腎線維化メカニズ
ムの解明

中澤成晃 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂肪細胞由来幹細胞
exosomeを用いた新規
cell-free心筋再生療法の
開発

宮川繁 心臓血管外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



39,000 補

130,000 補

130,000 補

650,000 補

26,000 補

260,000 補

65,000 補

65,000 補

1,300,000 補

845,000 補

130,000 補

732,160 補

130,000 補

ブータンに暮らす高齢者
の健康を守るための創造
型地域研究

坂本陽子 循環器内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

多発転移性腎癌における
ニボルマブと放射線治療
の相乗効果を検証する無
作為比較試験

平田岳郎 放射線治療学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

BMI、脳刺激法、AIを融合
したテーラーメイド型嚥下
機能再建法とその神経基
盤解明

平田雅之
脳機能診断再建学共
同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

認知症高齢者の「食べる
喜び」を重視したエンドオ
ブライフ・ケアガイドの開発

池田学 精神医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腎移植後mTOR阻害薬の
至適モニタリングを目指し
た前臨床実験でのバイオ
マーカー探索

角田洋一 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

皮膚慢性炎症性疾患の根
底にある病因性
residentmemoryT細胞の構
築維持機構の解明

松村裕 皮膚科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

変異KITの細胞内局在異
常の阻害による新しい
GIST治療法の基盤的開発

髙橋剛 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

移植腎長期生着に向けた
新規空間的遺伝子発現解
析による腎線維化メカニズ
ムの解明

角田洋一 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

放射線治療効果向上を目
指した新規細胞標的～イ
ンフルエンサー・セルの探
索～

清水伸一
重粒子線治療学寄附
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腎移植後腎機能低下に影
響を及ぼす腎尿細管間質
線維化を抑制する革新的
手法の確立

中澤成晃 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腫瘍微小環境における多
因子間相互作用ネットワー
ク定量的検出への挑戦

波多野浩士 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

中性脂肪蓄積心筋血管症
診療の鍵となる、血液によ
る簡便なスクリーニング検
査法の開発

平野賢一
中性脂肪学共同研究
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

保健師を中心に地域に広
げる子宮頸がん予防対策
の普及プログラム

上田豊 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



130,000 補

390,000 補

13,000 補

260,000 補

325,000 補

390,000 補

390,000 補

6,500 補

6,500 補

65,000 補

910,000 補

260,000 補

130,000 補

麻酔･集中治療医学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

Adaptiveplatformtrialを用
いた臨床研究基盤構築に
よるARDSの人工呼吸戦略
の検討

吉田健史

子宮内細菌叢形成の探求
とそれに基づいたプレコン
セプションケアの開発

藤井智美
変革的医療情報ｼｽﾃ
ﾑ（日本財団）寄附講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

皮膚科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

損傷脳からみた日本語の
神経基盤に関する統合的
研究ー個体差から個別化
医療へー

鈴木麻希
行動神経学・神経精
神医学寄附講座(連
小)

独立行政
法人日本
学術振興
会

統合シークエンス解析によ
る免疫アレルギー疾患ダイ
ナミクスの解明

藤本学

非定型な経験、信念、認
知の研究：哲学を中心とし
た学際的アプローチ

西尾慶之
行動神経学・神経精
神医学寄附講座(連
小)

独立行政
法人日本
学術振興
会

神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

創傷治癒過程におけるエ
クソソームの基礎研究

久保盾貴 形成外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

PETによる免疫チェックポ
イント阻害剤治療の効果
判定と予測：多施設前向き
臨床試験

武田吉人
呼吸器・免疫内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

PETによる免疫チェックポ
イント阻害剤治療の効果
判定と予測：多施設前向き
臨床試験

渡部直史

脳機能撹乱検出法・診断
法の開発を起点としたシグ
ナル毒性評価プラット
フォームの創設

池中建介 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

統合シークエンス解析によ
る免疫アレルギー疾患ダイ
ナミクスの解明

奥野龍禎

特異的スプライシングバリ
アントを標的とした新たな
変形性顎関節症治療への
挑戦

谷山義明
先端分子治療学共同
研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

遺伝性網膜・視神経ジスト
ロフィの症例収拾および疾
患別頻度の検討

松下賢治 眼科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

水素による皮膚・軟部組織
内酸化ストレスの制御：難
治性潰瘍に対する新規治
療法の開発

大谷直矢 形成外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



195,000 補

195,000 補

9,750,000 補

390,000 補

390,000 補

650,000 補

390,000 補

780,000 補

2,600,000 補

130,000 補

520,000 補

65,000 補

65,000 補

術中の動画及び音声情報
を用いた手術チームパ
フォーマンスの統合的解
明

吉岡大輔 心臓血管外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

術中の動画及び音声情報
を用いた手術チームパ
フォーマンスの統合的解
明

田中晃司 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

変形性関節症に対する間
葉系間質細胞由来セクレ
トーム治療における作用
機序の解明

辻井聡
運動器ｽﾎﾟｰﾂﾊﾞｲｵﾒｶ
ﾆｸｽ学共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

生活習慣病共通増悪因子
として機能するマスターレ
ギュレーター物質の探索

片上直人
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

心筋ー間葉系幹細胞複合
型組織の構築及び虚血性
心筋症への再生治療

宮川繁 心臓血管外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

膵がんメチロームの総体
解明と制御法開発

石井秀始
疾患データサイエンス
学共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

看護師を中心とした
multimorbidityに対する最
適な介入方法の探索

武田理宏 医療情報学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

多分子標的型核酸と高性
能化DDSによって転移性
癌をリセットするムーン
ショット計画

江口英利 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

患者体内リアルタイム陽子
線照射線量分布可視化シ
ステムの基盤創成

清水伸一
重粒子線治療学寄附
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

材料工学に基づく骨配向
化原理の解明と新規骨基
質誘導型骨代替インプラ
ントの創製

岡田誠司 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

集束超音波による培養細
胞の超解像化と局所力学
刺激の付与およびその応
答の系統的研究

池中建介 神経内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

放射線抵抗性腫瘍への重
粒子線照射と免疫療法併
用による局所・アブスコパ
ル効果の検討

玉利慶介 放射線治療学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

変異集中領域に着目した
自閉スペクトラム症のリ
バーストランスレーショナ
ルリサーチ

橘雅弥 小児発達神経学領域

独立行政
法人日本
学術振興
会



39,000 補

130,000 補

780,000 補

130,000 補

130,000 補

52,000 補

65,000 補

130,000 補

260,000 補

28,600 補

28,600 補

71,500 補

14,300 補

胸膜播種モデルマウスに
対するFAPCAR-T細胞を
用いた新規治療法の検討

保仙直毅
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

日本人高齢者における
epigeneticagingclockとフレ
イル、術後合併症の関連
の検討

郡山弘
老年･総合内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

癌細胞特異的染色法を用
いた血中循環腫瘍細胞の
検出方法

多根井智紀
乳腺･内分泌外科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

がん間質FAPIPETイメー
ジングにおける集積の生
物学的背景と臨床的意義
の解明

新谷康 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

日本人高齢者における
epigeneticagingclockとフレ
イル、術後合併症の関連
の検討

山本浩一
老年･総合内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

軽度認知機能障害者に対
する睡眠データを活用し
たハイブリッド型看護外来
の構築

釜江和恵
行動神経学・神経精
神医学寄附講座(連
小)

独立行政
法人日本
学術振興
会

がん間質FAPIPETイメー
ジングにおける集積の生
物学的背景と臨床的意義
の解明

渡部直史 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

胸膜播種モデルマウスに
対するFAPCAR-T細胞を
用いた新規治療法の検討

新谷康 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

胸膜播種モデルマウスに
対するFAPCAR-T細胞を
用いた新規治療法の検討

木村亨 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺移植後慢性拒絶反応に
おける補体反応の機能解
明と新規免疫学的治療の
開発

福井絵里子 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺移植後慢性拒絶反応に
おける補体反応の機能解
明と新規免疫学的治療の
開発

木村亨 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺移植後慢性拒絶反応に
おける補体反応の機能解
明と新規免疫学的治療の
開発

狩野孝 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺移植後慢性拒絶反応に
おける補体反応の機能解
明と新規免疫学的治療の
開発

大瀬尚子 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



28,600 補

65,000 補

130,000 補

130,000 補

65,000 補

26,000 補

26,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

975,000 補

130,000 補

65,000 補

肺移植後慢性拒絶反応に
おける補体反応の機能解
明と新規免疫学的治療の
開発

新谷康 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

人工知能を用いた救急・
集中治療患者の客観的な
痛みモニタリングシステム
の確立

織田順 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腫瘍横断的な骨転移バイ
オマーカーGDPPの臨床
実装とセラノスティクス創薬
基盤の構築

加藤大悟 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腫瘍横断的な骨転移バイ
オマーカーGDPPの臨床
実装とセラノスティクス創薬
基盤の構築

渡部直史 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規リボヌクレアーゼ
Regnase-1を標的とした泌
尿器がん新規免疫療法の
開発

加藤大悟 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

遺伝子改変マウスを用い
たY染色体上の無精子症
因子（AZFa）の機能解明

上田倫央 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

遺伝子改変マウスを用い
たY染色体上の無精子症
因子（AZFa）の機能解明

竹澤健太郎 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

移植腎廃絶につながる移
植後BKウイルス腎症の革
新的な早期診断・治療法
の開発

野々村祝夫 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

移植腎廃絶につながる移
植後BKウイルス腎症の革
新的な早期診断・治療法
の開発

角田洋一 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

移植腎廃絶につながる移
植後BKウイルス腎症の革
新的な早期診断・治療法
の開発

中澤成晃 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

機能的スクリーニングに基
づく前立腺癌の放射線感
受性メカニズムの解明

波多野浩士 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規遺伝子改変ブタの作
成を目指した異種腎移植
におけるヒト好中球制御の
検討

角田洋一 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規遺伝子改変ブタの作
成を目指した異種腎移植
におけるヒト好中球制御の
検討

中澤成晃 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



130,000 補

130,000 補

65,000 補

13,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

39,000 補

39,000 補

52,000 補

52,000 補

1,235,000 補

260,000 補

マイクロ流体デバイスを応
用した新規非侵襲的着床
前診断法の構築

瀧内剛
先端ゲノム医療学共
同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

マイクロ流体デバイスを応
用した新規非侵襲的着床
前診断法の構築

伴田美佳 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ケロイドの治療法開
発:cofilinに注目した皮膚
線維芽細胞の分化と細胞
死の解析

久保盾貴 形成外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

口腔から全身へ、一次感
覚ニューロンを標的とした
ALS新規治療戦略の開発

長野清一
神経難病認知症探索
治療学寄附講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂肪細胞による全身性炎
症反応制御：オートファ
ジーとアディポカイン産生

福田士郎
内分泌･代謝内科学
講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腎細胞癌局所内免疫状態
を構築する血液内細菌叢
の同定

野々村祝夫 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腎細胞癌局所内免疫状態
を構築する血液内細菌叢
の同定

河嶋厚成 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腎移植後拒絶反応の診断
および治療効果予測のた
めの革新的新規バイオ
マーカーの創出

野々村祝夫 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

腎移植後拒絶反応の診断
および治療効果予測のた
めの革新的新規バイオ
マーカーの創出

中澤成晃 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

尿路上皮癌患者における
D-アミノ酸発現意義の解
明

野々村祝夫 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

尿路上皮癌患者における
D-アミノ酸発現意義の解
明

河嶋厚成 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

LSRが促進する卵巣癌の
脂質代謝経路の探索と抗
LSR抗体の抗腫瘍効果の
証明

上田豊 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

リアルワールドデータ品質
評価指標の構築と信頼性
向上のための対策

武田理宏 医療情報学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



130,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

195,000 補

195,000 補

195,000 補

195,000 補

32,500 補

32,500 補

32,500 補

32,500 補

32,500 補

最新イメージング技術によ
る肝の鉄代謝および線維
化の解析とその臨床応用
に関する検討

堀雅敏
人工知能画像診断学
共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

最新イメージング技術によ
る肝の鉄代謝および線維
化の解析とその臨床応用
に関する検討

中本篤
次世代画像診断学共
同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

最新イメージング技術によ
る肝の鉄代謝および線維
化の解析とその臨床応用
に関する検討

太田崇詞 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

最新イメージング技術によ
る肝の鉄代謝および線維
化の解析とその臨床応用
に関する検討

福井秀行 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

胸腺上皮性腫瘍の腫瘍間
質をターゲットとした治療
戦略の探索

保仙直毅
血液･腫瘍内科学講
座

独立行政
法人日本
学術振興
会

胸腺上皮性腫瘍の腫瘍間
質をターゲットとした治療
戦略の探索

新谷康 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

胸腺上皮性腫瘍の腫瘍間
質をターゲットとした治療
戦略の探索

木村亨 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

胸腺上皮性腫瘍の腫瘍間
質をターゲットとした治療
戦略の探索

渡部直史 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺移植後炎症における肺
胞マクロファージの役割と
制御経路の検討

狩野孝 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺移植後炎症における肺
胞マクロファージの役割と
制御経路の検討

福井絵里子 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺移植後炎症における肺
胞マクロファージの役割と
制御経路の検討

木村亨 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺移植後炎症における肺
胞マクロファージの役割と
制御経路の検討

大瀬尚子 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺移植後炎症における肺
胞マクロファージの役割と
制御経路の検討

新谷康 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



65,000 補

65,000 補

65,000 補

130,000 補

130,000 補

130,000 補

130,000 補

1,430,000 補

39,000 補

650,000 補

650,000 補

65,000 補

65,000 補

泌尿器癌における
PublicNeoantigenの同定と
その特異的T細胞誘導に
よる新規治療開発

野々村祝夫 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

泌尿器癌における
PublicNeoantigenの同定と
その特異的T細胞誘導に
よる新規治療開発

加藤大悟 泌尿器科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

頸部郭清術計画の最適化
と患者QOLの改善を目指
した超高精度リンパ節転
移診断の実現

渡部直史 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

人工知能により創出された
新たな知に基づく病理画
像解析システムの開発

松井功 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

人工知能により創出された
新たな知に基づく病理画
像解析システムの開発

井上和則 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

人工知能により創出された
新たな知に基づく病理画
像解析システムの開発

猪阪善隆 腎臓内科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

膵がん間質特異的コン
ジュゲート兵糧攻めと治療
抵抗性リプログラミングによ
る根絶化

江口英利 消化器外科学２講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

膵がん間質特異的コン
ジュゲート兵糧攻めと治療
抵抗性リプログラミングによ
る根絶化

石井秀始
疾患データサイエンス
学共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

口腔顔面痛と睡眠障害の
悪循環を断ち切る視床下
部Orexin経路に対する性
差の影響

毛利育子 小児発達神経学領域

独立行政
法人日本
学術振興
会

膝前十字靭帯の３次元変
形解析による関節制動機
構の力学的解明

辻井聡
運動器ｽﾎﾟｰﾂﾊﾞｲｵﾒｶ
ﾆｸｽ学共同研究講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

膝前十字靭帯の３次元変
形解析による関節制動機
構の力学的解明

大堀智毅 整形外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

術中の動画及び音声情報
を用いた手術チームパ
フォーマンスの統合的解
明

新谷康 呼吸器外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

ケロイドの治療法開
発:cofilinに注目した皮膚
線維芽細胞の分化と細胞
死の解析

黒田一也 形成外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会



390,000 補

39,000 補

260,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

780,000 補

2,893,800 補

13,000 補

130,000 補

300,000 委

7,500,000 委

1,560,000 委

紫外光反応によるアスタチ
ン核医学薬剤の新規合成
法開発

渡部直史 放射線医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

軽度認知機能障害者に対
する睡眠データを活用し
たハイブリッド型看護外来
の構築

池田学 精神医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

体細胞モザイクである線維
性骨異形成症のシングル
セル解析による病態解明
と創薬展開

松井崇浩 病態病理学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

術前データと脳波から心
臓外科領域のせん妄発生
を予測する機械学習モデ
ルの開発

池田学 精神医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

術前データと脳波から心
臓外科領域のせん妄発生
を予測する機械学習モデ
ルの開発

畑真弘 精神医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂肪細胞による全身性炎
症反応制御：オートファ
ジーとアディポカイン産生

清水健太郎 救急医学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

PDX同所移植モデルを用
いた脳腫瘍に対する新規
核酸治療剤の開発

木嶋教行 脳神経外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

PDXモデルマウスとオミック
ス解析を用いた希少がん
保存バンクの設立

澤田健二郎 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

PDXモデルマウスとオミック
ス解析を用いた希少がん
保存バンクの設立

小玉美智子 産科学婦人科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

血中循環腫瘍DNAとがん
間質FAPIPETを用いた頭
頸部癌層別化システムの
構築

猪原秀典
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学講座

独立行政
法人日本
学術振興
会

電子カルテ情報活用型多
施設症例データベースを
利用した
糖尿病に関する臨床情報
収集に関する研究(J-
DREAMS)

下村伊一郎 内分泌・代謝内科学

国際医療
研究セン
ター（J-
DREAMS)

大阪府内におけるギャン
ブル等依存症の実態調査
研究

池田学
情報統合医学講座
精神医学

大阪府（健
康医療部
保健医療
室地域保
健課）

外科系診療分野に関する
学術研究動向

岡田誠司 整形外科学
（独）日本
学術振興
会



59,000,000 委

15,147,000 委

9,100,000 委

30,000,100 委

6,272,500 委

52,000,000 委

10,400,000 委

10,140,000 委

12,337,000 委

4,030,000 委

1,300,000 委

1,300,000 委

1,950,000 委

先端技術を活用したコン
ディショニング基盤実証研
究

中田研 スポーツ医学 スポーツ庁

新規セラノスティクス標的
開発のための国際拠点
ネットワークの充実化

渡部直史 放射線医学

独立行政
法人日本
学術振興
会

腸管免疫に着目したパー
キンソン病における臓器間
ネットワークの解明

木下允 神経内科学

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

侵襲型BMIによるCA制御
の研究開発

平田雅之
脳機能診断再建学共
同研究講座

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

肺傷害のリスクを可視化す
るLung stress mapping法
の確立と臨床応用への挑
戦

吉田健史 麻酔・集中治療医学

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

ヒトへの長期留置を目指し
た極低侵襲BMIシステムの
開発

中村元 脳神経外科学

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

状態遷移を制御する血管
正常化療法の開発

福嶋葉子 眼科学

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

動的異常翻訳のメカニズ
ムとその病的意義

森康治
情報統合医学講座
精神医学

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

大脳基底核深部電極を使
用したBrain Machine
Interface開発

谷直樹 脳神経外科学講座

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

網膜血管内皮階層性に基
づく細胞供給メカニズム

﨑元晋
幹細胞応用医学寄附
講座

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

フォトニクスによる次世代
医療・ヘルスケア技術に関
する大阪大学による研究
開発（研推→医学）

島津研三
乳腺･内分泌外科学
講座

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

フォトニクスによる次世代
医療・ヘルスケア技術に関
する大阪大学による研究
開発（研推→医学）

西田幸二 眼科学講座

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

フォトニクスによる次世代
医療・ヘルスケア技術に関
する大阪大学による研究
開発（研推→医学）

貴島晴彦 脳神経外科学講座

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構



14,924,000 委

7,176,000 委

6,500,000 委

11,700,000 委

13,130,000 委

6,500,000 委

15,275,000 委

5,850,000 委

29,247,920 委

69,940,000 委

72,800,000 委

650,000 委

フォトニクスによる次世代
医療・ヘルスケア技術に関
する大阪大学による研究
開発（研推→医学）

藤本学 皮膚科学

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

持続尿中酸素分圧測定に
よる革新的腎臓リアルタイ
ムモニタリング方法の開発

井口直也 麻酔・集中治療医学

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

AR/MR（拡張現実/複合
現実）技術を用いた整形
外科手術ナビゲーションシ
ステムの開発～高難易度
手術の標準化・低侵襲化
を目指して～

宮村聡 整形外科学

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

新規ゲノム編集技術とナノ
DDS探索によるダウン症候
群の知的発達障害に対す
る遺伝子治療法の開発

北畠康司 小児科学
日本医療
研究開発
機構

「乳児急性リンパ性白血病
の新規治療戦略確立をめ
ざす国際共同第III相臨床
試験」開発研究

宮村能子 小児学講座
日本医療
研究開発
機構

治療抵抗性転移再発
HER2陰性乳癌に対する
新規治療法の開発

島津研三 乳腺内分泌外科学
日本医療
研究開発
機構

進行食道胃接合部腺癌に
対する標準的な周術期治
療の開発研究

黒川幸典 消化器外科学
日本医療
研究開発
機構

C3腎症の診断・治療アル
ゴリズム策定に資するエビ
デンス構築

猪阪善隆 腎臓内科学
日本医療
研究開発
機構

膵液漏出抑制能力を有す
る自己集合性ペプチドゲ
ル膵液瘻予防材の開発

江口英利 消化器外科
日本医療
研究開発
機構

経口セマグルチドのパー
キンソン病に対する有効
性検証および用量探索試
験

木村康義 神経内科学
日本医療
研究開発
機構

同種造血幹細胞移植後急
性骨髄性白血病患者に対
する臍帯血由来新規
CAR-NK細胞の開発

保仙直毅 血液・腫瘍内科学
日本医療
研究開発
機構

同種造血幹細胞移植後急
性骨髄性白血病患者に対
する臍帯血由来新規
CAR-NK細胞の開発

山岸義晃 医学部附属病院
日本医療
研究開発
機構



44,343,650 委

19,500,000 委

5,200,000 委

102,700,000 委

62,400,000 委

8,190,000 委

650,000 委

138,710,000 委

91,000,000 委

13,000,000 委

25,350,000 委

7,800,000 委

144,950,000 委

SCRUM-Japan
MONSTAR-SCREENプロ
ジェクト基盤を活用した血
液循環腫瘍DNAゲノムスク
リーニングに基づく相同組
換え遺伝子変異を有する
固形がんに対する医師主
導治験

加藤大悟 泌尿器科学
日本医療
研究開発
機構

リン脂質とαシヌクレインの
相互作用に作用するパー
キンソン病の先制治療薬
開発

池中建介 神経内科学
日本医療
研究開発
機構

【J220705060研究成果実
用化】分子機能による層別
化を目的とした心筋症疾
患 iPS 細胞ライブラリーの
構築

坂田泰史 循環器内科学
日本医療
研究開発
機構

神経変性拡散加速分子を
標的とする抗体医薬品の
前頭側頭葉変性症に対す
る医師主導治験

池田学 精神医学
日本医療
研究開発
機構

機能喪失型変異により発
症する拡張型心筋症に対
する高効率心臓遺伝子補
充療法の開発

坂田泰史 循環器内科学
日本医療
研究開発
機構

ゲノム情報に基づく気管支
喘息エンドタイプの病態解
明と個別化医療の実装

白井雄也 遺伝統計学
日本医療
研究開発
機構

ゲノム情報に基づく気管支
喘息エンドタイプの病態解
明と個別化医療の実装

西出真之 呼吸器・免疫
日本医療
研究開発
機構

肝硬変における類洞内圧
亢進が肝病態進展に与え
る影響とその機序を解明
する研究

疋田隼人 消化器内科学
日本医療
研究開発
機構

NAFLD/NASHおよび非ウ
イルス性肝がんの病態解
明と治療法開発

小玉尚宏 消化器内科学
日本医療
研究開発
機構

NAFLD/NASHおよび非ウ
イルス性肝がんの病態解
明と治療法開発

江口英利 消化器外科学
日本医療
研究開発
機構

【調整費】革新的な腫瘍不
均一性モデル動物と多施
設共同臨床研究による肝
癌複合免疫療法効果予測
バイオマーカー探索

小玉尚宏 消化器内科学
日本医療
研究開発
機構

海馬と皮質間ネットワーク
による安静時機能的結合
ダイナミクスの解明に関す
る研究開発

貴島晴彦 脳神経外科学講座
日本医療
研究開発
機構

【調整費】同種造血幹細胞
移植後再発急性骨髄性白
血病患者に対する新規
CAR-T細胞の開発

保仙直毅 血液・腫瘍内科学
日本医療
研究開発
機構



9,100,000 委

18,200,000 委

85,800,000 委

7,800,000 委

93,795,000 委

650,000 委

23,377,900 委

9,100,000 委

15,600,000 委

3,900,000 委

3,900,000 委

3,250,000 委

3,250,000 委

膠芽腫に対する集束超音
波を用いた新規免疫療法
の研究開発

木嶋教行 脳神経外科学
日本医療
研究開発
機構

循環器疾患における分散
連合学習可能なデータ流
通基盤による予測モデル
構築及びオミクス解析に基
づく新規治療法開発

宮川繁 心臓血管外科
日本医療
研究開発
機構

硝子体再建能力を有する
自己集合性ペプチドゲル
硝子体再建材の開発

西田幸二 眼科学
日本医療
研究開発
機構

胃癌食道癌術後患者に対
するアナモレリンの臨床効
果に関するランダム化比
較試験

土岐祐一郎 消化器外科
日本医療
研究開発
機構

同種造血幹細胞移植後再
発急性骨髄性白血病患者
に対する新規CAR-T細胞
の開発

保仙直毅 血液・腫瘍内科学
日本医療
研究開発
機構

同種造血幹細胞移植後再
発急性骨髄性白血病患者
に対する新規CAR-T細胞
の開発

山岸義晃 医学部附属病院
日本医療
研究開発
機構

HPVワクチンの長期的効
果およびキャッチアップ接
種の有効性の評価のため
の大規模疫学研究

上田豊 産科学婦人科学
日本医療
研究開発
機構

核膜病としての遺伝性心
筋症および筋ジストロ
フィーのオミックス情報に
基づく原因分子病態の解
明と分子機能評価系確立
による革新的治療標的同

朝野仁裕 循環器内科
日本医療
研究開発
機構

NAFLD/NASHおよび非ウ
イルス性肝がんの病態解
明と治療法開発

小玉尚宏 消化器内科学
日本医療
研究開発
機構

NAFLD/NASHおよび非ウ
イルス性肝がんの病態解
明と治療法開発

西尾啓
消化器内科（一括計
上）

日本医療
研究開発
機構

NAFLD/NASHおよび非ウ
イルス性肝がんの病態解
明と治療法開発

江口英利 消化器外科
日本医療
研究開発
機構

C型肝炎ウイルス排除後の
長期経過とPost-SVR
hepatopathyの病態解明

田畑優貴
消化器内科（一括計
上）

日本医療
研究開発
機構

C型肝炎ウイルス排除後の
長期経過とPost-SVR
hepatopathyの病態解明

疋田隼人
消化器内科（一括計
上）

日本医療
研究開発
機構



9,100,000 委

3,900,000 委

22,745,766 委

2,080,000 委

23,400,000 委

56,940,000 委

1,300,000 委

9,750,000 委

0 委

57,200,000 委

16,000,000 委

59,735,000 委

1,040,000 委

肝硬変における類洞内圧
亢進が肝病態進展に与え
る影響とその機序を解明
する研究

疋田隼人 消化器内科学
日本医療
研究開発
機構

肝硬変における類洞内圧
亢進が肝病態進展に与え
る影響とその機序を解明
する研究

田畑優貴
消化器内科（一括計
上）

日本医療
研究開発
機構

要介護高齢者のケアを最
適化する因子を解明する
研究開発

山本浩一 老年・総合内科学
日本医療
研究開発
機構

要介護高齢者のケアを最
適化する因子を解明する
研究開発

神出計 保健学
日本医療
研究開発
機構

CD98hc蛋白質の糖鎖修
飾変化に関連したがん特
異的エピトープを標的とし
た非小細胞肺がんに対す
るCAR-T細胞療法の開発

保仙直毅 血液・腫瘍内科学
日本医療
研究開発
機構

拡張型心筋症に対するヒト
（同種）iPS細胞由来心筋
細胞シートを用いた臨床
試験

宮川繁 心臓血管外科学
日本医療
研究開発
機構

同種iPS細胞由来板状軟
骨組織による広範囲関節
軟骨損傷の再生治療法開
発

大堀智毅 整形外科学
日本医療
研究開発
機構

心不全アップストリーム治
療開発に向けた微細構造
特異的タンパク質恒常性
維持機構の解明

木岡秀隆 循環器内科学
日本医療
研究開発
機構

TRPC3/6を標的とした難
治性かつ進行性腎疾患に
対する新規治療薬開発

山本毅士 腎臓内科学
日本医療
研究開発
機構

遺伝子治療実現に向けた
ヒト黄斑オルガノイドの開
発

西田幸二 眼科学
日本医療
研究開発
機構

ヒト由来試料を活用した早
期認知症のmolecular
subtypingによる層別化を
基盤とした病態解明と新規
創薬ターゲットの創出

武田朱公
臨床遺伝子治療学寄
附講座

日本医療
研究開発
機構

経口セマグルチドのパー
キンソン病に対する有効
性検証および用量探索試
験

木村康義 神経内科学
日本医療
研究開発
機構

インターフェロンフリー治
療がC型肝硬変患者の予
後を含めたアウトカムに与
える影響を明らかにする研
究

疋田隼人 消化器内科学
日本医療
研究開発
機構



13,000,000 委

5,200,000 委

77,350,000 委

21,964,540 委

3,250,000 委

50,700,000 委

1,300,000 委

27,352,000 委

74,230,000 委

74,230,000 委

20,800,000 委

13,000,000 委

22,230,000 委

B 型肝炎ウイルス（ HBV ）
感染・増殖に関わるウイル
ス 宿主相互作用連関の解
明による抗 HBV 戦略の展
開

村井一裕 医病
日本医療
研究開発
機構

Ｂ型肝炎ウイルス持続感染
モデルを活用した病態解
明および新規治療法の開
発

江口英利 消化器外科１
日本医療
研究開発
機構

HLAノックアウト iPS細胞由
来角膜上皮細胞シート移
植の治験に向けた非臨床
試験

西田幸二 眼科学
日本医療
研究開発
機構

フックス角膜内皮ジストロ
フィーの診療エビデンス創
出のための研究

大家義則 眼科学
日本医療
研究開発
機構

新興ダニ媒介性ウイルス
重症熱に対する総合的な
対策スキームの構築

忽那賢志 感染制御学
日本医療
研究開発
機構

分子機能による層別化を
目的とした心筋症疾患 iPS
細胞ライブラリーの構築

坂田泰史 循環器内科学
日本医療
研究開発
機構

分子機能による層別化を
目的とした心筋症疾患 iPS
細胞ライブラリーの構築

宮川繁 心臓血管外科学
日本医療
研究開発
機構

硝子体再建能力を有する
自己集合性ペプチドゲル
硝子体再建材の開発

西田幸二 眼科学
日本医療
研究開発
機構

前立腺特異的膜抗原
（PSMA）を標的とした革新
的α線治療薬の実用化に
向けた医師主導治験の実
施

渡部直史 核医学
日本医療
研究開発
機構

前立腺特異的膜抗原
（PSMA）を標的とした革新
的α線治療薬の実用化に
向けた医師主導治験の実
施

渡部直史 核医学
日本医療
研究開発
機構

慢性腎臓病の発症・進展
に関するヘルスケアサー
ビスやデジタル技術介入
の提言に資するエビデン
スの構築

猪阪善隆 腎臓内科学
日本医療
研究開発
機構

革新的な腫瘍不均一性モ
デル動物と多施設共同臨
床研究による肝癌複合免
疫療法効果予測バイオ
マーカー探索

小玉尚宏 消化器内科学
日本医療
研究開発
機構

革新的 BMI 技術と視覚認
知ネットワークの理解と制
御に基づく次世代人工視
覚装置の研究開発

森本壮
視覚機能形成学寄附
講座

日本医療
研究開発
機構



5,200,000 委

11,700,000 委

13,000,000 委

19,370,000 委

1,300,000 補

611,000 補

611,000 補

572,000 補

151,247 補

979,188 補

624,950 補

786,184 補

780,000 補

革新的 BMI 技術と視覚認
知ネットワークの理解と制
御に基づく次世代人工視
覚装置の研究開発

辻川元一 保健学科
日本医療
研究開発
機構

蛍光生体イメージングによ
る強皮症の定量的診断・
疾患評価機器の開発

藤本学 皮膚科学
日本医療
研究開発
機構

神経・免疫連関を介したヒ
ト⾃然免疫記憶制御に関
する研究開発

奥野龍禎 神経内科
日本医療
研究開発
機構

生細胞染色 CTS （Click-
to-sense）法を用いた乳が
んの乳房温存手術の切除
断端に対する術中迅速診
断の確立

多根井智紀 乳腺・内分泌外科学
日本医療
研究開発
機構

自律神経系遺伝子変異不
均衡がもたらすepigenetic
変化に着目した突然死予
防への挑戦

山田知美 データセンター

独立行政
法人日本
学術振興
会

製剤業務の教育体制標準
化に向けたデジタル教材
の導入と評価

原伸輔 薬剤部

独立行政
法人日本
学術振興
会

オキサリプラチン誘発末梢
神経障害マウスを用いた
プロトンポンプ阻害薬の保
護効果解明

小林暉英 薬剤部

独立行政
法人日本
学術振興
会

VirtualReality(VR)を使用
した嚥下機能評価

橋田直
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

超高磁場MRI：多素子並
列RF励起技術の安全性
確立と局所超高分解能撮
像への展開

山田幸子 放射線部

独立行政
法人日本
学術振興
会

高齢者施設の種類と特徴
に応じた救急・災害医が関
与した災害計画と訓練手
法の開発

射場治郎
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

地域包括ケアシステムに
おけるPeer-to-peerネット
ワーク構築の有効性検討

北村温美
中央クオリティマネジ
メント部

独立行政
法人日本
学術振興
会

Dual-energy仮想非造影
CTによる革新的な放射線
治療計画法の開発と実用
化

山田幸子 放射線部

独立行政
法人日本
学術振興
会

人工知能を活用したドパミ
ン機能画像によるシヌクレ
ノパチー早期診断システ
ムの確立

髙橋洋人 放射線部

独立行政
法人日本
学術振興
会



711,443 補

316,826 補

65,000 補

574,070 補

1,613,432 補

698,598 補

238,972 補

530,297 補

60,000 補

341,458 補

2,730,000 補

2,887,648 補

1,040,000 補

119番通報に人工知能を
応用した新たな消防通信
指令支援システムの開発
に関する研究

入澤太郎
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

シングル細胞シークエンス
を用いた敗血症における
免疫抑制病態の解明と新
規治療法開発

伊藤弘
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

シングル細胞シークエンス
を用いた敗血症における
免疫抑制病態の解明と新
規治療法開発

松本寿健
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

トランスクリプトームを用い
た心停止の分子ネットワー
ク病態の解明と神経予後
予測

中尾俊一郎
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

コロナ時代の救急・災害現
場における非接触型健康
情報共有ツールの有用性
に関する研究

酒井智彦
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

地域を網羅した大規模救
急患者レジストリ分析によ
る救急搬送患者の実態解
明

片山祐介
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

ナノポア技術と機械学習を
用いた新たな微生物迅速
診断検査系の確立

廣瀬智也
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

機械学習に基づく完全自
動化された骨関節三次元
動態解析システムの開発

佐原亘 リハビリテーション部

独立行政
法人日本
学術振興
会

適応性に機能する急変対
応システムの有用性と実
装に向けた研究

中島和江
中央クオリティマネジ
メント部

独立行政
法人日本
学術振興
会

臓器間ネットワークからみ
た脳梗塞病態における
CRTCシグナルの意義に
ついて

神吉秀明 神経内科･脳卒中科

独立行政
法人日本
学術振興
会

心不全における腎うっ血の
有効な評価法と長期的腎
保護療法の確立

岡樹史 腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

神経障害性疼痛モデルマ
ウスにおけるGaboxadolの
全身投与の鎮痛効果と副
作用

博多紗綾 麻酔科

独立行政
法人日本
学術振興
会

認知症の物盗られ妄想に
関連する生活環境因子の
同定

石丸大貴 神経科･精神科

独立行政
法人日本
学術振興
会



130,000 補

961,185 補

65,000 補

130,000 補

65,000 補

1,170,000 補

1,430,000 補

39,000 補

780,000 補

780,000 補

65,000 補

39,000 補

130,000 補

ポストコロナ時代を見据え
た大学生のネット依存傾向
の早期検知と介入システ
ムの構築

石丸大貴 神経科･精神科

独立行政
法人日本
学術振興
会

Breg細胞を用いた自己免
疫性甲状腺疾患における
新規検査法の開発

井上直哉 臨床検査部

独立行政
法人日本
学術振興
会

BNCTに用いるホウ素化合
物BSHの標識合成法の開
発と生体内における動態
解明

仲定宏 放射線部

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規実験システムを用い
た血小板インテグリンシグ
ナル制御機構の解析とそ
の応用

加藤恒 輸血部

独立行政
法人日本
学術振興
会

PPARαをターゲットとした
リンパ球代謝リモデリング
による自己免疫疾患制御

増山慧 腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

小腸移植後の慢性拒絶制
御における間葉系幹細胞
による再生細胞医療の研
究

上野豪久 小児外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

肝癌微小環境における腫
瘍関連マクロファージを中
心とした細胞間相互作用
の解明

野田剛広 消化器外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的生体分子情報に基
づく重症熱傷病態の中心
的分子解明と新規治療薬
開発

松本寿健
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

統合解析に基づくARDSの
全身免疫と肺局所免疫の
免疫分子病態解明

光山裕美
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

脂肪細胞による全身性炎
症反応制御：オートファ
ジーとアディポカイン産生

蛯原健
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的分子生体情報を用
いた頭部外傷患者に対す
る新たな治療戦略の構築

松本寿健
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

網羅的分子生体情報を用
いた頭部外傷患者に対す
る新たな治療戦略の構築

蛯原健
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒト子宮着床能前方視的
評価メカニズム解明のため
の月経による内膜再生機
構の基礎検討

味村和哉 産科婦人科

独立行政
法人日本
学術振興
会



1,300,000 補

1,560,000 補

297,581 補

910,000 補

650,000 補

1,950,000 補

14,842 補

688,706 補

1,820,000 補

910,000 補

260,000 補

65,000 補

130,000 補

LSRが促進する卵巣癌の
脂質代謝経路の探索と抗
LSR抗体の抗腫瘍効果の
証明

平松宏祐
総合周産期母子医療
センター

独立行政
法人日本
学術振興
会

リアルワールドデータ品質
評価指標の構築と信頼性
向上のための対策

山田知美 データセンター

独立行政
法人日本
学術振興
会

リアルワールドデータ品質
評価指標の構築と信頼性
向上のための対策

吉波哲大 乳腺･内分泌外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

ミネラロコルチコイド受容
体活性評価系の確立と臨
床応用

早川友朗
糖尿病・内分泌・代謝
内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

血液脳関門を介さない皮
膚から脳への新規薬剤輸
送機構の解明

中村歩 薬剤部

独立行政
法人日本
学術振興
会

膵がん間質特異的コン
ジュゲート兵糧攻めと治療
抵抗性リプログラミングによ
る根絶化

佐藤太郎 消化器外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

心房細動アブレーション術
後におけるApplewatchを
応用した新たな抗凝固療
法

須永晃弘 循環器内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

腎炎モデルマウスを用い
たmRNAワクチンによる抗
原特異的免疫寛容誘導治
療法の開発

郡山弘 老年･高血圧内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

多層的アプローチによる抗
がん薬誘発性末梢神経障
害に対する新規予防法の
開発

奥田真弘 薬剤部

独立行政
法人日本
学術振興
会

臨床MR画像に対するSNR
評価の新機軸：すべての
撮像法に適用可能な統一
的解析法の樹立

山田幸子 放射線部

独立行政
法人日本
学術振興
会

リソソーム-フェロトーシス
軸に着目した肥満関連尿
細管症の病態解明と治療
への応用

松井翔 腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

傍細胞リン吸収メカニズム
に着目した高リン血症治
療法開発

松本あゆみ 腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

糸球体障害進展による尿
細管間質線維化発症機序
の解明

松本あゆみ 腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会



130,000 補

1,560,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,560,000 補

65,000 補

650,000 補

65,000 補

13,000 補

130,000 補

1,430,000 補

1,170,000 補

26,000 補

糸球体障害進展による尿
細管間質線維化発症機序
の解明

奥嶋拓樹 腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

人工知能アルゴリズムによ
る音響解析を用いたLVAD
診断システムの構築

三隅祐輔 心臓血管外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

動脈硬化進行メカニズム
の解明およびバイオマー
カーの確立

三宅啓介 心臓血管外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

胸腺上皮性腫瘍の腫瘍間
質をターゲットとした治療
戦略の探索

寛島隆史 呼吸器外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺移植後炎症における肺
胞マクロファージの役割と
制御経路の検討

櫻井禎子 呼吸器外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

免疫応答バランスからみた
熱傷後の免疫不全メカニ
ズムに関する統合的解析

松本寿健
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

免疫応答バランスからみた
熱傷後の免疫不全メカニ
ズムに関する統合的解析

米田和弘
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

敗血症性脳症の分子病態
統合解析と新規生体指標
による積極的治療介入方
法の提案

松本寿健
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

生体内骨密度分布および
関節軟骨モデル化による
新規関節画像評価システ
ムの構築

塩出亮哉 整形外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

カリウムによる新規ナトリウ
ム・クロライド共輸送体の
制御機構に基づいた夜間
多尿治療

辻村剛 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

泌尿器癌における
PublicNeoantigenの同定と
その特異的T細胞誘導に
よる新規治療開発

奥田洋平 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

全国がん登録を活用した
がん患者のがん以外の死
因調査研究

権泰史 神経内科･脳卒中科

独立行政
法人日本
学術振興
会

アプリケーションシステム
による認知症ケアの暗黙
知のビッグデータ化とその
臨床応用

石丸大貴 神経科･精神科

独立行政
法人日本
学術振興
会



1,560,000 補

1,430,000 補

2,470,000 補

3,266,758 補

195,000 補

1,430,000 補

1,073,070 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

130,000 補

65,000 補

人工知能により創出された
新たな知に基づく病理画
像解析システムの開発

松本あゆみ 腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

肝細胞癌に対する薬物療
法の治療効果・生命予後
を予測する新規バイオ
マーカーの開発

前阪和城 消化器内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

重症下肢虚血の救肢達成
を可能とするiPS-MSCを用
いた新規再生治療法の開
発

三宅啓介 心臓血管外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

外傷診療における精密医
療化を目指した新規アプ
ローチの開発

舘野丈太郎
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

外来がん薬物療法を受け
る高齢がん患者の聴覚可
視化による有効なセルフケ
ア支援の検討

佐藤太郎 消化器外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

ｵﾙｶﾞﾉｽﾌｪｱとﾏｲｸﾛﾊﾞｲｵｰ
ﾑ解析による多次元的腫
瘍解析と次世代型治療効
果予測ｼｽﾃﾑの構築

豊田有紀 消化器外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

筋萎縮性側索硬化症アス
トロサイトのマイトファジー
による病原性制御に関す
る研究

門脇淳 神経内科･脳卒中科

独立行政
法人日本
学術振興
会

尿路上皮癌の発癌機構に
関わる代謝物を基質とした
RNA修飾経路の解明

堀部祐輝 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

AR標的薬とPARP阻害剤
の併用に着目した前立腺
癌の新規合成致死性メカ
ニズムの解明

谷優 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規リボヌクレアーゼ
Regnase-1を標的とした新
たな腎がん免疫療法の開
発

吉村明洋 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

子宮頸がんの格差モニタリ
ングとその要因解明～公
的統計・がん登録データ
の活用～

岡愛実子 産科婦人科

独立行政
法人日本
学術振興
会

異分野連携によるα線核
医学治療の効果予測に向
けた線量評価システムの
開発

佐々木秀隆 放射線部

独立行政
法人日本
学術振興
会

蹴り出し推進型短下肢装
具の開発‐中足指節関節
の伸曲両立性を担保でき
るソール素材‐

山中雄翔 リハビリテーション部

独立行政
法人日本
学術振興
会



65,000 補

65,000 補

130,000 補

260,000 補

260,000 補

260,000 補

130,000 補

130,000 補

13,000 補

650,000 補

260,000 補

650,000 補

65,000 補

人体相同モデリングによる
筋骨格形状データベース
の構築

佐原亘 リハビリテーション部

独立行政
法人日本
学術振興
会

重症病態の腸内細菌を介
した新規腸管バリア・免疫
能の解析と腸内細菌叢再
構築法の確立

上田安希子 臨床検査部

独立行政
法人日本
学術振興
会

救命後の生活の質や患
者・家族の意思を尊重した
院外心停止治療戦略の構
築に関わる研究

入澤太郎
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

侵襲時再生治療に関する
新規制御因子の解明：ゲノ
ム・エピゲノム統合解析

蛯原健
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

侵襲時再生治療に関する
新規制御因子の解明：ゲノ
ム・エピゲノム統合解析

入澤太郎
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

侵襲時再生治療に関する
新規制御因子の解明：ゲノ
ム・エピゲノム統合解析

松本寿健
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

多次元データ・マルチモー
ダル機械学習による入院
患者転倒転落リスク予測
モデルの開発

中島和江
中央クオリティマネジ
メント部

独立行政
法人日本
学術振興
会

多次元データ・マルチモー
ダル機械学習による入院
患者転倒転落リスク予測
モデルの開発

北村温美
中央クオリティマネジ
メント部

独立行政
法人日本
学術振興
会

感染症に強い介護環境を
提供する感染管理認定看
護師によるプラットフォーム
の構築

太田悦子 看護部

独立行政
法人日本
学術振興
会

合成ヘムモデル化合物に
よる生理活性ガスの系統
的機能

米田和弘
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

癌関連線維芽細胞を標的
とした革新的アルファ線治
療薬の開発

仲定宏 放射線部

独立行政
法人日本
学術振興
会

AKI脆弱性に着目した高
齢者AKIを予防するための
シーズ探索

酒井晋介 腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

患者人工呼吸不同調に対
する人工呼吸器最適調節
システムの開発

橋本明佳 集中治療部

独立行政
法人日本
学術振興
会



130,000 補

1,430,000 補

52,780 補

130,000 補

130,000 補

1,300,000 補

1,560,000 補

1,300,000 補

1,690,000 補

910,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,690,000 補

Immunogenomicsを用いた
ネオアンチゲンの効率的
同定による新規個別化免
疫療法の開発

奥田洋平 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

日本人高齢者における
epigeneticagingclockとフレ
イル、術後合併症の関連
の検討

本行一博 老年･高血圧内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

日本人高齢者における
epigeneticagingclockとフレ
イル、術後合併症の関連
の検討

郡山弘 老年･高血圧内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

革新的なAVM治療として
の血管新生阻害剤徐放性
ゲルの開発

是恒悠司 放射線診断科・IVR科

独立行政
法人日本
学術振興
会

ヒアルロン酸ナノゲルを応
用した次世代液体塞栓物
質の開発

是恒悠司 放射線診断科・IVR科

独立行政
法人日本
学術振興
会

ペプチド創薬の加速化を
支援するPET薬剤合成技
術の開発

仲定宏 放射線部

独立行政
法人日本
学術振興
会

α線核医学治療の普及を
目指した新規LAT-1選択
的コンパニオン診断薬の
開発

栗本健太 薬剤部

独立行政
法人日本
学術振興
会

心筋梗塞後の心室リモデ
リングの機序の解明

中村大輔 循環器内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規抗血小板療法を目指
すインテグリンαIIbβ3活
性化キネティクス制御の網
羅的解析

加藤恒 輸血部

独立行政
法人日本
学術振興
会

癌細胞特異的染色法を用
いた血中循環腫瘍細胞の
検出方法

波多野高明 乳腺･内分泌外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

胸膜播種モデルマウスに
対するFAPCAR-T細胞を
用いた新規治療法の検討

杉浦裕典 呼吸器外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

肺移植後慢性拒絶反応に
おける補体反応の機能解
明と新規免疫学的治療の
開発

池晃弘 呼吸器外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

人工知能を用いた救急・
集中治療患者の客観的な
痛みモニタリングシステム
の確立

廣瀬智也
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会



6,500 補

1,300,000 補

2,340,000 補

26,000 補

260,000 補

65,000 補

65,000 補

65,000 補

1,560,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

65,000 補

1,950,000 補

ミトコンドリア移植による外
傷性脳損傷後の神経機能
回復に関する研究

竹川良介
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

慢性期外傷性脳損傷はな
ぜ起きるのか-爆傷による
軽症頭部外傷の病態を明
らかにする-

米田和弘
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

敗血症におけるエピジェネ
ティクス制御因子のメカニ
ズム解明

横野良典
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

機能的てんかんネットワー
クにおける構造的変化の
同定

藤永貴大 脳神経外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

膠芽腫におけるシングル
セルラマン分光法の確立
による腫瘍細胞特性の解
明

川本有輝 脳神経外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

振戦の外科治療後に生じ
る上肢筋の機能変化と補
助療法の開発

根岸克行 脳神経外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

振戦の外科治療後に生じ
る上肢筋の機能変化と補
助療法の開発

末松拓也 脳神経外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

振戦の外科治療後に生じ
る上肢筋の機能変化と補
助療法の開発

藤永貴大 脳神経外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規リボヌクレアーゼ
Regnase-1を標的とした泌
尿器がん新規免疫療法の
開発

吉村明洋 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

遺伝子改変マウスを用い
たY染色体上の無精子症
因子（AZFa）の機能解明

北風宏明 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

移植腎廃絶につながる移
植後BKウイルス腎症の革
新的な早期診断・治療法
の開発

深江彰太 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

精巣上体での精子成熟機
構のメカニズムの解明とそ
れに基づく治療基盤の創
出

辻村剛 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

機能的スクリーニングに基
づく前立腺癌の放射線感
受性メカニズムの解明

岡利樹 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会



65,000 補

1,820,000 補

2,145,000 補

65,000 補

130,000 補

1,950,000 補

130,000 補

130,000 補

390,000 補

1,820,000 補

1,820,000 補

26,000 補

1,820,000 補

夜間多尿の病態における
腎交感神経および脳交感
神経中枢の役割解明

辻村剛 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規遺伝子改変ブタの作
成を目指した異種腎移植
におけるヒト好中球制御の
検討

松村聡一 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

移植腎長期生着に向けた
新規空間的遺伝子発現解
析による腎線維化メカニズ
ムの解明

松村聡一 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

移植腎長期生着に向けた
新規空間的遺伝子発現解
析による腎線維化メカニズ
ムの解明

深江彰太 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

胚の体外培養環境の酸素
濃度がトロホブラスト細胞
の分化と機能に影響

味村和哉 産科婦人科

独立行政
法人日本
学術振興
会

不育症や妊娠高血圧腎症
におけるbeta2-
glycoprotein1の役割およ
び病態解明を目指して

味村和哉 産科婦人科

独立行政
法人日本
学術振興
会

HPV関連中咽頭癌の前癌
病変の同定と自然史の解
明に基づくバイオマーカー
の探索

森将史
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

難治性好酸球性副鼻腔炎
に対するS100A8をター
ゲットとした新規治療法開
発

藤井宗一郎
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

HPV関連・非関連中咽頭
癌におけるp16発現の意
義とその関連遺伝子の機
能解析

林計企
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

ケロイドの治療法開
発:cofilinに注目した皮膚
線維芽細胞の分化と細胞
死の解析

中村遼太 形成外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

病院・大学・地域を包含し
た新たな看護ユニフィケー
ションモデルの構築

岩崎朋之 看護部

独立行政
法人日本
学術振興
会

精神障害とインターネット
依存―実生活への影響と
根拠に基づくカットオフ値
の調査

石丸大貴 神経科･精神科

独立行政
法人日本
学術振興
会

がん微小環境のmiRNAを
基盤とする薬剤性肺障害
の病態解明と新規治療戦
略の構築

新谷拓也 薬剤部

独立行政
法人日本
学術振興
会



277,546 補

1,820,000 補

1,040,000 補

1,950,000 補

2,470,000 補

650,000 補

195,000 補

2,080,000 補

1,430,000 補

1,300,000 補

1,430,000 補

400,000 補

4,680,000 補

胃癌原発巣と腹膜播種間
の癌免疫関連因子の
Heterogeneityに関する検
討

萩隆臣 消化器外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

心肺停止患者におけるミト
コンドリア動態評価

竹川良介
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

個々の不同調に応じた個
別化医療を目指して

橋本明佳 集中治療部

独立行政
法人日本
学術振興
会

単純X線画像やX線透視
画像のみで完結する３次
元骨折治療AIシステムの
構築

塩出亮哉 整形外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

新規骨強化マテリアルを
用いた外科的骨粗鬆症治
療法の開発

前裕和 整形外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

糖尿病性腎臓病治療薬開
発に資する老化尿細管誘
導因子の探索とその病態
解明

酒井晋介 腎臓内科

独立行政
法人日本
学術振興
会

Developmentofnovelsmeth
odsforsinglecellanalysisofa
ntigenspecificcells.

松本寿健
高度救命救急セン
ター

独立行政
法人日本
学術振興
会

血中循環腫瘍DNAとがん
間質FAPIPETを用いた頭
頸部癌層別化システムの
構築

巽光朗 核医学診療科

独立行政
法人日本
学術振興
会

直腸癌局所再発における
circulatingtumorDNA
（ctDNA）解析

草深弘志 消化器外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

魚油由来のω3脂肪酸に
よる前立腺癌増殖抑制メ
カニズムの解明

金城友紘 泌尿器科

独立行政
法人日本
学術振興
会

患者由来オルガノイドを用
いた胆管癌新規治療薬の
同定

梅津匡宏 消化器外科

独立行政
法人日本
学術振興
会

医療安全地域連携加算等
による医療経済・医療安全
上の影響の検証と効率的
かつ効果的な体制構築に
向けた研究

北村温美
中央クオリティマネジ
メント部

厚生労働
省

リアルワールドデータの二
次利用加速にむけた多施
設データ処理方式の導入
の試行研究

岡田佳築 医療情報部
厚生労働
省



300,000 補

1,200,000 補

500,000 補

7,000,500 補

250,000 補

198,000,000 補

110,933,100 補

53,972,000 補

37,600,000 補

15,000,000 補

1,100,000 委

546,392 委

30,000 委

がん患者に発症する心血
管疾患・脳卒中の早期発
見・早期介入に資する研
究

岡田佳築 医療情報部
厚生労働
省

血液凝固異常症等に関す
る研究

加藤恒 輸血部
厚生労働
省

前眼部難病の診療ガイド
ライン作成および普及・啓
発の研究

山田知美 データセンター
厚生労働
省

安全な地域医療の継続性
確保に資する医療機関に
おける情報セキュリティ人
材の育成と配置に関する
研究

武田理宏 医療情報部
厚生労働
省

認定臨床研究審査委員会
の審査の質の定期評価の
ための評価手法およびそ
の実施方法に関するマ
ニュアル策定に向けた研
究

山本洋一 未来医療開発部
厚生労働
省

医療技術実用化総合促進
事業

野々村祝夫 医学部附属病院

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

橋渡し研究プログラム 野々村祝夫 医学部附属病院

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

橋渡し研究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ/異分
野融合型研究開発の推進
による未来医療創出

野々村祝夫 医学部附属病院

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

臨床研究総合促進事業 野々村祝夫 医学部附属病院
厚生労働
省

次世代ヘルステック・ス
タートアップ育成支援事業
（複合マテリアルを用いた
骨粗鬆症治療機器の研究
開発）

前裕和 整形外科

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

泉州地区の骨髄疾患を対
象とする病理学的検討

森井英一 病理部 岸和田市

J-TRCオンサイト研究（認
知症プレクリニカル期・プ
ロドローマル期を対象とす
るトライアルレディコホート
構築研究）

吉山顕次 神経科･精神科
国立大学
法人東京
大学

cT1-2NO-2胃癌における
ロボット支援下胃切除術の
腹腔鏡下胃切除術に対す
る優越性を検証するランダ
ム化比較試験

土岐祐一郎 消化器外科(二外)
静岡県立
静岡がんセ
ンター



405,000 委

4,810,000 委

26,650,000 委

51,980,214 委

1,100,000 委

3,201,000 委

231,000 委

1,070,000 委

1,300,000 委

40,300,000 委

27,430,000 委

75,751,000 委

23,010,000 委

肝生検病理診断基準均一
化

森井英一 病理部
市立貝塚
病院

医薬品等規制調和・評価
研究事業（緊急的な状況
における薬事行政と市民
の相互理解に寄与するコ
ミュニケーション法の検討）

北村温美
中央クオリティマネジ
メント部

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

高品質のIRB審査の基盤
となるIRBクラブの設立及
びIRB運用ハンドブックの
作成と普及に関する研究

山本洋一 未来医療開発部

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

再生・細胞医療・遺伝子治
療実現加速化プログラム
（グローバル市場・規制を
見据えた細胞・遺伝子治
療の早期事業化戦略支
援）

名井陽 未来医療センター

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

医療機関におけるトレーサ
ビリティデータ収集方式の
検討及び関連システムの
設計と導入支援

武田理宏 医療情報部

国立研究
開発法人
国立国際
医療研究
センター

医療機関・ベンダー・シス
テムの垣根を超えた医療
データ基盤構築による組
織横断的な医療情報収集
の実現

武田理宏 医療情報部
国立大学
法人東京
大学

（局所進行直腸癌に対す
る術前治療としての短期
放射線療法とCAPOX及び
短期放射線療法と
CAPOXIRIの多施設共同
ランダム化第III相試験
(ENSEMBLE)

植村守 消化器外科(二外)
公立大学
法人横浜
市立大学

（国がん・野々村）進行固
形悪性腫瘍患者に対する
AIマルチオミックスを活用
したバイオマーカー開発
の多施設共同研究

野々村祝夫 泌尿器科

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン
ター

医薬品等規制調和・評価
研究事業（医療機器の清
浄性評価法の確立と医療
現場の実態評価に関する
研究）

高階雅紀 材料部

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

再生医療等臨床研究推進
拠点病院の拡充

野々村祝夫 教育研究支援課

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

難治性疾患実用化研究事
業「脊髄髄膜瘤胎児手術
の先進医療による実用化
促進」

遠藤誠之
胎児診断治療セン
ター

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

医療機器等研究成果展開
事業（新規大動脈弁形成
術用カテーテルに関する
研究開発）

三隅祐輔 心臓血管外科(一外)

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

橋渡し研究支援プログラム
【感染を有する足部創傷に
対する新規治療法の開
発】

三宅啓介 心臓血管外科(一外)

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構



91,000,000 委

260,000 委

7,000,000 委

130,000 委

2,340,000 委

1,875,584 委

33,000 委

1,000,000 委

220,000 委

330,000 委

13,000,000 委

650,000 委

再生・細胞医療・遺伝子治
療研究実用化支援課題

山本洋一 未来医療開発部

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発
機構

薬事承認を目指した医療
機器開発のRBA実装と特
定臨床研究における品質
管理汎用性ツールの開発

樽井弥穂 未来医療開発部
国立大学
法人筑波
大学

京都大学大学院における
臨床統計家育成推進のた
めの大学院・卒後一貫した
プログラム構築に関する研
究開発

山田知美 データセンター
国立大学
法人京都
大学

BRCA遺伝子変異を有す
る切除不能な進行・再発
の胆道癌、膵癌、その他の
消化器・腹部悪性腫瘍患
者に対するNiraparibの他
施設共同ⅱ相試験

佐藤太郎 消化器外科(二外)
国立大学
法人北海
道大学

大阪地域・臨床研究者、
生物統計者の立場からの
調査・検討・実施

山田知美 データセンター

国立研究
開発法人
国立精神・
神経医療
研究セン
ター

治験エコシステム導入推
進事業

山本洋一 未来医療開発部

独立行政
法人医薬
品医療機
器総合機
構

フローダイバーター留置術
周術期抗血小板療法期間
に関する多施設共同ラン
ダム化比較試験

中村元 脳神経外科

国立大学
法人東海
国立大学
機構

東京大学大学院における
生物統計家育成のための
卒後教育まで含めた一貫
した教育プログラムの研究
開発

山田知美 データセンター
国立大学
法人東京
大学

食欲不振を伴う慢性心不
全患者における六君子湯
の栄養状態改善効果に関
する臨床研究
（APPETIZE-HFtrial)

坂田泰史 循環器内科

地方独立
行政法人
大阪府立
病院機構
大阪急性
期・総合医

シンバイオティクスによる
肝切除術後の感染症合併
症発生率低減効果を検討
する第Ⅱ相試験

江口英利 消化器外科(二外)
公立大学
法人横浜
市立大学

バイオ医薬品の研究開発
を加速するための包括的
支援

佐藤文彦 未来医療開発部
国立大学
法人東北
大学

小児・AYA世代のGD2陽
性難治性固形がんに対す
る機能強化型CAR-T第I
相医師主導治験

山田知美 データセンター
国立大学
法人三重
大学



450,000 委

4,576,000 委

958,649 委

154,600 委

3,972,330 委

170,703 委

240,000 委

790,020 委

581,856 委

719,470 委

192,000 委

742,500 委

血中循環腫瘍DNAで
HER2遺伝子増幅が検出
された切除不能固形がん
患者を対象とするDS-
8201a療法の多施設共同
臨床第II相試験に対するリ
モートSDV実施のための
対応

武田理宏 医療情報部

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン
ター東病院

令和６年度大阪府若年性
認知症支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
設置事業

池田学 神経科･精神科 大阪府

令和６年度大阪府てんか
ん地域診療連携体制整備
事業

貴島晴彦 脳神経外科 大阪府

令和６年度拠点医療機関
と登録医療機関の連携強
化業務

池田学 神経科･精神科 大阪府

令和６年度小児医療連携
体制・受入体制構築業務

宮村能子 小児科 大阪府

令和６年度受入可能情報
データベースへの情報入
力業務

宮村能子 小児科 大阪府

肥大型心筋症患者におけ
る診療の実態調査および
突然死／拡張相への移行
に関する新規予測プログ
ラムの開発とその検証

坂田泰史 循環器内科

国立研究
開発法人
国立循環
器病研究
センター

細胞診専門医による細胞
診断

森井英一 病理部

独立行政
法人国立
病院機構
大阪刀根
山医療セン
ター

心電図データ抽出に係る
補助業務

岡田佳築 医療情報部
国立大学
法人東京
大学

DPCデータ抽出業務 岡田佳築 医療情報部
国立大学
法人九州
大学

固形がん患者に対するニ
ラパリブとピミテスピブの第
Ⅰ相試験

武田理宏 医療情報部

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン
ター

胸部レントゲン抽出に係る
補助業務

岡田佳築 医療情報部
国立大学
法人東京
大学



864,150 委

500,000 委

1,000,000 委

1,815,400 委

1,000,000 委

300,000 委 　計　924件

(注) 1

2

3

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が
申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを
記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入するこ
と　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又
は委託元を記入すること。

血中循環腫瘍DNAで
HER2遺伝子増幅が検出
された切除不能固形がん
患者を対象とするDS-
8201a療法の多施設共同
臨床第II相試験

佐藤太郎 消化器外科
愛知県が
んセンター

血中循環腫瘍DNA陽性の
治癒切除後結腸・直腸が
ん患者を対象としたＦＴＤ
／ＴＰＩ療法とプラセボとを
比較する無作為化二十盲
検第Ⅲ相試験

植村守 消化器外科
愛知県が
んセンター

ネフローゼ型膜性腎症に
対するリツキシマブ（遺伝
子組換え）の有効性及び
安全性を検証する多施設
共同プラセボ対照無作為
化二重盲検並行群間比較
試験

猪阪善隆 腎臓内科

国立大学
法人東海
国立大学
機構

治癒切除不能進行・再発
卵巣扁平上皮癌に対する
ペムブロリズマブ療法の有
効性及び安全性を評価す
る単群非盲検第Ⅱ相試験

中川慧 婦人科
国立大学
法人新潟
大学

難治性てんかん患者を対
象とする血管内脳は測定
デバイスの有効性および
安全性を確認する多施設
前向き単群試験

貴島晴彦 脳神経外科
国立大学
法人筑波
大学

シクロスポリン治療後の難
治・再燃の後天性慢性赤
芽球癆に対するシロリムス
投与の二重盲検試験
（SOARER-Astudy）

植田康敬 血液・腫瘍内科
国立大学
法人信州
大学





2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院に
おける所属

題名 雑誌名・出版年月等 論文種別

1

Satoh T,
BarthAclAcmy
P, Nogova L,
et al

消化器外科

Phase 2 study of futibatinib in
patients with gastric or
gastroesophageal junction cancer
harboring FGFR2 amplifications.

Eur J Cancer. 2025
Mar 11 ; 218:115262.

Original
Article

2
Yamaguchi M,
Uchihashi T,
Kawabata S

感染症内科

Hybrid sequence-based analysis
reveals the distribution of bacterial
species and genes in the oral
microbiome at a high resolution.

Biochem Biophys
Rep. 2024 Apr 26 ;
38:101717. (オンライ
ン)

Original
Article

3
Nakanishi T,
Harada T,
Nakai M, et al

感染症内科
First case report of cefmetazole-
induced disulfiram-like reaction.

IDCases. 2024 Aug 8
; 37:e02056. (オンラ
イン)

Case
Report

4

Ozaki T,
Kawamura M,
Iwahashi T, et
al

心臓血管外科
A case of superior trunk brachial
plexus injury after right mini-
thoracotomy mitral valve repair.

Interdiscip
Cardiovasc Thorac
Surg. 2024 Dec 3 ;
39(6):ivae190.

Original
Article

5
Nagata H,
Funaki S,
Kimura K, et al

呼吸器外科

ACTN4 is associated with the
malignant potential of thymic
epithelial tumors through the I2-
catenin/Slug pathway.

Cancer Sci. 2024
Nov ; 115(11):3636-
3647.

Original
Article

6
Kanzaki R,
Reid S, Bolivar
P, et al

呼吸器外科

FHL2 expression by cancer-
associated fibroblasts promotes
metastasis and angiogenesis in
lung adenocarcinoma.

Int J Cancer. 2025
Jan 15 ; 156(2):431-
446.

Original
Article

7
Nagata H,
Kanou T,
Fukui E, et al

呼吸器外科
Native lung surgery after single
lung transplantation: clinical
characteristics and outcomes.

Surg Today. 2024
Oct ; 54(10):1131-
1137.

Original
Article

8
Kimura T,
Akazawa T,
Mizote Y, et al

呼吸器外科

Progressive changes in the protein
expression profile of alveolar septa
in early-stage lung
adenocarcinoma.

Int J Clin Oncol.
2024 Jun ;
29(6):771-779.

Original
Article

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

（様式第3）



9
Yudai M,
Takashi K,
Hiroto I, et al

呼吸器外科
The role of calcification in
predicting invasion of thymoma to
adjacent organs.

Surg Today. 2024
Oct ; 54(10):1154-
1161.

Original
Article

10
Miyashita Y,
Fukui E, Ishida
H, et al

呼吸器外科

Surgical resection of advanced
intrathoracic tumors through a
combination of the hemiclamshell
and transmanubrial approaches.

Surg Today. 2024
Sep ; 54(9):1015-
1021.

Original
Article

11

Kobayashi M,
Funaki S,
Nagata H, et
al

呼吸器外科

Salvage surgery following tyrosine
kinase inhibitor treatment for
advanced non-small cell lung
cancer.

Surg Case Rep. 2024
Jun 20 ; 10(1):153.
(オンライン)

Original
Article

12

Omura A,
Kimura T,
Maniwa T, et
al

呼吸器外科

Quantification of the
immunohistochemical staining of
fibroblast activation protein in
intrathoracic solitary fibrous
tumors using QuPath.

Surg Today. 2025
Mar 24.

Original
Article

13
Hayashi D,
Ose N, Nagata
H, et al

呼吸器外科

A Case of Chronic Expanding
Hematoma Following
Extraperiosteal Paraffin Plombage
After 50 Years.

Cureus. 2025 Mar 29
; 17(3):e81444. (オン
ライン)

Case
Report

14
Kimura T,
Watabe T,
Matsui T, et al

呼吸器外科
Expression of fibroblast activation
protein in intrathoracic solitary
fibrous tumor.

Pathol Res Pract.
2024 Jul ;
259:155380.

Original
Article

15
Sakurai T,
Kanou T,
Funaki S, et al

呼吸器外科

Effect of mTOR inhibitors on the
mortality and safety of patients
with lymphangioleiomyomatosis on
the lung transplantation waitlist: A
retrospective cohort study.

Respir Investig. 2024
Jul ; 62(4):657-662.

Original
Article

16
Matsuda R,
Ose N, Nagata
H, et al

呼吸器外科
A report on five cases of
cholesterol granulomas in the
thymus.

Gen Thorac
Cardiovasc Surg
Cases. 2024 Aug 21 ;
3(1):36. (オンライン)

Original
Article

17
Shintani Y,
Yamamoto H,
Sato Y, et al

呼吸器外科

Effects of the COVID-19 pandemic
on surgical treatment for thoracic
malignant tumor cases in Japan: a
national clinical database analysis.

Surg Today. 2025
Feb ; 55(2):265-272.

Original
Article

18
Miyashita Y,
Kanou T,
Isono T, et al

呼吸器外科

Serial positron-emission
tomography after induction therapy
as a predictor of prognostic
outcomes for patients with thymic
carcinoma.

Surg Today. 2025
Apr ; 55(4):569-578.

Original
Article



19

Okamoto K,
Kanou T,
Kawagishi S,
et al

呼吸器外科
Thymic carcinoma recurring
11A?years post-extended surgery:
a case report.

Gen Thorac
Cardiovasc Surg
Cases. 2025 Feb 26 ;
4(1):9. (オンライン)

Original
Article

20
Yamamoto Y,
Iwahori K,
Shintani Y

呼吸器外科
Current immunotherapy for thymic
epithelial tumors: a narrative
review.

Mediastinum. 2024
Oct 11 ; 8:47. (オンラ
イン)

Original
Article

21
Miyashita Y,
Ose N, Okami
J, et al

呼吸器外科
Outcomes of Surgical Resection of
Primary Lung Cancer After
Pancreatic Cancer.

Cureus. 2024 Nov 14
; 16(11):e73689. (オ
ンライン)

Original
Article

22 Miyoshi N 消化器外科
Use of AI in Diagnostic Imaging and
Future Prospects.

JMA J. 2025 Jan 15 ;
8(1):198-203.

Original
Article

23

Sekido Y,
Ogino T,
Takeda M, et
al

消化器外科

Surgery for Colorectal Cancer
Associated with Crohn's Disease-
Toward a Medical Treatment
Strategy Based on the Differences
Between Japan and Western
Countries.

Cancers (Basel).
2025 Mar 3 ;
17(5):860. (オンライ
ン)

Original
Article

24

Hashida N,
Hirose R,
Shiozaki D, et
al

眼科

Efficacy of Epinastine Eyelid
Cream in Pediatric Vernal
Keratoconjunctivitis: A Case
Report.

Cureus. 2024 Nov 22
; 16(11):e74268. (オ
ンライン)

Case
Report

25

Eguchi H,
Takenaka Y,
Tanaka H, et
al

耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

Survival of Metastatic Human
Papillomavirus (HPV)-Related
Head and Neck Cancer Receiving
Platinum-Based Triplet Induction
Chemotherapy and Relevance of
Circulating Tumor HPV DNA.

Cureus. 2024 May 18
; 16(5):e60547. (オン
ライン)

Original
Article

26
Miyake T,
Miyamura S,
Miki R, et al

整形外科

Cubitus varus deformity following
paediatric supracondylar humeral
fracture remodelling predominantly
in the sagittal direction: A three-
dimensional analysis of eighty-six
cases.

Int Orthop. 2024 Aug
; 48(8):2091-2099.

Original
Article

27

Furuichi T,
Hirai H,
Kitahara T, et
al

整形外科

Nanoclay gels attenuate BMP2-
associated inflammation and
promote chondrogenesis to
enhance BMP2-spinal fusion.

Bioact Mater. 2024
Nov 5 ; 44:474-487.
(オンライン)

Original
Article

28

Shikano Y,
Tashima H,
Kuroda K, et
al

形成外科

Fat-augmented Temporal Fascia
Flap for Defect Coverage following
External Auditory Canal Cancer
Resection.

Plast Reconstr Surg
Glob Open. 2024 May
20 ; 12(5):e5839. (オ
ンライン)

Case
Report



29
Yamamoto A,
Kijima N,
Utsugi R, et al

脳神経外科
Awake surgery for a deaf patient
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(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院に
おける所属

題名
雑誌名・

出版年月等
論文種別

1

2

3

～

(注)　

1

2

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学
術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大
学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆
頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭
著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ
以上は、他、またはet al.とする。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方
法に準じること。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評
価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発
および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている
場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin
pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記する
こと）。
      記載例 　L t  2015 D  386  2367 9  /  L t  2015 D  (オンライン）

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

「大阪大学医学部附属病院における倫理審査委員会 標準業務手順書」において、倫理審査委員

会の運営に必要な手続等を規定している。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 
年12回（介入研究等）            

年12回（観察研究等） 

（参考：臨床研究法にもとづく

大阪大学臨床研究審査委員会は

年12回） 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

 (2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

 審議事項、組織、手続き、指導及び勧告 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年12回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

 (3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 以下のとおり 

 ・研修の主な内容 

■阪大病院臨床研究講習会 



研修の主な内容：研究者の受講のルール2024年度、Real World Data・Real World Evidenceとは

？臨中ネットのデータとその利用について、ヘルシンキ宣言改訂速報、臨床研究支援、モニタリ

ング、監査等からの事例紹介とその留意点、DCT（Decentralized Clinical Trials）の活用例、

臨床研究・治験活性化に係るアンケート結果について、理解度テスト 

実施方法：臨床研究教育e-learning システムCROCO（公開期間：R7.2.3～R7.3.31）  

参加人数：９２４名（医師含む） 

 

■治験・倫理審査委員会委員養成研修 

研修の主な内容 

【講義１】法的・倫理的視点 

【講義２】臨床試験への患者の関わり方 

【講義３】患者支援団体の取組 

【課題１】グループワーク「患者・市民の研究参画について」 

【講義４】患者・市民参画に関する規制当局の取り組みについて 

【課題２】規制当局と研究の関わりについて 

総合討論ディスカッション Q&A 

実施回数：1回 420分 

開催日時：2025年2月22日(土) 

全プログラム参加人数：26名（院外26名、院内0名、医師含む） 

聴講者：68名（院外65名、院内3名、医師含む） 

 

■治験・倫理審査委員会委員研修「委員長研修」 

研修の主な内容 

【講義】 「委員会の質向上のポイント」  

【ワークショップ】審査で難渋しそうな事例の検討 



【Q&A / グループワーク】 

実施回数：1回 120分 

開催日時：2024年10月26日(土) 

全プログラム参加人数：20名（院外20名、院内0名、医師含む） 

 

■医師研修 

研修の主な内容 

【講義1】臨床研究の立案から開始まで 

ワークショップ概要説明 ｢統計家と始める研究デザイン」 

課題説明 

【講義2－1】因果推論入門1 

グループワーク1 

【講義2－2】因果推論入門2 

【講義3】サンプルサイズ設計入門 

グループワーク2 

発表 

総評・閉会あいさつ 

 

実施回数：1回 420分 

開催日時：2024年12月7日(土) 

全プログラム参加人数：11名（院外10名、院内1名、医師含む） 

 

■チュータリング研修（OJT研修） 

研修の主な内容： 

臨床研究中核病院以外の機関からの人材を受入れ、Clinical Question から研究計画立案に至る



までの教育 

実施回数：１回～30回以上（受講者の臨床研究の実施環境（活用可能な時間など）により実施回

数が異なる） 

参加人数：6名（学外6名） 

 

■上級者CRC養成研修 

研修目的：上級者臨床研究コーディネーター（以下CRC）に求められる知識を学び、さらに質の高

い臨床研究の推進に寄与できる人材を育成する 

研修対象者：CRCの経験年数を6年以上有し現在従事している者（管理職を含む） 

開催日時：2024年9月7日（土） 

開催形式：大阪大学医学部附属病院主催による対面開催。演習はグループワーク形式にて開催。

質疑応答の時間、ディスカッションを行う時間を十分に確保した。 

研修時間：360分 

内容：上級者CRC養成カリキュラムシラバスに準じた講義・演習。 

講義：e-learning受講 

演習１「その逸脱はなぜ起こったのか！？～なぜなぜ分析～」 

演習２【モニター研修共同開催】「立場は違えどゴールは同じ！～多職種連携～」 

 

■訪問＆病院看護師むけ臨床研究・治験研修会 

【開催日】2025年2月14日（金） 

【開催形式】WEB（Zoom） 

【研修内容】座学および質疑応答・ディスカッション 

【テーマ】いま話題のDCT（分散型臨床試験）をご存じですか～治験における看護師の役割～ 

【対象者】訪問看護師・病院看護師・その他医療関係者（管理職含む）等。 

【目的】DCT(分散型臨床試験)は来院に依存しない臨床試験手法であり、看護職（訪問看護師・病



院看護師）が、臨床研究・治験に関与するための関連法規や手順を学習することで、倫理的、法

的、社会的課題に適切に対応できることを目指した。 

 

 

■モニター研修 

研修目的：アカデミア・医療機関に所属する5年以上のモニタリング実務経験を有するモニタリン

グ担当者を対象に、講義と演習を通してモニタリングの知識・技術を習得し、自施設でのモニタ

リング活動を通じて、臨床研究、医師主導を含む治験の適正な実施、品質の向上に貢献すること 

開催形式：大阪大学医学部附属病院主催による現地開催 

研修時間：390分 

内容：コーチングスキルおよびコミュニケーションスキルに関する講義・演習、cQMS・CAPAを題

材とした演習（事例検討） 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 

本院では卒後２年間の臨床研修を修了した医師を対象に連携・関連施設と協力し、臨床医学系

専門領域における専門医を取得し地域医療に貢献するとともに、幅広く活躍できる高度な医療人

の育成を目的として「阪大病院専門研修プログラム」を運営している。日本専門医機構が指定す

る１９の基本領域すべての基幹施設となっており、内科、外科および放射線科領域については、

内科専門医、外科専門医、放射線科専門医を取得したのち、継続してサブスペシャルティ専門医

取得を目指す連動プログラムとなっている。また全領域とも、大阪・阪神間にある他基幹病院を

中心とする研修プログラムに連携施設として参加しており、本院は強固かつ密な地域医療ネット

ワークの中心リーダーとして、教育病院の責任を果たしている。各領域のプログラムは様々なロ

ーテートのパターンを準備しており、本人の興味や希望、ライフイベントに合わせたキャリア形

成をサポートしていく体制が整っている。様々なローテートパターンの中には、医学系研究科と

密接に連携するコースも含んでおり、大学院に進学し臨床と直結した形で病態や治療に関する基

礎研究を平行して行うこと、または専門医取得後に大学院に進学することを推奨しており、高い

研究マインドを持った医師の養成も積極的に行っている。 

 また高度急性期医療を扱う「特定機能病院」、高度先端技術の提供・開発・評価・教育を担う

「臨床研究中核病院」「がんゲノム医療中核拠点病院」など様々な認定を本院は受けている。高

度な先端医療技術や臨床研究、臨床治験、再生医療、ゲノム医療、国際医療を行っており、移植

や困難症例、危機状況への対応法を学ぶ機会が多く、関連するセミナーも日常的に開催されるな

ど、豊富な教育の機会を提供している。このような環境下、そして多彩なキャリアパスを備えた

キャリア形成システムを通し、高度な臨床能力を持った専門医を多数養成している。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数          207人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

坂田 泰史 循環器内科 教 授 ３１年  

猪阪 善隆 腎臓内科 教 授 ３４年  

疋田 隼人 消化器内科 講 師 ２３年  

下村 伊一郎 内分泌・代謝内科 教 授 ３５年  

武田 吉人 呼吸器内科 准教授 ３０年  

西出 真之 免疫内科 講 師 １８年  

保仙 直毅 血液・腫瘍内科 教 授 ２６年  

望月 秀樹 脳神経内科 教 授 ３７年  

山本 浩一 老年・総合内科 教 授 ２７年  

宮川 繁 心臓血管外科 教 授 ３０年  

新谷 康 呼吸器外科 教 授 ２９年  

土岐 祐一郎 消化器外科 教 授 ３９年  

江口 英利 消化器外科 教 授 ３０年  

島津  研三 乳腺･内分泌外科 教 授 ３０年  

渡邊 美穂 小児外科 准教授 １８年  



西田 幸二 眼科 教 授 ３６年  

猪原 秀典 耳鼻咽喉科・頭頸

部外科 

教 授 ３５年  

岡田 誠司 整形外科 教 授 ２６年  

藤本 学 皮膚科 教 授 ３３年  

久保 盾貴 形成外科 教 授 ２９年  

池田 学 神経科・精神科 教 授 ３７年  

貴島 晴彦 脳神経外科 教 授 ３４年  

小玉 美智子 産科・婦人科 教 授 ２５年  

北畠 康司 小児科 教 授 ２９年  

野々村 祝夫 泌尿器科 教 授 ３９年  

富山 憲幸 放射線診断・IVR

科 

教 授 ３８年  

吉田 健史 麻酔科・集中治療 教 授 ２２年  

織田 順 救命救急科 教 授 ３２年  

森井 英一 病理部 教 授 ３３年  

藤井 智美 臨床検査部 准教授 １６年  

金本 隆司 リハビリテーショ

ン部 

准教授 ２６年  

郡山 弘 総合診療科 講 師 ２２年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

 
 

①  医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

【医療技術部】 

・研修の主な内容 
医療技術部職員を対象に患者動作介助、特定の疾患をテーマにした複数医療職からの発表、

講師を招いてのスキルアップ講習会、各医療職領域におけるトピックス紹介、個人目標の達

成度報告など 
 ・研修の期間・実施回数 

毎月1回の開催を原則とし、令和6年度は12回開催 
 ・研修の参加人数 

令和6年度の年間延べ参加人数は1342名 

 

【栄養マネジメント部】 

・栄養マネジメント部研修会（食事、栄養に関するテーマ） 

半固形化栄養療法について（2024/4/25）14名 

低栄養診断と栄養治療-日本人におけるGLIM基準をどのように使うか？-(全国国立大学病院 

栄養部門会議)（2024/5/15）15名 

小児腸管不全患者へのNST介入効果の検討(日本栄養アセスメント研究会発表演題) 

（2024/5/30）13名 

重症病態に対するアミノ酸輸液の窒素バランスに応じた投与方法(集中医療学会関西支部学 

術集会発表演題)（2024/6/27）15名 

シンバイオティクスについて（2024/6/28）15名 

胃癌術後栄養指導における食事記録アプリ導入に対する患者満足度の検討(日本外科代謝栄 

養学会発表演題)（2024/7/5）13名 

短腸症候群患者への栄養食事指導(日本外科代謝栄養学会発表演題)（2024/7/8）13名 

胃癌術後患者の遠隔栄養指導実施状況について(日本栄養治療学会近畿支部学術集会発表演 



題)（2024/7/9）14名 

NSTとRSTによる人工呼吸器を装着した患者のREEを用いた必要栄養量の決定について(日本外 

科代謝栄養学会発表演題)（2024/7/19）13名 

間接熱量測定について（2024/8/6）15名 

セレンについて（2024/9/10）14名 

インスリンポンプ療法について（2024/10/1）15名 

間質性肺炎の治療について（2024/11/20）15名 

フリースタイルリブレ2について①（2024/12/12）15名 

肝不全用アミノ酸輸液投与後に高アンモニア血症を起こした非代償性肝硬変の2症例(日本栄 

養治療学会学術集会発表演題)（2025/1/31）15名 

フリースタイルリブレ2について②（2025/2/26）14名 

エレンタールについて（2025/3/13）15名 

・国立私立大学研修関連 

全国国立大学病院栄養部門会議研修会Management研修会（2024/6/13）1回/年 1名 

全国国立大学病院栄養部門会議研修会Basic研修会（2024/11/14～15）1回/年 1名 

・その他研修会（大阪大学臨床栄養研究会、食品衛生講習会など）、学会（日本糖尿病学会、日

本病態栄養学会、日本栄養治療学会など）年数回、各数名 

【未来医療開発部】 

① 阪大病院臨床研究講習会 

研修の主な内容：研究者の受講のルール2024年度、Real World Data・Real World Evidenceと

は？臨中ネットのデータとその利用について、ヘルシンキ宣言改訂速報、臨床研究支援、モニ

タリング、監査等からの事例紹介とその留意点、DCT（Decentralized Clinical Trials）の活

用例、臨床研究・治験活性化に係るアンケート結果について、理解度テスト 

実施方法：臨床研究教育e-learning システムCROCO（公開期間：R7.2.3～R7.3.31）  

参加人数：９２４名（医師含む） 



 

②  阪大モニタリング講習会  

研修の主な内容：  

基本講習 品質管理について、中央モニタリングの実際、モニタリングのポイント・事例紹介  

更新講習 臨床研究における品質マネジメントについて、信頼性の高い臨床研究のために、モ

ニタリングの事例紹介、QC活動報告   

実施回数：令和6年度実績 Web講習 2回、e-learning  

参加人数：144名（院内 院外、医師含む） 

 

③  治験・倫理審査委員会委員養成研修 

研修の主な内容 

【講義１】法的・倫理的視点 

【講義２】臨床試験への患者の関わり方 

【講義３】患者支援団体の取組 

【課題１】グループワーク「患者・市民の研究参画について」 

【講義４】患者・市民参画に関する規制当局の取り組みについて 

【課題２】規制当局と研究の関わりについて 

総合討論ディスカッション Q&A 

実施回数：1回 420分 

開催日時：2025年2月22日(土) 

全プログラム参加人数：26名（院外26名、院内0名、医師含む） 

聴講者：68名（院外65名、院内3名、医師含む） 

 

④  治験・倫理審査委員会委員研修「委員長研修」 

研修の主な内容 



【講義】 「委員会の質向上のポイント」  

【ワークショップ】審査で難渋しそうな事例の検討 

【Q&A / グループワーク】 

実施回数：1回 120分 

開催日時：2024年10月26日(土) 

全プログラム参加人数：20名（院外20名、院内0名、医師含む） 

 

⑤  上級者CRC養成研修 

研修の主な内容：上級者臨床研究コーディネーター（以下CRC）に求められる知識を学び、さら

に質の高い臨床研究の推進に寄与できる人材を育成する。 

期間・実施回数: 2024年9月7日 

参加人数:17名 

 

⑥  訪問＆病院看護師むけ臨床研究・治験研修会 

研修の主な内容：DCT(分散型臨床試験)は来院に依存しない臨床試験手法であり、看護職（訪問

看護師・病院看護師）が、臨床研究・治験に関与するための関連法規や手順を学習することで

、倫理的、法的、社会的課題に適切に対応できることを目的とする座学および質疑応答・ディ

スカッション 

期間・実施回数: 2025年2月14日 

参加人数:117名 

 

⑦  モニター研修 

研修の主な内容：コーチングスキルおよびコミュニケーションスキルに関する講義・演習、cQMS

・CAPAを題材とした演習（事例検討）  

期間・実施回数: 2024年9月7日 



参加人数:21名 

 

⑧  DCT/DXセミナー 

研修の主な内容： 

(2024年7月24日) ⾃律分散を⽀援するテクノロジー 

(2025年2月19日) PCT/DCTによる非中央集権的な臨床試験の実現 

期間・実施回数:2024年7月24日・2025年2月19日 

参加人数: 907名（院内 院外（医師含む））、928名（院内 院外（医師含む）） 

 

⑨  DCT/DXワークショップ 

研修の主な内容：ゲームのUIやUXからの得たことを参加者で共有し、治験/臨床研究のデータの

集め方を見つめ直す。 

期間・実施回数: 2024年11月29日 

参加人数:27名（院外25名、院内2名） 

 

⑩ データマネージャー養成研修（中級） 

研修の主な内容：  

【講義】「DMが備える研究者の視点」「DMが備える統計家の視点」「データマネジャー（DM）

が備えるスタディマネージャー（StM）の視点」「DMが備える品質管理者の視点」【演習】「Risk 

Based Approachの導入による品質マネジメント」「逸脱一覧をデータ管理の観点からRisk Review

してみよう」「グループ発表」 

研修の期間・実施回数：2024年12月14日（土） 13:00～17:30 

2024年12月15日（日）  9:30～17:00 

研修の参加人数：11名（CDM10名/LDM1名） 

 



【看護部】 
・研修の主な内容：医療安全・療養環境・コミュニケーション、自己の健康管理・看護技術演習

（輸液ポンプ・シリンジポンプの取り扱い、輸液管理、ヘパリンロック、静脈血採血、イン

スリン製剤の取り扱い、BLS）看護過程（身体面・精神面） 

 ・研修の期間・実施回数 4月、5月、6月、10月、2月・計61回（一人当たり15回、62時間） 

 ・研修の参加人数 延べ1925名 

 

・研修の主な内容：看護過程（身体面・精神面・社会面・スピリチュアルな側面）の意図的な

情報と分析、チーム医療の構成と役割の理解とチーム関係者との情報共有方法 

 ・研修の期間・実施回数 7月、11月、1月・計12回（一人当たり3回、12時間） 

 ・研修の参加人数 延べ241名 

 

・研修の主な内容：目標管理、後輩指導、文献検索、自己の看護実践の振り返り 

・研修の期間・実施回数 7月、12月・計7回（一人当たり2回、12時間） 

 ・研修の参加人数 延べ160名 

 

・研修の主な内容：患者理解によるケアの改善、臨床の疑問、学生・同僚・後輩への指導、 

自己の看護実践を用いた事例検討 

 ・研修の期間・実施回数 9月、10月、2月・計8回（一人当たり4回、16時間） 

 ・研修の参加人数 延べ235名 

 

・研修の主な内容：リフレクション（看護実践の振り返り） 

・研修の期間・実施回数 10月・計1回（3時間） 

 ・研修の参加人数 3名 

 

  ・研修の主な内容：アシスタントナース研修 

   看護部概要、アシスタントナースの業務、医療安全（患者確認、手指衛生） 

 ・研修の期間・実施回数 9月・計5回（一人当たり1回、2時間） 

 ・研修の参加人数 延べ105名（内10名はオンデマンド） 

②  業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

【医療技術部】 

・研修の主な内容 

新規導入機器、特定機能病院に必須の医療機器（人工心肺装置・補助循環装置、人工呼吸器

、血液浄化装置、除細導装置、閉鎖式保育器、診療用高エネルギー放射線発生装置、診療用

放射線照射装置）、特に熟練を要する医療機器、OpenME、MRI研修などである。 
 ・研修の期間・実施回数 

新規導入機器（24回）、特定機能病院に必須の医療機器（23回）、特に熟練を要する医療機

器（815回）、OpenME（76回）、MRI研修（体験学習） 
 ・研修の参加人数 

新規導入機器（443名）、特定機能病院に必須の医療機器（65名）、特に熟練を要する医療

機器（1062名）、OpenME（138名）、MRI研修（128名）、合計1863名 

 

【看護部】 

・研修の主な内容：リーダーシップ 



 ・研修の期間・実施回数 10月・計2回（一人当たり1回、4時間） 

 ・研修の参加人数 延べ60名 

 

・研修の主な内容：看護管理者としての人材育成 

 ・研修の期間・実施回数 8月、9月、1月、2月・計8回（一人当たり2回、6時間） 

 ・研修の参加人数 延べ78名（看護師長） 

 

・研修の主な内容：看護管理者としてのリフレクション 

 ・研修の期間・実施回数 6月、7月、9月、10月、3月・計8回（一人当たり3回、9時間） 

 ・研修の参加人数 延べ273名（副看護師長） 

③  他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

【未来医療開発部】 
①医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）の①と⑥以外該当 
 
■チュータリング研修（OJT研修） 
研修の主な内容： 
臨床研究中核病院以外の機関からの人材を受入れ、Clinical Question から研究計画立案に至る
までの教育 
実施回数：１回～30回以上（受講者の臨床研究の実施環境（活用可能な時間など）により実施回
数が異なる） 
令和6年度受け入れ人数：6名 
 
■摂南大学薬学部学生インターンシップ ※令和５年度実績 
講義：治験について、コミュニケーションとは、CTUについて、プロトコール模擬テスト 
ロールプレイング：インフォームドコンセント、OJT（CRC業務の実際見学）、薬剤部見学 
期間・回数：令和6年8月20日（水）～22日（金）：8時30分～16時00分 3日間 参加人数：4名 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

 (様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 野々村 祝夫 

  管理担当者氏名 総務課長 中野 哲也  医事課長 鋤崎 信男 
薬剤部長 奥田 真弘  放射線部長 富山 憲幸 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 カルテ等病歴資料は、
１患者１カルテとし、
コンピュータによる集
中管理を行っている。 
エックス線写真は、PAC
S（画像サーバ）で集中
保管。 
処方せんは紙媒体で保
存。 
◆診療録を病院外に持
ち出す際に係る取扱い 
開示請求に基づき、診
療記録のコピーを患者
等に渡す場合は、患者
からの請求に応じ、定
められた手順に則り、
当該患者の情報のみを
印刷し渡すこととして
いる。 
電子カルテを病院外か
ら閲覧することは基本
的にはできないが、治
験における治験依頼者
による原資料の確認の
際に、当該患者の記録
のみ、患者の同意を得
た上で、病院が提供す
る端末を用いて病院外
の指定する場所から閲
覧することを許可して
いる。また、セキュア
なネットワークを引い
た一部の医療機関に対
して、その医療機関と
当院が共同して診療に
当たっている患者につ
いて、患者の同意が得
られた場合に、診療記
録の一部の閲覧を可能
としている。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 医事課 
看護記録 医事課 
検査所見記録 医事課 
エックス線写真 放射線部 
紹介状 医事課 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医事課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第

二
十
二 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理
。 
調剤数は薬剤部システ

高度の医療の提供の実績 医事課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

総務課 



 
 

高度の医療の研修の実績 総務課 ムで管理。 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課 
薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

中央ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 
医事課 

パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医事課 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医事課 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

中央ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 
医事課 
 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御部 
パソコンの電子ファイ

ルおよび紙媒体で管理。 

 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医事課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医事課 
感染制御部 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療技術部 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療技術部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医療技術部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

医療技術部 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課 パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染制御部 
総務課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医事課 

医療安全管理部門の設置状況 中央ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 
医事課 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医事課 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

中央ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 
医事課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医事課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 医事課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方
法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載するこ
と。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　件

国 延　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　0　　　　件

１．計画 　　   　 ２．現状

　閲覧の手続の概要

閲覧への希望が庶務係にあった場合に対応

　閲覧責任者氏名 総務課長　中野　哲也

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

総務課庶務係

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

総務課庶務係長　本田　俊介

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

計画・現状の別

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
1. 患者中心の医療の実践 
2. 診療情報の共有 
3. 医療安全に関する組織的取り組み 
4. インシデントの報告 
5. 機能する医療事故防止対策 
6. 適切な医療事故への対応 
7. 患者からの医療相談の実施 
8. 高難度真意医療技術の導入 
9. 未承認新規医薬品等の導入 
10. 医療安全情報の共有 
11. 職員に対する教育研修 
12. 医療安全文化の構築 
13. 医療安全管理マニュアルの作成・更新 
14. 医療安全管理に関する指針の公開 
 
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年 29回 
・ 活動の主な内容： 

 
1. 統括医療安全管理委員会：本院における医療に係る安全管理について統括 
                         する 年11回 

2. リスクマネジメント委員会：医療事故の防止策を策定する 年6回 
3. 医療クオリティ審議委員会：医療の質の向上を図る 年12回 
4. 医療事故対策委員会：医療事故が発生した場合の必要な対応を行う 年0回   

 
 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 2回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
 
正しい病理診断のために注意したいこと（e-Learning（令和6.6.13）開催、 
3291名参加） 
抗がん薬の安全な投与について／注射抗がん薬適正投与のために注意したいこと 
（e-Learning（令和6.11.11）開催、3291名参加） 

 
 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
問題点の把握状況（方法） 
【各部署・部門等】 
・インシデントをイントラネット（インシデントレポート、医療クオリティ審議依頼書）から報告 

【リスクマネジメント委員会】 
・インシデントレポートのデータベースのモニター（毎日・当番制、要IDとパスワード） 

【医療クオリティ審議委員会】 
・医療クオリティ審議依頼書が入力されると直ちにコアメンバーに通知され、内容確認が行われる 

【中央クオリティマネジメント部】 



 
 
 

 
・専任リスクマネジャーによりインシデントレポートのモニターや報告された医療クオリティ審議依
頼書の内容をもとに、事例に関する問い合わせ、現場の確認 
 
問題点の分析状況（方法） 
【各部署・部門等】 
・当該部署、部門等にて事例の背景要因を分析 

【リスクマネジメント委員会】 
・当番委員によりインシデントの背景要因を分析 

【医療クオリティ審議委員会】 
・委員会において、医療クオリティ審議依頼書、報告者からのヒアリング、及び委員からの意見をも
とにインシデントの発生メカニズムを多角的に分析 

【中央クオリティマネジメント部】 
・専任リスクマネジャーを含む多職種の構成員によりインシデントの背景要因を多角的に分析  
 
改善策の検討状況（方法） 
【各部署・部門等】 
・当該部署、部門等にてリスクマネジャーもしくは医療安全担当者が中心となり、改善策等を検討。
必要に応じ、専任リスクマネジャーが介入。 

【リスクマネジメント委員会】 
・インシデントの要旨と背景要因をシステム思考で分析し、再発防止策を提示 
・事故防止策について意見交換、事故防止策を承認 
・院内の他の委員会や他部門への検討や改善の申し入れ 

【医療クオリティ審議委員会】 
・審議依頼事例について、関係診療科・部門への再発防止策の検討や改善を指示 
・各診療科・部門から提出された再発防止策について承認 

【中央クオリティマネジメント部】 
・専任リスクマネジャーによるインシデントに関する問い合わせ、現場の点検、改善の支援 
・事故防止策を実行するために必要な業務の実施、他部門との連携協力 
・リスクマネジャーメーリングリストによる情報提供 
・院内ラウンド、院内相互チェックの実施計画 
・リスクマネジャー会議（運営部会）での周知 
・教育のための教材を作成・教育の実施 
・対象部署や職種を限定した教育教材（e-ラーニング）の作成 
・リスクマネジメントニュースの作成・発行（警鐘事例等の共有） 
・QM（クオリティマネジメント）ニュース（医療安全広報誌）の作成・発行 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
大阪大学医学部附属病院は、わが国の医学における診療、教育及び研究の発展に貢献するとともに、
特定機能病院としての高度先進医療・未来医療の開発・実践を担い、同時に安全な医療を実現する使
命を負っている。安全な医療の実現のためには医療関連感染対策の推進が不可欠であるとの認識を持
ち、職員の一人ひとり、そして各部局それぞれが、医療関連感染対策の推進に真摯に取り組むと同時
に、病院全体が包括的に医療関連感染対策を行っていくものとする。また新型コロナウイルス感染症
の流行により新興感染症対策の重要性が広く認識されるようになっており、当院も新たな新興感染症
が出現した際には、大阪府の要請に基づき患者を受け入れ、新興感染症対策の地域の基幹病院となる
ことが求められている。このような医療関連感染対策・新興感染症対策を通して、患者本位の安心・
安全な全人的医療を提供することのできる環境を整えるように努力し、その活動を基盤として、社会
や地域医療にも貢献することが大阪大学医学部附属病院の使命である。 
 
なお指針の詳細については以下に掲載されています。 
https://www.hosp.med.osaka-u.ac.jp/home/hp-infect/file/manual/1.pdf 
感染管理マニュアル 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年12回 

 
・ 活動の主な内容： 
 

感染対策委員会 
1. 院内感染症の届出状況や抗菌薬の使用状況等の報告 
2. 院内感染対策についての審議 

   （感染対策の重要事項に関すること、必要に応じての指導助言に関すること、院内感染防止 
  対策の施設区順に関すること等） 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 2回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
第1回感染対策講習会：「耐性菌の拡大防止のための感染対策と抗菌薬適正使用」 
第2回感染対策講習会：「耐性菌を増やさないための感染対策の基本/手指衛生の疑問にお答えします
」 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
ICTラウンド（週1回環境ラウンド、随時感染対策ラウンド） 

感染管理に視点における環境管理状況の確認を年間通して部署のラウンドを実施 
●耐性菌検出システム（ICTWeb®）を使用して、薬剤耐性菌検出状況を毎日監視し、感染対策の実 
施状況を確認。また、海外渡航歴や治療歴のある方の中でリスクのある方は、耐性菌スクリーニ 
ングを実施 
●サーベイランス 
耐性菌サーベイランスを元にした介入（VRE、CPE、CRE、MRSA、MDRP、ESBL産生,CDなど） 
デバイスサーベイランス実施部署：全部署 (中心静脈カテーテル関連血流感染、尿道留置カテー
テル関連感染、人工呼吸器関連肺炎)、手術部位感染サーベイランス（心臓血管外科、消化器外
科、泌尿器科、婦人科、乳腺内分泌外科、脳神経外科、呼吸器外科、整形外科） 

●抗菌薬適正使用に向けての活動 
・抗菌薬投与7日以降経過している患者を毎日カンファレンスにて介入を実施 

●感染症治療コンサルテーション、感染制御コンサルテーションの実施 
●手指衛生啓発の強化（医療者、患者家族への啓発） 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 2回 

 
  ・ 研修の主な内容： 
1.第1回医薬品安全講習会（阪大病院フォーラム） 

令和6年6月20日よりE-ラーニングシステム上で公開 
演題：病院フォーミュラリ（使用ガイド付き医薬品集）の概要と当院での運用について 

 
2.令和6年度第１回医薬品安全管理講習会 

令和6年11月11日よりE-ラーニングシステム上で公開 
演題：ポリファーマシー対策について ポリファーマシー対策としての処方見直しと多職種連携 

 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
 
▶ 手順書の一部改訂（2025年3月25日） 
・新たに「第Ⅹ章 医薬品関連の情報システムの利用」を設け、マスタ管理、オーダ入力や記録の保管・管理
時等において遵守すべき事項を記載することで医薬品安全対策のさらなる徹底を図った。 

・前回改訂後に変更された医薬品使用手順の反映 
▶ 手順書に基づく業務実施の確認・記録 
・6月に各部署の医薬品安全管理者（リスクマネジャー）に対して、手順書に基づいて業務が実施されている
かについて、手順書の各章の項目別にアンケート調査方式にて遵守状況確認を実施 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
 
▶ 未承認医薬品：2件（MMRワクチンの使用） 
▶ 適応外（医薬品）：13件（自己免疫性肝炎に対するミコフェノール酸モフェチルの使用等） 
▶ 院内製剤：10件（0.5%ガンシクロビル点眼液等） 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
▶ 薬剤師の電子カルテ記載内容を一元的に確認できる仕組みを構築し、過去の疑義照会記録等を容易に
確認できるようにした。 
▶ DI室保管の紙資料を電子的に閲覧可能とするため、スキャン作業を開始した。 
▶ ポリファーマシー対策に関する業務手順書を策定した。 
▶ 抗がん薬投与患者の当日検査を把握できるシステムを改修し、調製保留の必要性をより簡便に把握でき
るよう改善した。 
▶ 抗菌薬薬物血中濃度測定オーダ代行入力に関するPBPMを策定した。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 961回 

 

 ・ 研修の主な内容： 

機器の有用性、機器の安全性、機器の動作、機器の操作、機器の故障対策、機器の点検説明、

使用に関する法令順守など 

 

   研修の内訳 

   1.新規導入医療機器の安全使用研修（24回） 

【上半期】11回開催、受講者数132名(令和6年 4月1日～令和6年9月30日) 
【下半期】13回開催、受講者数311名(令和6年10月1日～令和7年3月31日) 

 

2.特定機能病院に必須の医療機器の安全使用研修（23回） 
  特定機能 5品目：e-learning形式 
① 人工心肺装置・補助循環装置 

補助循環装置（IABP）： 

【上半期】512 名／552 名（受講率 92.8%） 
【下半期】496 名／535 名（受講率 92.7%） 

補助循環装置（PCPS）： 
【上半期】512 名／552 名（受講率 92.8%） 
【下半期】496 名／535 名（受講率 92.7%） 

② 人工呼吸器      ： 
【上半期】1,137 名／1,211 名（受講率 93.9%） 
【下半期】1,128 名／1,194 名（受講率 94.5%） 

③ 血液浄化装置    ： 
【上半期】427 名／458 名（受講率 93.2%） 
【下半期】397 名／441 名（受講率 90.0%） 

④ 除細動装置      ： 
【上半期】2,751 名／3,050 名（受講率 90.2%） 
【下半期】2,670 名／2,911 名（受講率 91.7%） 

⑤ 閉鎖式保育器    ： 
【上半期】222 名／225 名（受講率 98.7%） 
【下半期】211 名／216 名 （受講率 97.7%） 

特定機能 2品目：対面形式 

【上半期】13回開催、受講者数33名 受講率100％ (令和6年 4月1日～令和6年9月30日) 
【下半期】10回開催、受講者数32名 受講率100％ (令和6年10月1日～令和7年3月31日)  

 
3.特に熟練を要する医療機器の安全使用研修とOpenME 
① 医療機器の安全使用研修（815回） 
【上半期】353回、570名受講(令和6年 4月1日～令和6年9月30日) 
【下半期】462回、492名受講(令和6年10月1日～令和7年3月31日) 

② OpenMEの実施状況（76回） 
【上半期】42回、79名受講(令和6年 4月1日～令和6年9月30日) 
【下半期】34回、59名受講(令和6年10月1日～令和7年3月31日) 



 
 
 

 
 

4.新規採用者対象のMRI装置の安全管理講習会（体験学習を含む対面形式） 
受講者128名(令和6年6月5日～令和6年6月28日) 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 

特定機能 5品目（人工心肺装置、人工呼吸器、血液浄化装置、除細導装置、閉鎖式保育器）に

ついては、臨床工学部で計画を立て、それに則って臨床工学技士ならびにメーカによる保守点

検を実施している。 

特定機能 2品目（診療用高エネルギー放射線発生装置、診療用放射線照射装置）、その他、保

守点検が必要な医療機器については、放射線部ならびに関係部署で計画を立てて、臨床工学士

ならびに委託業者による保守点検を実施している。 
 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

放射線医療機器は全てメーカとの定期点検契約。 
臨床工学部が担う医療機器の一部が院内点検に該当する。 

 
   【点検内容】 
     安全点検、電気的安全点検、器械的安全点検、予防保全、予防保全の部品交換、 
     予防保全の調整、予防保全の動作点検、動作値の確認、品質点検、 

イメージクオリティの点検、装置全般の機能点検、ソフトウェア点検など 
【点検台数】 
 臨床工学部が管理する特定機能病院必須医療機器5品目（補助循環装置53台，人工呼吸器

158台, 血液浄化装置44台, 除細動装置44台，閉鎖式保育器11台）について、点検計画に

則って適切に実施した。(令和6年4月1日～令和6年9月30日) 
 臨床工学部が管理する特定機能病院必須医療機器5品目（人工呼吸器158台，補助循環装

置53台，血液浄化装置44台（内廃棄2台）, 除細動装置44台，閉鎖式保育器11台）につい

て、点検計画に則って適切に実施した。(令和6年10月1日～令和7年3月31日) 
 放射線部が管理する特定機能病院必須医療機器2品目を含む全装置131台について、点検

計画に則って適切に実施した。(令和6年4月1日～令和6年9月30日) 
 放射線部が管理する特定機能病院必須医療機器2品目を含む全装置128台について、点検

計画に則って適切に実施した。(令和6年10月1日～令和7年3月31日) 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 

医療機器の不具合情報や安全性情報等を製造販売業者やPMDAから提供される医療安全情報 

厚生労働省が発行する「医薬・医療機器安全情報」などから一元的に収集する。 

病院運営会議と医療機器安全委員会で報告、阪大フォーラムやリスクマネジャ会議での啓発や

リスクマネジャのメーリングリストを通じて周知を図っている。 

年6回の会議にて、保守点検および医療機器安全使用研修の進捗状況の把握ならびに医療機器

安全情報の共有を図り常に連携をとっている。 
 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
  



 
 
 

 
・「大阪大学医学部附属病院における医療機器安全のための指針」の策定 

      ・定期安全使用研修のためのe-learningの作成 
   ・医療機器安全管理室組織図の改定と内規策定の検討 
   ・医療機器導入と保守点検の一元化システム策定の検討 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 
本院における医療に係る安全管理について統括するため、統括医療安全管理委員会を設置しており、
医療安全担当の副病院長（医療安全管理責任者）が同委員会の委員長となっている。同委員会に 
リスクマネジメント委員会及び医療クオリティ審議委員会（医療安全管理部門である中央クオリティ
マネジメント部が主管）、医薬品安全管理委員会（医薬品安全管理責任者である薬剤部長が委員長）
、医療機器安全管理委員会（医療技術部長が委員長（医療機器安全管理責任者は医療技術部副部長）
を置き、統括医療安全管理委員会委員長（医療安全管理責任者）が統括している。 
 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 9名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

▶ 年１回以上の「医薬品安全使用のための業務手順書」の改訂 

▶ 毎年 6 月に改訂後の業務手順書の遵守状況について、各部署に対してアンケート調査を実施 

▶ 院内職員対象に医薬品安全管理講習会を実施（年 2 回以上） 

▶ 重要安全性情報の発信（医薬品安全管理委員および各部署管理者に速報） 

▶ Drug Information News（医薬品の適応追加・用法用量変更、安全性情報、適正使用情報等のお知らせ） 

の発行、および各部署での周知の記録を FAX にて回収 

▶ 薬剤部 News（医薬品に関する薬剤部からのお知らせ）の発行 

▶ 院内ホームページ・イントラネット上での情報提供 

▶ 最新の医薬品添付文書情報を電子カルテ端末から閲覧できるよう整備 

▶ 医薬品情報データベース「UpToDate Lexidrug(Wolters Kluwer N.V.) 」と契約し情報収集 

▶ 電子カルテに登録された副作用情報は薬剤部の医薬品情報室にて一元的に管理し、必要があると判断

した情報は医薬品医療機器総合機構（PMDA）に報告 

▶ 医薬品使用状況を確認し、必要に応じて、薬事委員会、医薬品安全管理委員会、病院運営会議等で報

告。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

▶ 未承認等の医薬品を使用する場合は、未承認新規医薬品等診療審査部にて審査・評価を行い、診療の

提供の適否を決定 

▶ 薬剤部医薬品情報室が未承認新規医薬品等審査部の事務局を担当し、医薬品に関する情報収集を行



 
 
 

 

う。 

▶ 薬剤師等が収集・把握した未承認医薬品等の使用に関する情報は、薬剤部医薬品情報室に集約し、医

薬品情報室で内容を確認、評価し、未承認新規医薬品等診療審査部への審査対象となる診療は未承認

新規医薬品等診療審査部へ諮問 

▶ 未承認医薬品の使用、適応外使用、禁忌での使用状況について、医薬品安全管理委員会および病院運

営会議にて報告 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師（副薬剤部長 2名、医薬品情報室長 1名 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容 
：定期的に各診療科・各中央診療施設のインフォームド・コンセントの実施状況を確認する。 

適切でない事例が認められる場合は、必要な指導を行うとともに当該事例を院内に周知する。 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

 診療情報管理士が毎日、退院時サマリを確認し、不備当の修正依頼を適時実施している。毎月、手

術記録、カウンターサイン、医師事務作業補助者の承認状況を確認し、作成状況や未承認の催促を各

診療科の病歴管理委員宛に通知している。ピアレビューは、年 7 回の頻度で、4 診療科の医師、看護

師、薬剤師、理学療法士、栄養士、診療情報管理士を招集し、多職種でカルテ監査をしている。ピア

レビュー後に各自 3症例を持ち帰り、監査を行い、後日結果を報告する。また、半年後に再監査を診

療情報管理士が各 4 症例ずつ実施しており、1 年 228 症例の監査計画で運用している。年間の全診療

科の結果は、病歴管理委員会で資料を配布し、周知を行っている。インフォームドコンセントについ

ても、診療情報管理士がカルテ記載内容を確認し、一年で全診療科一巡。結果はインフォームドコン

セント委員会で報告している。 



 
 
 

 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（８）名、専任（０）名、兼任（１２）名 

 うち医師：専従（４）名、専任（０）名、兼任（０）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（２）名 

 うち看護師：専従（３）名、専任（０）名、兼任（１）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

1. インシデントの調査・分析・レポート管理及びカンファレンスの開催 

2. 医療事故防止方策の検討・実施・評価 

3. リスクマネジャー会議の開催 

4. 職員研修の企画・実施および、理解度テストの実施と評価 

5. 医療安全推進及び教育のための教材の開発・活用 

6. 現場のリスクマネジャーの支援、連絡調整、院内ラウンドの実施 

7. 他の委員会や部署、各職種間の連絡調整 

8. リスクマネジメント委員会等の開催準備及び支援 

9. 患者相談窓口等の担当者との連携、医療安全に係る患者及び家族等への対応支援 

10. 全死亡症例の把握・検証 

11. 医療の質・安全に関するモニタリング 

12. 高難度新規医療技術及び未承認新規医薬品を用いた医療の導入に係る委員会への参画 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 
 
令和5年10月1日現在の医療安全に資するモニタリング項目は以下の7つであり、リスクマネジメント

委員会及び病院運営会議、リスクマネジャー会議で報告を行っている。 

1. 手術安全チェックリスト使用率 

2. 初回抗がん剤導入前のHBVスクリーニング実施率 

3. 内視鏡治療例での気道確保困難チェックリスト使用率 

4. 2週間以内の退院サマリ作成率 

5. 臨床工学部から貸し出した人工呼吸器の日常点検実施率 

6. 病理検査および画像検査における重要所見ToDoの翌月までの消去率 

7. 輸血投与時の認証システムによる照合実施率 
 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（6件）、及び許可件数（6件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 



 
 
 

 
診療科長から高難度新規医療技術を用いた診療の提供の申請が行われた場合、申請内容の確認を行

うとともに、高難度新規医療技術評価委員会に、当該高難度新規医療技術を用いた診療の提供の適否、

実施を認める条件等について意見を求め、その意見を踏まえ適否を決定する。 

  また、定期的及び術後に患者が死亡した場合など、必要に応じて当該医療の提供が適正な手続きで

行われていたか、診療記録等の確認や従事者の遵守状況の確認を行い、病院長に報告する。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（34件）、及び許可件数（34件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

診療科長から未承認新規医薬品等を用いた診療の提供の申請が行われた場合、申請内容の確認を行

うとともに、未承認新規医薬品等診療評価委員会に、当該未承認新規医薬品等を用いた診療の提供の

適否、実施を認める条件等について意見を求め、その意見を踏まえ適否を決定する。 

 また、定期的及び術後に患者が死亡した場合など、必要に応じて当該医療の提供が適正な手続きで

行われていたか、診療記録等の確認や従事者の遵守状況の確認を行い、病院長に報告する。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 461件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 31件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

 
【院内死亡症例】 

 院内死亡・死産症例は、退院転帰が「死亡（あるいは死産）」と入力されることで全例漏れなく医

療安全部門が把握することができるシステムを構築しており、医療安全部門では、毎週、多職種で全

死亡症例の診療経過について検証している。  

 さらに診療科では全死亡・死産症例について、診療科内で医療プロセスについて検証し、その結果



 
 
 

 
を院内死亡症例報告書に入力する。医療クオリティ審議委員会での検討が必要と判断された際は、医

療クオリティ審議依頼書を提出する。 

 診療科長及び中央クオリティマネジメント部部長が全症例の検証結果を確認し、医療クオリティ審

議委員会において医療安全管理責任者に報告する。医療安全管理責任者は、病院運営会議において管

理者に報告する。平成 28年 9月 20日より運用を開始している。 
 
【管理者が定める水準以上の事象】 

 平成 14年から全国立大学医学部附属病院で使用している影響レベルのうち、レベル 3b以上は管理

者が定める水準以上の事象として、月一回開催される医療クオリティ審議委員会において医療クオリ

ティ審議依頼書で報告のあった事象の事実関係の調査・把握を行い、報告された事象が医療事故か否

かを判断する。また、日本医療機能評価機構及び医療事故調査制度に伴う報告事例か審議する。その

後、病院運営会議、統括医療安全管理委員会で報告される。 

 医療事故と判断された場合は、速やかに医療事故対策委員会を立ち上げ、患者や家族等及び医療事

故を起こした当事者や部署に対して、必要な支援を行う。医療事故に関して、情報収集・統合、分析、

意思決定、関係機関への報告、院内外への公表を行う。 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：東北大学病院 ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：広島大学病院 ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

「日本医療機能評価機構への報告時期について、事例発生から２週間以内の報告をより進めていく

と良い。」との助言を受け、医療クオリティ審議委員会において、当該制度への報告対象事例と判断

された場合には、可及的速やかに（原則として 2週間以内に）、把握できている情報の報告を行うこ

ととした。 

また、「重大な副作用等が生じていないか確認するために、年 1回の使用報告に加えて能動的なモニ

タリングを検討すると良い。」との助言を受け、未承認新規医薬品等診療の承認済一覧を電子カルテ

上に掲載し、医療従事者が常時確認できる体制を構築した。また、薬剤師による副作用の把握と報告

に関するワークフローを整理し、薬剤師が把握した重大な副作用等が医薬品情報室（審査部の事務局）

に共有される運用とした（医薬品安全管理委員会にて承認済）。事務局にて電子カルテの副作用登録

情報に基づいた月１回のモニタリングを行い、副作用発現状況を多角的に把握できる体制を整備し

た。 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

 
窓口の名称： 患者相談室（平成 16年 4月 2日設置） 

対応する職員： 患者包括サポートセンター患者相談部門 

医師 1名 

看護師 1名 

医療ソーシャルワーカー(MSW) 1名 

事務職員 ２名 

計 ５名 



 
 
 

 
相談に応じる時間帯： 月～金曜日 8：30～17：00 

患者相談室設置要項 

第 7条(1) 相談を受けた者は、相談等の内容を病院長まで報告するものとする。 

第 7条(2) 病院長は相談等の内容が、本院の医療安全管理体制確保に有益であると認められるときは、

関係部署及び関係委員会に対して、検討及び改善を指示するものとする。 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

リスクマネジメント講習会にて、特定機能病院としての高度な医療を提供するために必要な知識に

ついて研修を行った 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

【管理者】 

令和 6年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 
⇒令和 7年 1月 15日受講 
 

【医療安全管理責任者】 

令和 6年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 
⇒令和 6年 12月 13日受講 
 

【医薬品安全管理責任者】 

令和 6年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 
⇒令和 6年 12月 9日受講 
 

【医療機器安全管理責任者】 

令和 6年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 
⇒令和 7年 1月 17日受講 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

実施年月日：令和 3年 10月 13日～10 月 15日 



 
 
 

 

実施機関名：公益財団法人日本医療機能評価機構 

評価内容 ：公益財団法人日本医療機能評価機構による「一般病院３」の認証受審 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

公表年月日：令和 4年 4月 1日 

本院ホームページにおいて公表：https://www.hosp.med.osaka-u.ac.jp/pr/evaluation.html 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

1.手術部位感染サーベイランスの実施に即して、貴院が補充的な審査で提示した改菩策の継続的な 

実践と対象診療科の拡大に努めた。  

2.診療の質の向上に向けた活動に関して、補充的な審査で提示された改善策を継続的に実践した。 

3.新たに組織された業務改善委員会を縮続的に開催し、実績を積み上げた。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

下記のとおり定めました。 

(1)医療法第１０条に規定された病院の管理者として要件を満たす医師であること。 

(2)大学附属病院の管理運営に必要な資質・能力を有すること。 

(3)医療安全確保のために必要な資質・能力を有すること。 

(4)大阪大学医学部附属病院の理念・基本方針を理解し、その実現に向けた強い意思とリーダー

シップを有すること。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・ 公表の方法 

 本学のＨＰにて公表している。 
 
 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 本学のＨＰにて公表している。 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

藤尾 慈 大阪大学理事 

（共創、病院担当） 

○ 病院運営を担当する理事 

（役職指定） 

有・無 

武田 邦宣 大阪大学理事 

（人事労務担当） 

 人事労務を担当する理事 

（役職指定） 

有・無 

石井 優 大阪大学大学院医

学系研究科長 

 医学系研究科長（役職指定） 有・無 

野々村 祝夫 大阪大学医学部附

属病院長 

 医学部附属病院長（役職指定） 有・無 

加納 康至 一般社団法人大阪

府医師会会長 

 医学又は医療に関し識見を有す

る者一般社団法人大阪府医師会

会長として、マネジメントはもと

より、医学・医療全般について、

高い識見を有している者として

選定するもの。 

有・無 



 
 
 

 
中村 博亮 公立大学法人大阪 

大阪公立大学医学

部附属病院長 

 医学又は医療に関し識見を有す

る者公立大学法人大阪 大阪公

立大学医学部附属病院長として、

マネジメントはもとより医学・地

域医療全般について、高い識見を

有する者として選定するもの。 

有・無 

西野 誠 大阪府健康医療部

長 

 医学又は医療に関し識見を有す

る者 

大阪府における健康医療の行政

責任者として、豊富な知見を有し

ている者として選定するもの。 

有・無 

 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

病院重点課題（中期計画等）、人事、組織改組、規程改正及び予算・決算等、本院の管理運営

に関する重要事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

全教職員が閲覧できるよう、議事録を本院のＨＰに掲載している。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・公表の方法 

議事録を本院のＨＰに掲載している。 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

別紙１のとおり    

    

    

    

    

    
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
  
・公表の方法 
本学のＨＰに掲載 

 
 ・規程の主な内容 

大阪大学医学部附属病院規程に副病院長及び病院長補佐は管理者（病院長）が指名すると 
規定している。 

 
  ・管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
  別紙２のとおり 
 

 ・病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
国立大学附属病院を取り巻く様々な課題に対して、病院長のリーダーシップ、病院長を支えるサ
ポート体制の強化及び病院経営等、病院執行部のガバナンス強化に向け、各国立大学附属病院の
病院長、副病院長、看護部長及び事務部長等の次世代リーダー等の役職者を対象に国立大学附属
病院長会議が主催する幹部職員セミナー（病院長塾・病院経営次世代リーダー養成塾）に参加さ
せ、育成しており、今後も引き続き参加させる。 

 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 ２回 

・活動の主な内容 

〇医療安全管理体制の活動報告：以下の委員会・部会等から活動報告を行う。 

感染対策委員会、医療放射線安全管理委員会、高難度新規医療技術審査部、未承認新規医薬品等

診療審査部、医薬品安全管理委員会、医療機器安全管理委員会、リスクマネジメント委員会、医

療クオリティ審議委員会及び医療安全の中央機能に係る報告 

〇医療安全に関する特筆すべき取組があれば報告 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法：本学のＨＰに掲載 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

倉智 博久 大阪母子医療センタ

ー総長 

〇 医療側・経営側の両

知識を有する者とし

て選定 

有・無 1 

橋本 重厚 福島県立医科大学

会津医療センター

糖尿病内分泌代謝

・腎臓内科学講座

教授同附属病院医

療安全管理部長 

 医療安全管理部長と

して医療安全管理の

専門家として選定 

有・無 1 

水島 幸子 水島綜合法律事務

所所長 

 法律の専門家である

上、医療に精通して

いる者として選定 

有・無 1 

橋本佐与子 認定 NPO 法人ささ

えあい医療人権セ

ンターCOML 理事 

 患者・医療者双方の

コミュニケーション

能力を高める活動等

に取り組み、患者目

線で医療について助

言できる者として選

定 

有・無 2 



 
 
 

 
井上 惠嗣 大阪大学理事  リスク管理を担当する

理事として選定 

有・無 3 

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 

平成２９年７月１９日に大阪大学コンプライアンス推進委員会を設置し、各種コンプライアンス
事案（研究上の不正行為、研究費の不正使用、情報漏えい事案、公益通報事案等）の総括と、コ
ンプライアンスの推進に係る取組みの検討及び実施等を行っている。 

  また、下記のとおり具体的な取り組みを行っている。 
   

〇大阪大学行動規範の制定 
〇コンプライアンス事案の発生を踏まえた再発防止策の検討及び実施（本部事務機構の各専門
部署等による集合型研修やe-learningによる各種コンプライアンス教育の実施、注意喚起文
書の発出、各種冊子やリーフレット等の配布、各種通報・相談窓口の設置及び周知等） 

〇コンプライアンスに関する教職員意識調査の実施 
 
 
 
 
 ・専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・公表の方法 
  本学のＨＰにて公表している。 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

理事会等とは別に総長が設置する大阪大学医学部附属病院戦略会議の下に下記委員を構成員と
する大阪大学医学部附属病院管理運営専門委員会を平成３１年３月８日に設置し、令和５年９月
２７日に管理運営専門委員会を開催した。 
専門委員会では、病院長から外部委員に対して下記事項についての説明を行い、質疑応答の後外
部委員から特に本院の管理運営に関する指摘事項は無かった。 

 
 ・ 会議体の実施状況（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

御前 治 吹田市医師会長  有・無 

倉智 博久 大阪母子医療センター総長  有・無 

吉川 秀樹 ベルランド総合病院 医学教育

センター長 

 有・無 

林 紀夫 独立行政法人 労働者健康安全機

構 

関西労災病院 病院長 

○ 有・無 

松坂 英孝 大阪ガス株式会社顧問  有・無 

橋本 佐与子 認定 NPO 法人 ささえあい医療

人権センターＣＯＭＬ 理事 

 有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

院内各会議にて附議・周知するとともに、本院 HPの職員専用ページ及び院内ホームページ・イン

トラネットに設置の趣旨及び通報方法等を掲載 

 

 

 



(担当  総務課庶務係)
◎ 野 々 村 祝 夫 病 院 長
○ 坂 田 泰 史 副 病 院 長 ( 財 務 ・ 人 事 労 務 担 当 )
○ 江 口 英 利 副 病 院 長 ( 医 療 安 全 ・ が ん 診 療 担 当 )
○ 武 田 理 宏 副 病 院 長 ( 地 域 医 療 ・ 医 療 情 報 ・ 外 部 評 価 担 当 )
○ 岩 崎 朋 之 副 病 院 長 ( ホ ス ピ タ リ テ ィ 担 当 )
※ 坂 田 泰 史 科 長 ( 循 環 器 内 科 ) 〔３号委員〕

猪 阪 善 隆 科 長 ( 腎 臓 内 科 ) 〔３号委員〕
疋 田 隼 人 科 長 （ 事 務 取 扱 ） ( 消 化 器 内 科 ) 〔３号委員〕
下 村 伊 一 郎 科 長 ( 糖 尿 病 ・ 内 分 泌 ・ 代 謝 内 科 ) 〔３号委員〕
武 田 吉 人 科 長 ( 呼 吸 器 内 科 ) 〔３号委員〕
西 出 真 之 科 長 （ 事 務 取 扱 ） ( 免 疫 内 科 ) 〔３号委員〕
保 仙 直 毅 科 長 ( 血 液 ・ 腫 瘍 内 科 ) 〔２・３号委員〕
山 本 浩 一 科 長 ( 老 年 ・ 高 血 圧 内 科 ) 〔３号委員〕

※ 山 本 浩 一 科 長 ( 総 合 診 療 科 ) 〔３号委員〕
忽 那 賢 志 科 長 ( 感 染 症 内 科 ) 〔３号委員〕
宮 川 繁 科 長 ( 心 臓 血 管 外 科 ) 〔３号委員〕
新 谷 康 科 長 ( 呼 吸 器 外 科 ) 〔３号委員〕

※ 江 口 英 利 科 長 ( 消 化 器 外 科 ) 〔２・３号委員〕
土 岐 祐 一 郎 科 長 ( 消 化 器 外 科 ) 〔３号委員〕
島 津 研 三 科 長 ( 乳 腺 ・ 内 分 泌 外 科 ) 〔３号委員〕
渡 邊 美 穂 科 長 （ 事 務 取 扱 ） ( 小 児 外 科 ) 〔３号委員〕
森 井 英 一 科 長 ( 病 理 診 断 科 ) 〔３号委員〕
西 田 幸 二 科 長 ( 眼 科 ) 〔３号委員〕
猪 原 秀 典 科 長 ( 耳 鼻 咽 喉 科 ・ 頭 頸 部 外 科 ) 〔３号委員〕
岡 田 誠 司 科 長 ( 整 形 外 科 ) 〔２・３号委員〕
藤 本 学 科 長 ( 皮 膚 科 ) 〔３号委員〕
久 保 盾 貴 科 長 ( 形 成 外 科 ) 〔３号委員〕
岡 田 誠 司 科 長 ( リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 ) 〔３号委員〕
奥 野 龍 禎 科 長 （ 事 務 取 扱 ） ( 脳 神 経 内 科 ) 〔２・３号委員〕
池 田 学 科 長 ( 神 経 科 ・ 精 神 科 ) 〔３号委員〕
貴 島 晴 彦 科 長 ( 脳 神 経 外 科 ) 〔３号委員〕
吉 田 健 史 科 長 ( 麻 酔 科 ) 〔３号委員〕
小 玉 美 智 子 科 長 ( 産 科 ) 〔２・３号委員〕
小 玉 美 智 子 科 長 ( 婦 人 科 ) 〔２・３号委員〕
北 畠 康 司 科 長 ( 小 児 科 ) 〔３号委員〕

※ 野 々 村 祝 夫 科 長 ( 泌 尿 器 科 ) 〔３号委員〕
富 山 憲 幸 科 長 ( 放 射 線 診 断 ・ Ｉ Ｖ Ｒ 科 ) 〔３号委員〕
小 川 和 彦 科 長 （ 放 射 線 治 療 科 ） 〔２・３号委員〕
礒 橋 佳 也 子 科 長 ( 核 医 学 診 療 科 ) 〔３号委員〕

※ 吉 田 健 史 科 長 ( 集 中 治 療 科 ) 〔２・３号委員〕
織 田 順 科 長 ( 救 命 救 急 科 ) 〔３号委員〕
髙 原 充 佳 部 長 ( 臨 床 検 査 部 ) 〔４号委員〕
高 階 雅 紀 部 長 ( 手 術 部 ) 〔４号委員〕

※ 富 山 憲 幸 部 長 ( 放 射 線 部 ) 〔４号委員〕
※ 北 畠 康 司 セ ン タ ー 長 ( 総 合 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 高 階 雅 紀 部 長 ( 材 料 部 ) 〔４号委員〕
※ 吉 田 健 史 部 長 ( 集 中 治 療 部 ) 〔４号委員〕
※ 森 井 英 一 部 長 ( 病 理 部 ) 〔４号委員〕
※ 岡 田 誠 司 部 長 ( リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部 ) 〔４号委員〕

加 藤 恒 部 長 ( 輸 血 ・ 細 胞 療 法 部 ) 〔４号委員〕
※ 山 本 浩 一 部 長 ( 総 合 診 療 部 ) 〔４号委員〕
※ 武 田 理 宏 部 長 ( 医 療 情 報 部 ) 〔４号委員〕
※ 織 田 順 セ ン タ ー 長 ( 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 忽 那 賢 志 部 長 ( 感 染 制 御 部 ) 〔４号委員〕

中 島 和 江 部 長 ( 中 央 ク オ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト 部 ) 〔４号委員〕
※ 高 階 雅 紀 セ ン タ ー 長 ( サ プ ラ イ セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 高 階 雅 紀 部 長 ( 臨 床 工 学 部 ) 〔４号委員〕
※ 猪 阪 善 隆 部 長 ( 血 液 浄 化 部 ) 〔４号委員〕
※ 猪 阪 善 隆 セ ン タ ー 長 ( 患 者 包 括 サ ポ ー ト セ ン タ ー ) 〔４号委員〕

渡 部 健 二 セ ン タ ー 長 ( 卒 後 教 育 開 発 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
上 野 豪 久 部 長 ( 移 植 医 療 部 ) 〔４号委員〕

※ 下 村 伊 一 郎 部 長 ( 栄 養 マ ネ ジ メ ン ト 部 ) 〔４号委員〕
※ 坂 田 泰 史 部 長 ( 遺 伝 子 診 療 部 ) 〔４号委員〕
※ 貴 島 晴 彦 セ ン タ ー 長 ( 脳 卒 中 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 小 川 和 彦 セ ン タ ー 長 ( 前 立 腺 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕

福 島 健 太 郎 部 長 ( 化 学 療 法 部 ) 〔４号委員〕
※ 池 田 学 セ ン タ ー 長 ( 睡 眠 医 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 土 岐 祐 一 郎 セ ン タ ー 長 ( 内 視 鏡 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 貴 島 晴 彦 セ ン タ ー 長 ( 疼 痛 医 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 北 畠 康 司 セ ン タ ー 長 ( 生 殖 医 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 坂 田 泰 史 セ ン タ ー 長 ( 超 音 波 検 査 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 宮 川 繁 セ ン タ ー 長 ( ハ ー ト セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 北 畠 康 司 セ ン タ ー 長 ( 小 児 医 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 島 津 研 三 セ ン タ ー 長 ( オ ン コ ロ ジ ー セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 小 川 和 彦 部 長 ( 放 射 線 治 療 部 ) 〔４号委員〕
※ 新 谷 康 セ ン タ ー 長 ( 呼 吸 器 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 貴 島 晴 彦 セ ン タ ー 長 ( て ん か ん セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 江 口 英 利 セ ン タ ー 長 ( 消 化 器 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕

東 原 大 樹 セ ン タ ー 長 ( Ｉ Ｖ Ｒ セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 北 畠 康 司 セ ン タ ー 長 ( 胎 児 診 断 治 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 坂 田 泰 史 セ ン タ ー 長 ( 難 病 医 療 推 進 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 池 田 学 セ ン タ ー 長 ( 子 ど も の こ こ ろ の 診 療 ｾ ﾝ ﾀ ｰ ) 〔４号委員〕
※ 新 谷 康 部 長 ( 高 難 度 新 規 医 療 技 術 審 査 部 ) 〔４号委員〕
※ 坂 田 泰 史 部 長 ( 未 承 認 新 規 医 薬 品 等 診 療 審 査 部 ) 〔４号委員〕
※ 島 津 研 三 セ ン タ ー 長 ( が ん ゲ ノ ム 医 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 下 村 伊 一 郎 セ ン タ ー 長 ( 糖 尿 病 ・ 肥 満 症 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 江 口 英 利 セ ン タ ー 長 ( 緩 和 医 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 西 田 幸 二 セ ン タ ー 長 (AI 医 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
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※ 上 野 豪 久 セ ン タ ー 長 ( 腸 肝 不 全 治 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 宮 川 繁 セ ン タ ー 長 ( バ イ オ リ ソ ー ス セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 猪 原 秀 典 セ ン タ ー 長 ( 摂 食 嚥 下 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕

奥 田 真 弘 薬 剤 部 長 ( 薬 剤 部 ) 〔５号委員〕
藤 埜 浩 一 医 療 技 術 部 長 ( 医 療 技 術 部 ) 〔７号委員〕

※ 宮 川 繁 部 長 ( 未 来 医 療 開 発 部 ) 〔８号委員〕
川 村 篤 事 務 部 長 ( 事 務 部 ) 〔９号委員〕
中 野 哲 也 総 務 課 長 ( 事 務 部 ) 〔１０号委員〕
岸 本 和 久 管 理 課 長 ( 事 務 部 ) 〔１０号委員〕
吉 田 寛 仁 教 育 研 究 支 援 課 長 ( 事 務 部 ) 〔１０号委員〕
鋤 崎 信 男 医 事 課 長 ( 事 務 部 ) 〔１０号委員〕
榊 原 章 人 再 開 発 企 画 整 備 室 長 ( 事 務 部 ) 〔１０号委員〕
（ オ ブ ザ ー バ ー ）
西 澤 均 診 療 局 長 等 連 絡 会 議 代 表 ( 糖 尿 病 ・ 内 分 泌 ・ 代 謝 内 科 )
松 田 陽 一 病 棟 医 長 会 議 長 ( 麻 酔 科 )
吉 山 顕 次 外 来 医 長 会 議 長 ( 神 経 科 ・ 精 神 科 )
山 崎 あ け み 教 授 ( 医 学 部 保 健 学 科 ・ 看 )
小 山 内 実 教 授 ( 医 学 部 保 健 学 科 ・ 放 )
岡 本 成 史 教 授 ( 医 学 部 保 健 学 科 ・ 検 )
東 原 大 樹 副 部 長 ( 放 射 線 部 )
楠 本 繁 崇 医 療 機 器 安 全 管 理 責 任 者 ( 臨 床 工 学 部 )
小 山 有 紀 子 副 部 長 ( 集 中 治 療 部 )
郡 山 弘 副 部 長 ( 総 合 診 療 部 )
佐 原 亘 特 任 講 師 （ 常 勤 ） ( リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部 )
名 井 陽 セ ン タ ー 長 ( 未 来 医 療 開 発 部 未 来 医 療 セ ン タ ー )
山 本 洋 一 セ ン タ ー 長 ( 未 来 医 療 開 発 部 臨 床 研 究 セ ン タ ー )
中 田 研 セ ン タ ー 長 ( 未 来 医 療 開 発 部 国 際 医 療 セ ン タ ー )
本 行 一 博 セ ン タ ー 長 補 佐 ( 患 者 包 括 サ ポ ー ト セ ン タ ー )
長 井 直 子 副 部 長 ( 栄 養 マ ネ ジ メ ン ト 部 )
味 村 和 哉 副 部 長 ( 遺 伝 子 診 療 部 )
林 義 人 副 セ ン タ ー 長 ( 内 視 鏡 セ ン タ ー )
橋 田 剛 一 技 師 長 ( リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部 )
鍋 谷 佳 子 副 看 護 部 長 ( 看 護 部 )
谷 浦 葉 子 副 看 護 部 長 ( 看 護 部 )
家 平 裕 三 子 副 看 護 部 長 ( 看 護 部 )
天 野 美 希 副 看 護 部 長 ( 看 護 部 )
《 規 程 》 大阪大学医学部附属病院病院運営会議規程
《 審 議 事 項 》 ①本院の管理運営に関する重要事項の議決及び報告。

②運営企画会議で検討された事項の議決。

2 



担当区分 氏名

財務
①病床運営のための経費支援
②病院基盤整備経費配分
③長期的展望に立った財務基盤の確立

人事労務
①人事労務
②看護職員の確保
③医師の処遇改善

医療安全
①医療安全管理体制担当校としての業務
（医療安全・質向上のための相互チェック及びピアレビュー等）
②院内の医療の質・安全

がん診療
①オンコロジーセンターの運営
②がん診療連携拠点病院・がんゲノム医療中核拠点病院関係
③がんプロを後継する発展的事業の開拓

地域医療 ①医療情報を介した地域医療の充実

医療情報 ①医療情報

ホスピタリティ 岩崎朋之 ホスピタリティ
①患者接遇の向上に関する取組

（ご意見箱の対応、盗難防止対策、禁煙対策、職員教育など）
②ボランティア活動の充実

小児医療 ①小児医療

周産期 ①周産期医療

再開発 貴島晴彦 再開発 ①病院再開発の企画・機能強化に関する検討

研究 ①臨床研究支援体制整備及び未来医療開発部の強化発展

臨床研究中核
病院

①臨床研究中核病院

中央診療施設 小川和彦 中央診療施設 ①中央診療施設

広報

①病院ニュース・アニュアルレポートの作成
②職員募集計画を念頭においた広報戦略
③市民への病院紹介コンテンツの立案
④病院フォーラムの企画

中期目標・計画 ①中期目標・計画の策定と評価

診療体制
①診療体制の整備充実・病棟再編事業の発展的継続
②手術・ICU運用

救急医療 織田順 救急医療 ①救急医療

女性支援 ①女性教職員の安定的就労支援

ダイバーシティ ①男女教職員の多様な働き方の確立

経営 ①経営戦略の検討

組織改革 ①事務組織の改革

その他一般業務 土岐祐一郎

教育
①研修医・新専門医制度
②メディカルスタッフに対する大学病院の特徴を生かしたキャリ
アパス開発

外部評価 ①外部評価(機能評価、特定共同指導等）に対する院内準備

中島和江

副病院長・病院長補佐の所掌業務及び主な課題（令和6年度）

所掌業務及び主な課題

副
病
院
長

財務 ・人事労務 坂田泰史

医療安全・がん診療 江口英利

地域医療・医療情報
外部評価

武田理宏

病
院
長
補
佐

教育・診療体制 新谷康

女性支援・ダイバーシティ

小児・周産期 北畠康司

研究・臨床研究中核病院 下村伊一郎

広報・中期目標・計画 猪阪善隆

経営・組織改革 多田典史

別紙２



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

①  果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

阪大病院ニュースの発行：紙媒体で年4回発行し、本院の活動を情報発信している。 

病院要覧：紙媒体で年1回発行し、本院の概要を掲載している。 

ホームページ：随時更新し、情報発信している。阪大病院ニュース、病院要覧、診療等実績

データ、国立大学附属病院機能指標データ等をPDFで掲載している。 

病院見学会：年1回一般市民を対象に開催している。（令和３・４年度は、コロナ禍で見学会

を休止し、動画で配信した） 

「がん診療」市民公開フォーラム：地域がん診療連携拠点病院として、がん診療啓蒙のため

の公開講座を、年1回一般市民を対象にハイブリッドで開催している。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

本院では、対象となる疾患等に対し、関連診療科や診療部門並びに関連医師やコメディカル

が連携し、包括的な診断及び治療を実現するため、中央診療施設として以下のセンターを配置

し、複数の診療科が連携して対応に当たる体制を整えている。 

 

・脳卒中センター ・前立腺センター ・睡眠医療センター 

・疼痛医療センター ・生殖医療センター ・ハートセンター 

・小児医療センター ・オンコロジーセンター ・呼吸器センター 

・てんかんセンター ・消化器センター ・ＩＶＲセンター 

・胎児診断治療センター ・難病医療推進センター ・子どものこころの診療センター 

・糖尿病センター ・がんゲノム医療センター ・緩和医療センター 

・腸管不全治療センター ・摂食嚥下センター ・アイソトープ治療センター 

・リウマチセンター 
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